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序 文 

三原 郡 に 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 が 誕生 し て 早い も の で 10 年 が 経過 いた し まし た 。 

この 10 年 の 間 に は 、 画 場 整備 等 の 大 規模 な 開発 事業 が 年 々  増加 し 、 そ れ に 伴い 埋蔵 

文化 財 調 査 の ニー スズ が 高まり 、 発 掘 調査 量 も 飛躍 的 に 増大 いた し まし た 。 

そし て この 増大 し た 発掘 調査 は 新しい 調査 成果 を 生み 出し 、 こ の 10 年 で 普 路 を 取り 

巻く 歴史 は 大 きく 変化 いた し まし た 。 

し か し な が ら 、 こ れ ま で 得 ら れ た 貴 重 な 調査 成果 は 様々 な 事情 か ら 行 政 機関 の ご く 

限ら れ た 場所 に 留まり 、 広 く 一 般 住 民 が 知り える 機会 は 非常 に 少な く 、 埋 蔵 文化 財 に 

理解 を いた だ き そ の 保護 の 必要 性 を 周知 する に は 程遠い 状況 に 公 っ て お り ま し た 。 

そこ で この よう な 状況 を 少し で る も る 解消 する た め 、 今 回 初め て 三原 郡 の 埋蔵 文化 財 の 

状況 を 年 報 形 式 を と っ て 幅広 く 報告 する こと に いた し まし た 。 

紙面 の 都合 上 、 各 遺跡 の 報告 は 不 十分 さる 目立つ と は 思い ます が 、 今 回 報告 する 各 

成果 は 我々 の 祖先 の 営み を 直接 推し 量 る 必要 不可 欠 な 資料 で あり 、 こ れ を 忠実 に 後世 

に 伝承 し て いく こと が 現代 に 生き る 我々 に 課せ られ た 重要 な 責務 で ある と 強く 考え て 

お り ま す 。 

今後 、 本 書 が 「 ふ る さと 淡路 」 を 知る 社会 教育 資料 と し て 広く 活用 され る こと を 祈 

念 す る と と $ も る に 、 本 書 の 完成 に 満足 する こと な く 、 本 郡 の 埋蔵 文化 財 の 理解 と 保護 に 

日 々 精進 し て いく 所 存 で あり ます の で ご 支援 を 賜り ます よう お 願い し ます 。 

最後 に な り ま し た が 、 本 書 を 作成 する に あたり 、 ご 指導 ご 協力 いた だ きま し た 方 々  

に 心 よ りお 礼 申し 上 げ ま す 。 

平成 13 年 3 月 

三原 郡 広域 事務 組合 

管理 者 _ 森 統一 
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例 呈
 

. 本 書 は 、 緑 町 、 西 淡 町 、 三 原町 、 南 淡 町 の 三原 郡 4 町 に お いて 、1995 一 1999 年 度 に 実施 し た 、 埋 蔵 

文化 財 発掘 調査 の 記録 で ある 。 

2 . 発掘 調査 は 、 三 原 郡 4 町 の 各 町 教育 委員 会 を 調査 主体 と し て 実施 し た 。 調査 は 三原 郡 広域 事務 組合 

(平成 9 年 3 月 まで 三原 郡 町 村 会 ) の 坂口 弘 貢 ・ 定 松 佳 重 ・ 山 崎 裕司 ・ 的 崎 避 (旧姓 中 島 ) が 担当 し た 。 

3. 出土 遺物 の 整理 作業 は 、 中 原 美 佐 子 (平成 10 年 8 月 まで )、 初 田 典 代 、 細川 光 代 、 山 田 い づみ ( 平 

成 10 年 9 月 より ) が 行っ た 。 

4. 各 遺 跡 の 発掘 調査 に は 、 環 光洋 、 石 川 ま り 、 上 村 知 恵 、 榎 本 全 克 、 河 西 雅 隆 、 和 久留 米 見 子 、 作 田 利 

美 、 各 本 和 也 、 仲 野 裕 恵 、 演 本 善 美 、 前 川 恭 範 、 松 浦 孝 充 、 山 口 介 規 、 山 本 真理 の 補助 が あっ た 。 

5 . 本 書 の 編集 は 、 三 原 郡 広域 事務 組合 の 定 松 佳 重 が 行っ た 。 執筆 ・ レ イア ウト は 文末 に 記し て いる 。 

調査 担当 者 に つい て は 、 調 査 一 覧 表 に 記す 。 

6 . 本 書 に 使用 し た 遺跡 位置 図 は 、 国 土地 理 院 発行 2 万 5 千 分 の 1 の 地図 「 都 志 」 「 広 田 」「 論 鶴羽 山 」 

8. 

寺 出土 了 瓦 か ら み た 古代 淡路 国 」『 文 化 財 学 論集 」1994 を 基礎 に 修正 ・ 加 筆 を 行っ た 。 

9 

「 鳴 門 海峡 」「 福 良 」 を 使用 し た 。 

. 本 書 で は 遺構 に つい て 次 の 略号 を 使用 し た 。 

SB : 掘 立柱 建物 、SD : 水路 ・ 溝 ・ 河 川 、SEE : 井戸 、SH : 苫 僚 住居 、S K : 土塊 、 

SP: 柱 穴 、SX : 不明 

付録 淡路 国分 尼寺 ・ 国 分 寺跡 軒 瓦 型式 一 覧 1999 年 度 版 の 国分 寺 部 分 に つい て は 濱崎 真 二 「 淡 路 国分 

. 各 遺 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作 成 に あたっ て は 、 下 記 の 方 々  の ご 協力 と ご 指導 を 頂い た 。 記し て 深 

< く 感謝 の 意 を 表す る 。( 五 十 音 順 ・ 敬 称 略 ) 

足立 敬介 、 荒 木 幸 治 、 伊 藤 宏幸 、 岩 永 省 三 、 浦 上 雅史 、 大 石 雅 一 、 大 平 茂 、 岡 田 章 一 、 岡 本 稔 、 

荻 能 辛 、 人 賀集 一 裕 、 賀 集 徹 、 金 田 明 大 、 川 渕 泰司 、 川 吉 知 子 、 岸 本 一 宏 、 西 東 祥 征 、 篠 宮 正 、 

嶋 谷 和彦 、 素 川 恒 男 、 武 田 信 一 、 館 野 和 己 、 種 定 淳 介 、 貫 益 巳 、 永 井 正 浩 、 中 尾 福 夫 、 仁尾 一 人 、 

波 毛 康宏 、 箱 崎 和 久 、 長 谷川 皿 、 共 田 哲郎 、 平 田 博 幸 、 藤 田 淳 、 藤 平 明 、 古 尾 谷 知 浩 、 本 田 裕 満 、 

水野 正 好 、 三 宅 進 、 村 上 皿 治 、 森 岡 秀 人 、 安 田 貴 史 、 山 上 雅弘 、 山 下 史朗 、 表 川 聡 、 吉田 広 、 

渡辺 晃 宏 、 渡 辺 昇 

辰 美 中 学校 、 三 原 中 学校



例 言 

第 1 章 三原 郡 内 埋蔵 文化 財 事業 の 動向 

第 1 節 

第 2 節 

第 3 節 

事務 所 の 動向 一 ババ ババ バー 
発掘 調査 の 動向 一 ババ バー 
普及 ・ 啓 発 活動 の 動向 一 ババ ババ ーー 

第 2 章 発掘 調査 の 成果 

第 1 節 

第 2 節 

1 

2 

3 

4 

5 

調査 位置 図 お よび 調査 一 覧 表 ババ ババ ババ 

主 な 発掘 調査 の 成果 ババ ババ ババ 

平成 7 (1995) 年 度 一 ババ ババ ババ バー 

平成 8 (1996) 年 度 ニ ババ ババ ババ バー 

平成 9(1997) 年度 ユ ババ ババ バー 

平成 10(1998) 年度 ユ ババ ババ ババ バー 

平成 11(1999) 年度 

第 3 草 資料 紹介 

1 ) 

2 ) 

3 ) 

4 ) 

緑町 成 福 寺原 遺跡 出土 須恵 器 ババ ババ 
三原 町 山 惣 廃寺 採集 軒 丸 古 ババ バー 
南 溢 町 賀集 採集 和 同 半球 ババ ババ 
南 溢 町 灘 城 方 山 ノ 神 出土 大 量 島 一 ババ ババ 





第 1 章 三原 郡 内 埋蔵 文化 財 事業 の 動向 

第 1 節 事務 所 の 動向 

平成 2 年 4 月 に 、 三原 町 八木 国分 所 在 の 淡路 国分 寺跡 の 整理 

作業 を 経緯 と し て 、 埋 蔵 文 化 財 の 調査 員 が 三原 町 か ら 三 原 郡 町 

村 会 (以下 町 村 会 と 記す ) に 派遣 され 、 三 原町 市 市 549 一 1 に あ 

る 1884 (明治 17) 年 に 建て られ た 旧 三 原 郡 役 所 を 利用 し 、 埋 蔵 

文化 財 事務 所 が 三原 郡 4 町 ( 緑 ・ 西 淡 ・ 三 原 ・ 南 淡 町 ) で 共同 

設置 され る 。 こ れ を る っ て 三原 郡 で の 埋蔵 文化 財 行政 が 本 格 化 

する 。 この 広域 組織 で の 調査 員 共 同 設置 方 式 は 島内 で は 津名 郡 

と 同じ 方 式 で 、 調 査 に 係る 事務 は 各 教 育 委 員 会 が 、 現 場 の 実務 

や 内 業 作 業 は 町 村 会 が 担当 する 方 式 で ある 。 

その 後 、 平 成 4 年 4 月 に 町 村 会 職員 と し て 調査 員 1 名 (嘱託 職員 ) が 増員 され る 。 平成 4 年度 か ら 5 

年 度 に か け て 調査 員 の 入れ 替わり が あり 、 2 名 (町村 会 の 嘱託 職員 ) が 三原 郡 の 調査 員 と な る 。 平成 7 

年 4 月 か ら は 、 さ ら に 調査 員 2 名 が 増員 され 、 合 計 4 名 の 現在 の 体制 に 近い 形 と な る 。 この頃 か ら 郡 内 

で の 大 規模 な 県 営 画 場 整備 事業 も 多く な り 、 発 掘 調査 も 広範 囲 を 面 的 に 調査 する ケー ス が 増え る 。 これ 

に 対応 し 、 図 化 作 業 の 効率 化 を 図る た め に 、 平 成 9 年 度 か ら 外 業 補助 員 を 現場 の 状況 に 応じ て 採用 する 

よう に な る 。 ま た 外 業 作業 と 共に 重要 な 位置 を 占め る 内 業 作 業 に つい て は 、3 名 の パー ト 職 員 が 遺物 整 

理 作 業 に あたっ て いる 。 

旧 三 原 郡 埋蔵 文化 財 調査 事務 所 

内 作業 中 平成 7 年 1 月 に 発生 し た 阪神 ・ 淡 路 大 震 災 は 、 三 原 郡 
に も 大 き な 人 小 跡 を 残し 、 こ れ ま で 事務 所 兼 収蔵 庫 と し て 
使用 し て きた 旧 三 原 郡 役所 は 、 立 ち 入 り 禁 止 と な り 、7 
月 に 事務 所 が 現在 の 三原 町 市 閉 光 寺 18 一 27 に 移転 と な り 、 
保管 スペ ー ス の 問題 で 出土 遺物 は 各 町 が それ ぞ れ 保管 す 
る 様 に な っ た 。 

事務 所 が 移転 し た 2 年 後 の 平成 9 年 4 月 に は 、 こ れ ま 
で 町 村 会 に 所 属し て いた 埋蔵 文化 財 事 業 が 三原 郡 広域 事 
務 組 合 に 移行 し 、 現在 に いた る 。 
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平成 8 (1996) 年 度 
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平成 11(1999) 年 度 

表 1 埋蔵 文化 財 関係 職員 推移 表 
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「 一 神 戸 江 

管理 者 副 管理 者 三原 郡 広 域 事務 組合 火 葬 場 

( 南 淡 町 長 ) ( 緑 町 長 ) 本 訪問 看護 ステ ーション 

| 埋蔵 文化 財 調査 事務 所 

図 1 三原 郡 広域 事務 組合 組織 図 本 衛生 セン ター 

(平成 12 年 4 月 1 日 現在 ) | 清掃 セン ター 

ーー ケー ブル テレ ビ



第 2 節 発掘 調査 の 動向 

平成 2 年 度 か ら 本 格 的 に 始ま っ た 埋蔵 文化 財 事業 は 10 年 が 経過 し た 。 発掘 調査 の 件 数 も 開発 事業 量 

に 比例 し て 増加 し 、 平 成 2 年度 に 9 件 あま り で あっ た 埋蔵 文化 財 調査 が 平成 6 年 度 以降 は 分 布 調査 も 含 

め て 年 間 80 件 あま り 実 施す る よう に な っ た 。 ま だ た 発掘 調査 面積 (分 布 調査 面積 を 除く ) は 平成 6 年 度 

に 4.000 を 超え て か ら は 、 平成 8 年 度 に は 最高 の 約 7.500 軍 と な り 、 そ れ 以 後 5.000m 前 後 の 面 積 を 

調査 する よう に な っ た 。 本 格調 査 も 平成 2 年 度 に 950 字 で あっ た の が 、 平 成 1 年 度 に は 5.681m ザ と 約 16 

倍 に 拡大 し た 。 町 別 の 調査 件 数 に つい て は 合計 277 件 中 、 三 原町 が 115 件 (42%)、 南 淡 町 が 65 件 (23 

%)、 西 淡 町 が 61 件 (22%)、 緑 町 が 36 件 (13%) と な り 三 原町 内 で の 調査 が 事務 所 開設 当初 より 継 

続 的 に 進ん で いる こと が わか る 。 これ は 、 事 業 内 容 ご と の 調査 件 数 を 見 れ ば わか る 様 に 、 三 原 郡 で は こ 
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表 2 埋蔵 文化 財 調 査 件 数 の 推移 (括弧 内 は 民間 事業 の 調査 件 数 ) 
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分 布 調査 確認 調査 

21.78ha で だ 344mr 698m 

139.11ha (3.1ha) 30mr 584m (74m) 614m (74mr) 

13.839ha (0.189ha) 28m (8m) 682mr (204mr) 1.444m (212m) 

1993) 年 度 198.35ha (8.089ha) 12mr 760m (28m) 1.315m (28m) 

1994) 年 度 298.77m (199.55ha) 174m (20m) 852m (108m) 4.144m (128r) 

平成 7 (1995) 年 度 243.7ha(0.5ha) 1.099m (16m) 3.020m (16m) 

平成 8 (1996) 年 度 135.59ha (0.65ha) 59m (35m) 884m (16m) 7.514mr (51mr) 

) 

) 

) 

平成 9(1997) 年 度 | 121.555hma (120.255ha) 69m (69mf) | 1.418m (24m) 5.618.7m (93mr 

平成 10(1998) 年 度 125.6ha 132.6m 700m (8m) 4.714.6m (8 

1999) 年 度 52.885ha (4.965ha) 66m (66m) 796m (28m) 6.543m (94m 

1.351.179ha (337.298ha) | 574.6m (198m) | 8.119m (506m) 26.931.7m | 95.625.3m (704m) | 

表 3 埋蔵 文化 財 調 査 面 積 の 推移 (括弧 内 は 民間 事業 の 調査 面積) 

ー?2 一 



れ ま で の 埋蔵 文化 財 調 査 の 総合 計数 277 件 中 、121 件 

が 農地 関連 ( 場 整備 ) 事業 に 伴う 調査 で 割合 が 非 

常に 高い ( 約 44%)。 各 町 の 重要 政策 の 一 つと し て 

掲げ られ て きた 賠 場 整備 事業 は 、 三 原平 野 を 中 心 に 

精力 的 に 進め られ て お り 、 島 内 の 自治 体 の 中 で 耕地 

面積 が 最も 多く ( 表 4 参 考 )、 三 原平 野 の 主要 部 分 

を 占め る 三原 町 で 調査 件 数 が 多く な っ て いる 最大 の 

要因 と 考え られ る 。 

また ここ 数 年 、 三 原 郡 で は 賠 場 整備 と 平行 し て 道 

路 を 新設 する ケー ス が 目立ち 、 農 地 関連 に つい で 道 

路 関連 事 業 に 伴う 発掘 調査 が 合計 40 件 (14%) と 増 

加 傾 向 に ある 。 

一 方 民間 事業 に つい て は 、 こ れ ま で 合計 58 件 (21 

%) の 調査 が 実施 され て いる が 、 分 布 調査 や 試掘 ・ 

確認 調査 と いっ た 小 規模 な 発掘 調査 に 留まる ケー ス 

が 多く 、 そ れ よ り 進 ん だ 調査 に 進展 する 場合 は 非常 
表 4 淡路 島内 の 耕地 面積 ( 注 1 ) 

に 少な い 。 ま た 個人 住宅 は 平成 4 年 に 1 度 発掘 調査 を し て 以来 、 発 掘 調査 の 費用 や 調査 期間 の 問題 で 十 

分 な 対応 が 実施 され て お ら ず 、 今 後 の 重 要 な 課題 と いえ よう 。 
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表 5 事業 内 容 別 埋蔵 文化 財 調査 件 数 



第 3 節 普及 ・ 啓 発 活動 の 動向 

調査 員 が 4 名 に 増員 され た 平成 7 年度 あたり か ら は 、 西 淡 ・ 

三原 両町 で 大 規模 な 県 営 園 場 整 備 事業 も 目立つ よう に な り 、 発 

掘 調査 面積 も 拡大 し た 。 調査 面積 の 拡大 は 、 大 き な 調 査 成 果 を 

も る た らし た 。 特に 平成 10 年 度 の 幡多 遺跡 ( 行 常 地 地区 ) の 大 阪 

湾 型 銅 区 や 墨書 土器 、 平 成 11 年 度 の 幡多 遺跡 ( 野 水 地 区 ) の 方 

形 周 溝 募 群 や 大 型 掘 立柱 建物 、 刻 書 土器 と いっ た 三原 町 榎 列 幡 

多 地 区 で の 発見 は 印象 深い も の と な っ た 。 一 方 で これ ら の 調査 

成果 は 、 わ ず か で は ある が 以下 の 通り 説明 会 や 講演 会 な ど で 全 

開 を 行っ て きた 。 し か し 、 他 地域 な ど に 比較 し て 、 や は り 相 対 的 に 少な いこ と や 各行 事 の 宣伝 不足 を 反 

省 点 と し て 挙げ る こと が で きる 。 ま た 三原 郡 の 場合 、 震 災 以 後 、 事務 所 と 遺物 保管 場所 が 分 離し て し まっ 

た た め 、 遺 物 は 整理 が 終わ る と 一 旦 各 町 の 収蔵 庫 に 保管 され 、 新 た に 展示 会 な どの 行事 を 行う と な る と 、 

遺物 の 運搬 や 展示 スペ ー ス の 

幡多 遺跡 ( 野 水 地区 ・E 地 区 ) 説明 会 風景 

な ら な い 課 題 と 考え て いる 。 

年 月 名 

保 と いっ た 様々 な 問題 が 発生 する 。 今後 、 早 急 に 改善 し て いか な けれ ば 

(坂口 ) 

平成 5 年 3 月 18 日 岩谷 遺跡 

平成 8 年 2 月 4 日 後山 遺跡 重
 
人
 
に
 

Na
 

bb
 

平成 8 年 11 月 6 日 12 月 1 日 南 普 町 と 中 国 の 文物 ーー
 

平成 8 年 11 月 17 日 護国 寺 東 遺跡 の 発掘 調査 に つい て 

平成 9 年 7 月 14 日 8 月 29 日 ふる さと 大 普 展 一 弥生 時 代 の 南 淡 町 一 

平成 9 年 10 月 1 日 10 月 80 日 古 の 西 淡 

平成 10 年 2 月 5 日 一 5 月 27 日 郷土 の 古代 上 瓦 

平成 10 年 7 月 25 日 考古 学 か ら 探 る 歴史 

平成 11 年 2 月 16 日 6 月 8 日 弥生 時 代 の 三原 議
 
二
 

香蘭
 
二
 議
 1
 メ
 二
 幸
 

生
生
 
一
 寺
 |

 寺 
|
 

一 寺
 一
 寺
 

平成 11 年 11 月 27 日 南 淡 町 賀集 地域 の 古墳 を 訪ね て 品
 |
 油
 
吾
 |
 測
 
清
瀬
 
難
 |
 滞
 

学 シム 
トン 

平成 11 年 12 月 15 日 幡多 遺跡 ( 野 水 地区 ・ 到 地区 ) 
現地 説明 会 
(三原 ・ 辰 美 中 学校 ) 

平成 12 年 2 月 20 日 幡多 遺跡 ( 野 水 地区 ・B 地 区 ) 

表 6 三原 郡 内 埋蔵 文化 財 調 査 成果 公開 一 覧 

( 注 1) 「『 淡 路 の 土地 改良 」 兵 庫 県 洲本 土地 改良 事務 所 1992 

現地 説明 会 

(五色 町 歴史 教室 ) 



1995 年 

陶磁 器 ) 
雨 流 遺 跡 の 続き 

師 器 皿 の 
出 

遺構 未 確 

突 の 小片 採 

採集 。 遺跡 埋蔵 

ーー 

・ 中 世 の 遺 構 確 

認 。 土 
鎮 遺構 検 

土師 質 土器 片 を 採集 

ロー て 
て に LT 

代 一 中 世に か け て の 遺 
恵 器 ・ 土 師 器 ・ 

ーー 中 世 の 遺 物 、 中 世 の 掘 

時 代 後 

柱 建 物 確認 。 武 士 階 級 か 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 

世 の 集 落 確認 
っ た 地 鎮 

弥生 ・ 中 世 の 遺 跡 埋 蔵 の 可能 
性 有り 

H8.2.19 -16 更 代 以降 の 遺跡 理 成 の 可能 性 

住宅 ・ コ ンク リー ト の た め 地 

平安 時 代 前 期 と 思わ れる 須恵 

表面 観察 不可 能 

縄文 弥生 時 代 と 思わ れる 石 

器 の 散布 が 顕著 

遺構 未確認 。 石 人 (縄文 )・ 
弥生 土器 

仲野 で 柱 穴 確認 。 中 世 集 落 跡 ? 

ー 25 | 弥生 後期 ・ 平 安 一 中 世 の 遺 構 ・ 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 

7.9.11 29 | 弥生 後期 の 土器 多量 に 出 

潮 状 遺構 より 須恵 器 片 出 

エッ PP お 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 
7127ー121| 業 場 寺 回 が 出土 し た が 、 運 橋 

わずか に 土師 質 
保 

採集 遺物 な し 

採集 遺物 な し 

の 可能 性 薄い 

は は oe] に | 採集 遺物 な し 

須恵 刀 ・ 

採集 遺物 な し 

ロッ に | 潜 出 半 

未確認 

遺物 わずか ! 

H8.2.14 28| 石 負 9 点 採集 

平安 
立 

中 

重 な 
弥 有 
と 
ロミ 

7.10.18 一 24 | 中世 の 地 鎮 遺構 を 検出 

っ テー エー 

H7.7.20 

日 7.6.19 一 22| 遺構 未確認 

7.8. 
.5/10.30 一 31 | 遺物 確認 

古墳 時 
H8.3.13 19| 物 ( 須 

採集 。 

HH7.8.29 

11.6/H7.12.4 
ー H8.2.6 
17.10.4 一 

エエ 

17.11.22 

エラー 

エエ osole 

日 8.2.13 

エッ ツー 

H8.2.21 一 3.5| 2 

H8.2.29 

ヒエ oe お 

H8.3.28 

HH8.3.28 

上 

9 

墳 |H7.11.20 一 25 | 遺構 未 確認 

古墳 |H7.10.27 

東 

ロロ 

[ 半 

うと の 口 

石 ケ 坪 

円 座 

池 の 尻 

野田 

野田 

護国 寺 

府 

互選 。 1 

坂口 

確認 | 定 松 

坂口 

本 格 箇 以 ・| 玉 叶 

確認 市 以 ・| 能 原 ・ 財 原 原 HH7.5.15 6.2| 中 世 の 遺 村 確 認 

確認 | 尋 路 ・| 上 梶原 (長原 )| 日 7.6.12 27 
確認 | 征 代 | 鷹 尾 

確認 年代 片山 
坂口 

中 鳥 ・ 
確認 山崎 ・| 池 の 尻 

坂口 ・ 

族 認 中島 ・ 多 か ら 

確認 ・ 

確認 | 向 鳥 | 後山 

本 格 | 年代 ・ 後山 

分 布 坂 ロ 

分 布 | 中 島 
分 布 

分 布 首 己 

や 

思い S 注 決 発掘 

六軒 
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内 

西 路 

上 

中 筋 

八幡 北 | 確認 | 坂口 

八幡 南 | 確認 

5 路 

寺内 

野 

西 路 

野田 

上 町 

寺内 

鳥井 

上 町 

東町 

福井 

幡多 分 布 | 中 島 | 若宮 

志 知 北 | 分 布 | 定 松 | 門 の 上 

志 知 川 | 分 布 | 定 松 | 雨 流 

十 ー ケ 所 | 分 布 | 坂 品 

国 衛 

広田 

名
 

に
 
遣
 

者
 

中
 
担
 

容
 

内
 

地
 
在
 
所
 

地
 
在
 
所
 

名
 

町
 

西 淡 町 伊 加 利 | 吐 原 

西 淡 町 | 松 帆 

南 淡 町 | 賀集 

南 淡 町 | 賀 集 
西 淡 町 伊 加 利 | 本 村 

原町 | 市 ー 志 知 | 新 一 難 波 確認 導 昌 ・ 

西 淡 町 | 松 帆 

原町 市 志 知 | 新 難 波 | 本 格 | 帯 島 
原町 | 八木 

原町 | 市 

南 決 町 賀集 
西 淡 町 松 帆 

南 淡 町 | 阿 万 

原町 | 八木 

原町 八木 

原町 | 榎 列 

西 淡 町 | 志 知 

原町 市 

緑町 | 広田 

業 地 域 再 編 総合 南 淡 町 | 各 集 

業 地 域 再 編 総合 緑町 | 中 条 

] 財 体 間 土地 改良 総合 束 

ジャ スコ (深化 丁 ) 建 \ 
池 由 
ロト 立 ' 

v 浪 

制 強化 総合 | 二 

寺地 敬 厩 合 整 西 渋 町 | 伊 加 利 業 

団体 

誠 

農業 集落 排水 事業 

制 強化 総 合 | 二 

( 土 取 り ) 
棄 : 事業 人 

改 良 総合 整備 

原町 文化 財 保護 施設 | 二 

いい 
証 

事業 

訂 道 賀集 野田 牛 内 線 道 
| 路 改 衣 

県 営 画 

般 型 ) 
基盤 整備 促進 事業 ( 

『 吹 上 線 適 路 改 Tr 思 王 

改良 総合 整備 事業 

事 

則 改 良 総合 整備 事業 | 南 淡 町 | 阿 万 

道 

改良 総合 整備 | 一 

業 | 南 淡 町 北 阿 万 | 筒井 
= 

事業 

地 改 良 総合 整備 事業 | 南 淡 町 | 賀集 

県 営 
事 
山 平 

町 
良 

県 営 
事業 

総合 運動 公園 建設 

田 整 備 

・12 号 線 道 路 」 二 1 
ペン 
いい 

県 営 画 

地 改 良 総合 整備 事業 | 西 淡 町 | 松 帆 
ーー 
に に 町 道 

区 コ 

道 神 代 41 号 線 道 路 改 三 点 上 困 | 錦 代 
民事 

本 
改良 

町 営 住宅 宮川 団地 建設 

2 | 県 営 画 場 整 備 事業 

3 

4 | 町 営 住宅 建設 

。 | 農業 生産 体 
推進 対策 

6 | 県 営 画 場 整 備 事 業 



町 営 住 宅 建 設 事業 

所 在 地 1 所 在 地 2 

調査 一 覧 表 199 6 年 

H8.2.21ー9.13 
弥生 後期 の 住居 跡 、 中 世 の 撮 
立柱 建物 確認 。 淡 路 国分 寺 出 
土 軒 平戸 と 同文 の 瓦 出土 

町 道 神代 41 号 線 道 路 改 
良 事業 | H8.4.1 遺構 ・ 遺 物 未確認 

町 道 市 11・12 号 線 道 路 
改良 事業 | H8.4.3 4 平安 時 代 前 期 の 須恵 器 出 土 。 

皿 状 の 落ち 確認 
農村 総合 (モデ ル 型 ) H8.4.25 土師 質 土器 片 ・ 石 鍼 1 点 採集 
団体 営 土地 改良 総合 整 
備 事 業 H8.5.20 遺構 ・ 遺 物 未確認 

土地 改良 総合 整備 事業 

ー 

H7.11.24/27/ 
H8.6.3 中 世 の 集 落 跡 

[ 

県 営 園 場 整 備 事業 H8.6.12ー7.27 
大 畑 は 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 。 語 
仙人 二 項 時 代 の 中 本 ・ 伸 約 を 

県 営 土 地 改 良 総合 整備 
事業 添 | H8.6.17 一 7.10 弥生 後期 ・ 中 世 の 遺 構 確認 

県 営 園 場 整備 事業 H8.7.15ー12.6 13 一 15 世 紀 の 遺 構 ・ 遺 物 。 一 般 集落 

神代 第 2 期 造成 工事 
(民間 ) H8.7.22 遺構 ・ 遺 物 未 確認 

事業 
県 営 土地 改良 総合 整備 | こ は ご 遺 弥生 時 代 後期 ・ 中 世 ・ 近 世 の 

遺構 ・ 遺 物 確認 
県 営 土 地 改 良 総合 整備 | 二 
事業 | H8.10.7ー 17 疹 衣 の 著しい 土 明 質 下 ・ 須 

恵 器 ・ 青 磁 出 土 。 中 棒 未 確認 
セン ター パー ク 建 設 事 
薬 ーー H8.10.8 遺構 ・ 遺 物 未確認 

土地 改良 総合 整備 事業 許
 中
 
所
 
に
 
河
 |
 王
 王
 泊
 

H8.10.21ー24 柱 穴 確認 

民間 宅地 建設 事業 H8.10.28 奈良 平安 時 代 前 半 頃 の 中 枯 ・ 
遺物 確認 

農業 生産 体制 強化 総合 | 二 
推進 対策 事業 | 

上 の] つい ol 
11.7/22 

中 世 と 思わ れる 遺構 ・ 遺 物 確 

団体 営 土 地 改 良 総合 整 | ニ 
備 事 業 | 中

 同
一
 印
 中 
|
 呈
 

負
 

朱
 |
 朱
 入
 |
 多
 

| 
口
 

抑制
 
一 向
 入 
|
 朱
 口
 | ロー

 
身
 

H8.11.11ー19 生還 須恵 器 ・ 黒 色 土 器 片 出土 。 平安 時 代 の 遺 中 
鉄工 所 及び 倉庫 建設 用 
地 開発 事業 (民間 ) HH8.12.12 須恵 質 土 器 片 を 採集 

町 道 賀 集 154 号 線 道路 
| 改良 事業 H9.1.9 遺構 ・ 遺 物 未確認 

県 営 画 場 整備 事業 H9.1.13ー3.14 

古墳 一 中 世 の 遺 
路 内 よ 人 
5 世紀 末 の 遺物 出土 。 
素 強い 遺跡 

流 

要 

遺物 。 

・ 布 留 ・ 
公 的 

| 町 道 丸山 吐 原 線 道路 改 
良 事業 エエ ペー“ 遺構 ・ 遺 物 未 確認 

県 営 土 地 改良 総合 整備 
事業 ー H9.1.27 2.5 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 石 鍼 採集 

リカ ー メ イツ 南 淡路 店 
建設 事業 H9.1.30 遺構 ・ 遺 物 未 確認 

農業 生産 体制 強化 総合 
推進 対策 事業 Peso 

土師 質 土 器 ・ 須 恵 器 ・ サ ヌカ 
下 ト を 採集 。 中 世 の 遺 跡 埋蔵 
可能 1 導い 

県 営 賠 場 整 備 事 業 HH9.2.6 27 
年 師 匠 上 須恵 器 ・ 陶 磁器 ・ 
癌 を 採集 。 弥生 一 中 世 の 遺 
跡 理 蔵 の 可能 性 有り 

事業 (民間 ) 
経 所 ニュ ー タ ウン 開発 | こ H9.2.7 土師 器 ・ 須 恵 器 採集 

改良 事業 
小 榎 列 農 道 3 路線 道路 | こ H9.2.19 須恵 堪 (古墳 時 代 含 む ) ・ 土 

師 器 採集 
町 道 榎 列 111 号 線 道 路 | ニ 
改良 事業 | H9.2.20 28 須恵 器 ・ 土 師 器 多量 採集 

町 道 賀 集 154 号 線 道 路 
改良 事業 エペ 土師 器 片 少量 採集 

保健 セン ター 建設 事業 エペ | 土師器 ・ 陶 器 採集 
町 道 野 田 牛 内 ・ 御 陵 線 
道路 改良 事業 H9.3.10 12 土師 器 片 ・ 須 恵 夫 片 採集 



1997 年 調査 一 覧 表 
備考 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 

初 尾川 の 江 藻 原 も る しく は 河道 
| その も の 

遺物 は 7ー8C の 須恵 器 出 土 。 
小山 状 の 東側 で 律令 期 の 包含 

壮 構 は 断層 調査 時 の 溝 の み 。 

層 確 認 

生後 期 一 鎌 倉 時 代 の 遺構 ・ 

| 遺構 ・ 遺 物 未 確認 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 

遺構 未確認 。 流れ込み の 土師 
質 土器 小片 

弥生 後期 室町 時 代 の 遺構 確 
認 。 阿波 ・ 讃 岐 系 の 弥生 土器 
出土 

有 天 失 頭 器 出 土 

期 の 遺物 確認 

遺 村 ・ 遺 物 未 確認 。 成 相川 の 
遺構 ・ 遺 物 未確認 。 成 相川 の 
砂 木 層 の 堆積 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 

遺構 未確認 

弥生 中 期 の 堅 大 

採集 遺物 な し 
摩耗 し た 土師 器 片 。 初 尾川 の 
影響 大 
遺構 ・ 遺 物 未 確認 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 

調査 期間 成果 概 要 

HH9.4.10 

H9.4.14 

H9.4.1517/| 地形 的 に 遺跡 埋蔵 の 可能 性 あ 

| 弥 
遺 

ー20 | 平安 時 代 の 遺構 確認 
HH9.6.11 

H9.6.16 一 7.16| 室 町 時 代 の 遺構 確認 

H9.6.17 一 27| 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 確 認 

エペ っ に 

ヒエ eo 

HH10.5.6 

H9.10.22 こ 
11.4 

H9.11.10 一 12| 遺 構 ・ 遺 物 未 確認 

H9.11.11 

H9.11.13 

HH9.12.11 

HH9.12.16 

H10.1.73.22 遺構 ・ 遺 物 未 確認 

H10.1.12~3.13 | 棄 さ れ た 布 留 式 

+ 
H10.2.9 

H10.3.11 

H10.3.23 

H10.3.26 

| 

遺跡 若宮 |H9.8.25 一 幡多 
地区 

幡多 遺跡 下 内 
田地 区 

十 

定 松 ・| 幡 多 遺 跡 下 内 
田地 区 坂 

府 

定 松 ・ 

山崎 

確認 | 山崎 | 内 御堂 田 

確認 | 坂口 

確認 | 中 島 | 北 佐 野 

確認 | 坂口 | 宮地 

中 島 ・ 本 格 | 呈示 | 北 佐 野 

分 布 | 山 

保
 

久
 

崎
 

山
 

認
 
確
 

列
 

榎
 

大
 
市
 

島
 
中
 

認
 

確
 

方
 

頭
 

地
 

徳 原 

上 幡多 確認 

鳥井 

賀集 

福井 

上 町 

寺内 

上 町 

内 

状 宜 中 | 試掘 | 山崎 

上 幡多 | 本 格 

野田 

上 幡多 | 確認 

上 幡多 | 確認 

上 幡多 | 確認 | 定 松 

上 幡 多 | 確認 | 定 松 

小 榎 列 | 確認 | 和 稚 ・ | 志 知 川 沖田 南 | 日 9.12.9 
エー ケ所 | 確認 竹 ・ 
大 榎 列 | 確認 | 山崎 | 久保 

東町 

上 幡多 | 本 格 | 坂口 ・ 

広田 

筋 

東町 

市 

中 

名 弥 遣
 

者 当 担 容 内 地 在 所 地 在 所 名 町 

三原 町 | 市 

原町 | 神代 

緑町 | 山添 

緑町 | 中 条 

西 淡 町 | 松 帆 

原町 | 榎 列 

原町 八木 

南 淡 町 賀集 

南 淡 町 | 阿 万 

原町 | 八木 

南 淡 町 | 福良 

三原 町 | 八木 

南 淡 町 | 賀集 

南 淡 町 賀集 

原町 | 榎 タ 

原町 | 榎 列 

原町 | 榎 列 

三原 町 | 市 

三原 町 | 榎 タ 

原町 | 榎 列 

緑町 | 広田 

緑町 | 広田 

ゴゴ 

三原 町 | 市 

共同 住宅 建設 事業 ( 民 

| 経 所 ニュ ー タ ウン 開発 
事業 (民間 ) 
集合 住宅 建設 事業 ( 民 

業 基盤 確立 農業 農 
造 改 

事業 

電 体 営 土 地 改良 総合 整 

係 健 セ ンタ ー 建 設 事業 | 南 淡 町 | 賀集 
町 道 154 号 線 道路 改良 

基盤 整備 促進 事業 (一 
般 型 ・ 本 庄 佐 野地 区 ) 
県 営 土地 改良 総合 整備 

地 改 良 総 合 整備 事業 | 南 淡 町 | 阿 万 

) 淡路 福 

ケア ハウ ス 淡 路 エ ル ベ 
新築 事業 (民間 ) 

地 改 良 総合 整備 二 上 牛 生 | 吉 和 

町 道 御 陵 線 道路 改良 事 

町 道 賀 集 野田 牛 内 線 道 

地 改 良 総合 整備 三原 町 | 榎 列 

特定 環境 保全 公共 下水 

処理 施設 建設 事業 

上 幡 多 団地 建 設 事 業 | 三原 町 | 榎 列 

上 幡多 公会 堂 建設 事業 

小 榎 列 農道 3 路線 改良 

人 ム 計 税 南 淡 町 | 阿 万 

町 道 21 号 線 道路 改良 事 

町 道 榎 列 111 号 線 道 路 
改良 事業 
南 淡 ビオ ファ ー 

県 営 土地 改良 総合 整備 

無線 基地 設置 事業 
分 譲 住 宅 造 成 事業 ( 民 

南 浅 ビオ ファ ー ム 計画 | 南 淡 町 | 阿 万 
土地 開発 事業 (民間 集 
合 住宅 建設 ) 

20| 県 営 場 整備 事業 

2i | 県 営 土 地 改良 総合 整備 

22 事業 

23 

県 営 24 事業 

25 | 路 改良 事業 

ォ 骨 

27| 道 (八木 榎 列 処理 区 ) 

29 事業 



199 8 年 調査 一 覧 表 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 

遺構 ・ 遺 物 未確認 

遺構 未確認 

・ 中 世 の 遺 枯 ・ 遺 物 確認 

ト 師 問 採 集 須恵 器 ・ 

世紀 
を 確 

1 和 4 

昧 の 遺構 
9 10 世 紀 の 遺 構 面 と 

中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 確認 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 

含ま れる 

・3 号 墳 、 ・2 由 ヶ ケ 谷 古墳 1 

発見 

石 僕 27 点 採集 

准 片 ・ 須 恵 器 片 採集 土師 質 

土師 器 ・ サ ヌカ イト ・ 石 器 採 
集 

調査 期間 

H10.4.15 

エエ ざお に 

6.3| 古 代 瓦 多量 に 出 

エエ 

上 ヒロ os 

12.20 

H10.6.4 

H10.6.15 一 7.1| 遺 構 ・ 遺 物 未 確認 

HH10.6.15 
/7.15 

ー29| 9 10 世 紀 の 遺 構 確認 

H10.8.17ー27| よ り 新 し い 

HH10.10.19 一 
11.16 

H10.11.18ー24 | 遺構 ・ 遺 物 未 確認 

H10.12.9 一 24| 自 然 溝 確 認 

エー ニー エー 

エー ニー エエ 

H11.2.16ー3.8| 田 氏 居 館 

エー ニー 

ロニ so 

遺跡 若宮 |H10.5.30 一 

宮田 古墳 

名
 

跡
 
遣
 

者
 で に 

本 格 | 坂 口 | 淡路 国分 寺 

確認 中 明 うと の 口 

確認 名 話 中 田 

本 格 | 坂 口 | 淡路 国分 寺 |H11.2.17ー3.1| 推定 地 伯 

分 布 | 定 松 長泉 寺 古 墳 ・ H11.3.3ー8 | 直径 13m の 宮田 古墳 (横穴 ) 

浦 璧 

国分 

rw お に w 

広田 

上 幡多 | 確認 知人 人 人 人 mo っ Io ご | 

寺内 

鳥井 

上 幡多 本格 

広田 

上 町 

地頭 方 | 試掘 | 坂口 

神道 

で 

国分 

入 田 

生子 

中 筋 

稲田 南 | 分 布 | 坂 口 

町 名 | 所 在 地 1 所在地 2 | 内 容 | 担 

緑町 | 

原町 | 神代 

原町 | 八木 

原町 | 榎 列 

緑町 | 広田 

原町 | 八木 

原町 八木 

原町 八木 

三原 町 | 榎 列 

南 淡 町 | 阿 万 

三原 町 | 神代 

三原 町 | 神代 

原町 | 八木 

原町 八木 

南 淡 町 | 賀集 

緑町 | 広田 

南 淡 町 

地域 農業 基盤 確立 農業 | 。 
構造 改善 事業 
鉄工 所 及び 倉庫 建設 用 
地 開発 事業 (民間 ) 
原 郡 小 規模 作業 所 建 設 事業 
町 道 八 木 73 号 線 道 路 改 
良 事 業 

3 の ころ 線 道 

画 共 理事 業 ( 四 填 町 井町 | 

区 画 整 理事 業 (中 田地 

区 
地 

地 改 良 総合 整備 三原 町 | 榎 列 

県 営 土 地 改 良 総合 整備 

集約 農業 地域 再編 総合 

9 農業 地域 再編 総合 

県 営 土地 改良 総合 整備 

基盤 整備 促進 事業 (一 
般 型 ・ 本 庄 佐野 地区 ) 

給食 セン ター 建設 事業 

農業 集落 排水 (神道 地 
区 処理 施設 建設 ) 事業 | 季 り 。 | 天 
県 営 土 地 改良 総合 整 人 

町 道 八 木 73 号 線 道 路 改 

農村 型 観光 施設 整備 事 

団体 営 土地 改良 総合 整 
備 事 業 
ぶる さと 農道 緊急 整備 

町 道 稲田 南 本 線 道路 改 
良 事業 

る | 事業 名 

30 

県 党 

53| 整備 事業 

土地 区 画 整 理事 業 (中 |, 財団) 緑町 | 広 

本 二 鞭 ・ 須 吉 器 ・ 石 鐘 1 点 和 H11.3.30 



199 9 年 調査 一 覧 表 

り に よっ て 表土 な し 。 

築 状 の 整地 層 及 び 中 世 の 落 

期 の 包含 層 ・ 遺 構 面 、 中 

込み 確認 

世 の 遺 構 面 を 確認 

1.6.16ー17| 遺構 未 確認 

後期 の 包含 層 ・ 遺 構 面 、 

日 11.7.5ー6 | 遺構 未確認 

師 器 ・ 須 恵 器 採集 

採集 遺物 な し 

銭 約 1200 枚 畑 よ り 出 

土師 質 土器 ・ 須 恵 喜 採集 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 

試掘 調査 必要 

壁面 で 確認 

HH11.10.13ー14 | 遺構 未確認 

採集 遺物 な し 

生 
信 

EE 

wo の 

時 

弥 
H11.6.14~ー7.15 」 律 

11.8.24 一 25| 試掘 調査 必要 

11.8.2425| 問 題 な し 

11.8.24ー25 | 立会 調査 必要 

H11.8.24ー25| 試 掘 調査 必要 

H11.8.24ー25| 問 題 な し 

調査 期間 

H11.4.12ー16| 遺構 未確認 

111.5.14 

11.6.9 

12.2.18 

H11.8.24 一 25| 再 分 布 調査 
田 1.8.24ー25| 問 題 な し 
HI1.8.2425 | 試掘 調査 必要 

HL 10 12 1 | 居 物 未確認 。 土 玩 ら し き 貴 棒 

H11.10.18~29 | 中 世 の 人 遺構 ・ 遺 物 確認 
H11.10.20 | 遺構 ・ 遺 物 未 確認 

H11.9.6 一 10| 遺 構 未 確認 

HI12.1.21 こ 2.14 | 遺物 散布 わずか 

エニ eo 

HH11.9.9 

H12.2.18 

エエ“ に 

幡多 遺跡 野 水 
地区 

普 路 国分 尼寺 

由 ケ 谷 古 墳 

ご 同 | 淡路 国分 寺 |H12.3. 

山崎 

確認 定 松 | 田 

確認 | 坂口 | 下 中 原 

本 格 坂 口 ・ 

確認 坂口 

試掘 | 坂口 

分 布 坂口 

分 布 | 坂 

分 布 | 的 崎 

分 布 | 的 

分 布 | 的 崎 

上 幡多 | 確認 | 山崎 

下 幡多 分 布 坂口 

佐 礼 尾 | 分 布 坂 

円 行 寺 
浦 壁 

鳥井 

養 人 宜 上 | 分布 | 定 松 

浦 壁 

町 

中 人 筋 

下 幡多 | 本 格 

状 宜 上 分布 | 的 崎 

立石 

分 

八幡 中 

浦 壁 

国 

野原 

社 家 

入 田 

入 田 

野田 

生 

新庄 

南 

原町 八木 

106 々 婦 道 落 南 決 町 | 賀集 

原町 | 榎 列 

井上 地 改 太 総 合 整 生 溢 町 賀集 

原町 | 八木 

原町 | 榎 列 

原町 | 神代 

原町 八木 

原町 | 神代 

原町 榎 列 

原町 | 神代 

原町 | 榎 列 

原町 八木 

原町 | 八木 

原町 八木 

原町 | 八木 

原町 | 市 

星 地区 人 会堂 建設 二 目 | 世 上 
行 寺 好 区 公会 受 建 設 | 三 点 町 市 
滞 壁 地区 公会 党 建 設 事 | 二 
業 

名
 
跡
 
遣
 

者
 

当
 
担
 

容
 

内
 

地
 
在
 
所
 

地
 
在
 

所
 

了
 

に
 到 へ 町

 

原
 

三
 
緑町 | 山添 

緑町 山添 

南 淡 町 | 阿 万 

緑町 | 広田 

三原 町 | 神代 

立石 西 地 区 賠 場 整備 事 」 二 

薬 

ーー ミミ, 
下 幡多 地区 公会 堂 建 設 | 一 
事業 

笑 ( 

業 ( 野 一 

事 当 
・ 

和平 

地 改 良 総合 整 南 淡 町 | 賀集 

業 名 
農村 型 観光 施設 整備 事 

集 1 号線 道路 改 南 淡 町 | 賀集 

区 公会 堂 建設 事 | 二 

地 改 良 総合 整備 

体験 交流 施設 整 | 二 

営 士 地 改良 総合 整備 | 二 

賀 

事 

事 

ふる さと 農道 緊急 整備 

肛 道 幡多 山 線 道 路 改 良 
事業 

県 党 土 地 改 良 総 合 整 備 

基盤 整備 促進 事業 
原 地 区 ) 

基盤 整備 促進 
原 地区 ) 
訂 道 賀 
良 事業 

事業 
河東 二 
正吉 備 事業 
事業 

服 の 青山 洲本 店 瑠 築 | 。 ME ヨ 

鳥井 地区 公会 党 建 設 事 | ニ 

福永 地区 公会 堂 建 設 事 | 二 

業 

県 営 土地 改良 総合 整備 

業 

農村 型 観光 施設 整備 事 

9 事業 

段 地 区 公会 堂 建 設 事業 

県 営 画 場 整 備 

洋服 の 家 人 

誤 全 
事業 

上 

町 道 
改良 

41| 陸 の 港 建 設 整備 事業 |」 西 淡 町 志 知 

42| 此 党 

No 

44
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第 2 人 節 主 な 発掘 調査 の 成果 

1995) 年 度 ( 1) 平成 7 

外
 

原
 

噴
 
字
 
業
 

外
 
事
 

3
 
備
 

2
 
整
 

利
 
合
 

加
 
総
 

伊
 
良
 

町
 
改
 

淡
 
地
 

西
 
土
 

郡
 
営
 

原
 
体
 

団
 

司
 

会
 
裕
 

員
 
崎
 

委
 
山
 

育
 

・ 
教
 
貢
 

町
 
弘
 

淡
 
口
 

西
 
坂
 

体
 
者
 

主
 

、 
査
 
ブ
 

調
 
担
 

所 在 地 

事業 名 

別 __ 確認 調査 種 

平成 7 年 5 月 15 日 ー 調査 期間 

平成 7 年 6 月 2 日 

136m (34 ヶ 所 ) 調査 面積 

調査 の 位置 

調査 内 容 
本 調査 地 は 、 淡 路 島 南西 部 の 標高 約 200m あ まり の 山 に 開 ま れ た 、 複 雑 に 交錯 し あう 谷 筋 内 に 位置 し 

て いる 。 調査 は 2 x 2 m の 調査 区 34 ヶ を 設定 し 、 重機 ・ 人 力 併用 で 進め て いっ た 。 

1 . 

・7 ・23・29・30 と 吐 原 原 寺 遺跡 一 No.13・22・26) 調査 の 結果 、 大 きく 2 つの 地区 ( 吐 原 遺跡 一 No. 1 

で 遺構 また は 遺物 包含 層 を 確認 し た 。 確認 し た 遺構 は 中 世 と 考え られ る 柱 穴 や 小穴 な ど で あ る 。 出土 遺 

物 に は 、 土 師 質 土器 、 須 恵 僚 、 瓦 右 、 石 錦 な ど が あっ た 。 

まとめ 

本 調査 に より 、 大 きく 2 ヶ所 で 中 世 の 遺 構 を 確認 し た 。 出土 遺物 が 少な いこ と や 平坦 部 が 限ら れ て い 

2 . 

(坂口 ) る こと か ら 、 小 規模 な 集落 と 考え られ る 。 

No13 調査 区 全景 ( 東 よ り ) 

No22 調査 区 全景 ( 束 よ り ) 調査 区 設定 図



あと や ま _ 
2 後山 遺跡 一 1 次 調査 

所 在 地 三原 郡 西 淡 町 松 帆 西 路 字 後山 外 
事 業 名 県 営 園 場 整 備 事業 
調査 主体 _ 西 淡 町 教育 委員 会 
担当 者 定 松 佳 宣 ・ 中 島 薄 
種別 確認 調査 
調査 期間 平成 7 年 7 月 10ー14 日 

調査 面積 96mf (24 ヶ 所 ) 

1 . 調査 の 概要 

画 場 整 備 事 業 に 伴い 分 布 調査 を 行っ た 結果 、 多 く の サ ヌカ イト 片 や 未完 成 の 勾玉 を 採集 し 、 遺 跡 の 埋 

蔵 が 推定 され た 。 そ の た め 遺 跡 の 範囲 や 性 格 を 把握 すべ く 、 遺 跡 範 囲 確 認 調査 を 実施 し た 。 

調査 対象 地 は 、 淡 路 島 最 大 平野 で ある 三原 平野 北西 縁辺 部 の 丘陵 先端 と その 前 面 に 広がる 組 斜 面 か ら 

な る 。 

丘陵 先端 部 で 柱 穴 状 小 土塊 を 確認 し た 。 ま た 、 丘 陵 北 側 の 谷 筋 で 溝 状 遺 構 を 認 し た 。 

組 斜 面部 の 調査 区 で は 遺構 は 確認 され ず 、 大 日 川 の 支流 で ある 新川 の 後背 湿地 と な り 、 土 壌 る 安定 は 

し て いな か っ た 。 

2. まとめ 

立地 条件 の 良い 丘陵 先端 部 で 平安 時 代 と 思わ れる 遺構 ・ 遺 物 を 確認 し た 。 

④ 

/ |  ) 

0 2 cm 

ロロ ーーー 

勾玉 未 製品 実測 図



い か り な か の 

3 伊 加 利 仲野 遺跡 

所 在 地 三原 郡 西 淡 町 伊 加 利 仲野 字 仲 野外 

事業 名 団体 営 土 地 改 良 総合 整備 事業 

調査 主体 _ 西 淡 町 教育 委員 会 

担当 者 定 松 佳 重 ・ 中 島 薫 ・ 山 崎 裕司 

種別 確認 調査 

調査 期間 平成 7 年 8 月 1 一 4 日 

調査 面積 136m (34 ヶ 所 ) 

1 . 調査 の 概要 

上 記 の 事業 に 伴い 分 布 調査 を 実施 し た 結果 、 一 部 で 中 世 の 遺 物 と サ ヌ カ イト の 散布 を みた こと か ら 、 

事業 実施 に 先立ち 遺跡 範囲 確認 調査 を 実施 し た 。 

事業 対象 地 は 南 辺 寺山 塊 に 開け た 谷底 平野 か ら 派 生 す る 規模 の 大 きい 谷 筋 に 位置 する 。 こ の 谷底 平野 
に は 弥生 一 中 世 の 和 集落 跡 で ある 伊 加 利 沖田 遺跡 が 立地 する 。 

地 山 で ある 黄色 粘土 より 掘り 込ま れ た 遺構 を 検出 し た 。 杭 状 や わずか に 炭化 物 を 含有 する 小 土 垢 、 柱 

穴 ・ 小 土 琉 を 確認 し た 。 

2. まとめ 

津 井 川 と 東部 の 山 と の 間 に 広 が る 平坦 部 に 遺跡 を 確認 し た 。 出土 遺 物 は 少な く 、 ま た 小片 で ある た め 

確実 で は な い が 中 世 の 範 購 に 入る と 思わ れる 。 約 750m 南 に る も 中世 集落 跡 で ある 伊 加 利 沖田 遺跡 が ある 

こと か ら 、 周 辺 の 谷 筋 に は 中 世 集落 が 展開 する と 思わ れる 。 

( 定 松 ) 

遺構 完 掘 状況



三原 郡 南 淡 町 賀集 八幡 南 字 共 土 居 外 

町 営 住 宅 建設 事業 

調査 主体 _ 南 淡 町 教育 委員 会 

所 在 地 

事業 名 

山崎 裕司 ・ 坂 口 弘 真 

種別 _ 確認 調査 

担当 者 

調査 期間 ー25 日 平成 7 年 8 月 21 

平成 7 年 9 月 5 日 ・10 月 3031 日 

100m (25 ヶ 所 ) 
調査 の 位置 

調査 面積 

調査 の 概要 

調査 地 に 隣接 する 護国 寺 は 、 淡 路 島 で も 多く の 中 世 文 書 を 所 蔵 す る こと で 有名 で ある 。 ま だ た 調査 地 周 

囲 に は 、 現 存する 淡路 島 最 大 の 横穴 式 石室 を も つ 西 山北 古墳 、 佐 々  木 土居 城跡 、 城 が 丸 城跡 、 殿 土居 館 

跡 、 南 辺 寺山 頂 に 弥生 時 代 の 散布 地 で ある 西山 遺跡 な ど が 分 布 し 、 

域 と 言え る 。 

1 . 

原平 野 で も る 歴史 的 に 特に 重要 な 地 

柱 穴 等 が 確認 され た 。 そ れ ら の 上 記事 業 に 伴い 平成 5 年 度 に 分 布 調査 、 2 X 4 m の 試掘 調査 を 行い 、 

結果 に も と づき 、 進 入道 路 の 拡幅 部 分 を 含め た 計 25 ヶ 所 の 確認 調査 を 行っ た 。 

山路 川 に 近い 調査 区 24・25 は 山路 川 の 影響 を 受け た 砂 礎 層 ・ 砂 層 で 構成 され 、 調 査 区 22 と 21 の 間 に 段 

丘 が 見 られ る 。 遺構 が 確認 で きた の は 調査 区 3 

調査 区 3 

・7 ・16・17・21 で 、 南 辺 寺山 山裾 の 微 高 地 で ある 。 ・ 5 

・5 ・17 か ら は 、 平 安 時 代 か ら 中 世に か け て の 遺構 ・ 遺 物 が 確認 され た 。 調査 区 16 か ら は 弥生 

時 代 後 期 の 堅 穴 住居 跡 の 壁 溝部 分 、 調 査 区 21 か ら は 中 世 と 思わ れる 柱 穴 が 確認 され た 。 調査 区 7 か ら は 

弥生 時 代 後期 と 思わ れる 遺構 が 検出 され た 。 

まとめ 

山路 川 に 近い 調査 区 22ー25、 北 側 斜 

面 で 日 当たり の 悪い 調査 区 13 

2 . 

ー15 周 辺 

Oo ほ ば 全域 が 遺跡 範囲 で ある と 
ーー を 除い ナ 

うに 南 辺 寺山 山裾 の 微 先 に $ も 述べ た よ 

原平 野 一 帝 

5 ・ 

高地 で 、 日 当たり る 良く 

の 眺望 も すばらしい 。 調査 区 3 ・ 

調査 区 16・21 

は 本 格調 査 の A 地 区 と 重なる の で 、 遺 

17 は 本 格調 査 の D 地区 、 

跡 の 性 格 等 に つい て は そちら の 頁 に 議 

(山崎 ) り た い 。 

調査 区 位置 図



ー 1 次 調査 遺跡 

s 座
 

え
 

原町 市 新 字 円 座 外 一 原 郡 三 所 在 地 

志 知 難波 字 福 井 外 

事業 名 農業 生産 体制 強化 総合 推進 対策 事業 

調査 主体 原町 教育 委員 会 

担当 者 _ 坂口 弘 貢 ・ 中 島 薫 

種別 _ 確認 調査 

ー29 日 平成 7 年 9 月 11 

116m (29 ヶ 所 ) 

調査 期間 

調査 の 位置 
調査 面積 

調査 内 容 
本 調査 は 、 

1 . 

原平 野中 央 や や 西部 で 計画 され て いる 上 記 の 剛 場 整備 に 伴い 行っ た 。 調査 は 2 x 2 mm の 

調査 区 29 ヶ を 設定 し 、 重機 ・ 人 力 併 用 で 進め て いっ た 。 調査 範囲 内 に は 扇状 地 と 沖積 地 の 境界 付近 に 認 
る 

め ら れる 出 湧 と 呼ば れる 湧き 水 が 2 ヶ所 存在 する (No.22 東 が 円 座 出 湧 、No. 5 北 束 が 福井 出 湧 )。 
で 

調査 の 結果 、 微 高地 上 で 土塊 や 溝 、 小 火 な どの 遺構 を 確認 し た 。 そ の 内 No.28 調 査 区 で は 南東 か ら 北 

西方 向 に の びる 溝 を 1 条 確 認 し た 。 溝 は 検出 面 で 幅 約 70qm、 深 さ 約 20qm を 測る 。 遺 構内 か ら は 、 コ ン テ 

ナ 1 箱 分 の 弥生 土器 (後期 ) が 出土 し た 。 

まとめ 

本 調査 に より 、 微 高地 上 に て 弥生 時 代 後期 を 中 心 と する 遺構 を 確認 し た 。 調査 面積 が 狭小 な た め 、 遺 

い が 、 周 辺 に 残る 出 湧 (湧き 水 ) と 遺跡 立地 の 関係 が 特に 注意 され る 。 
vV 
f 跡 の 性 格 は 判断 し が ヶ ナ 

(坂口 ) 
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No28 調査 区 全景 (南西 より ) 調査 区 設定 図



ー 2 次 調査 一 遺跡 
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所 在 地 

平成 7 年 9 月 18 日 調査 期間 

平成 7 年 11 月 6 日 

平成 7 年 12 月 4 日 

平成 8 年 2 月 6 日 

1.500mr 調査 の 位置 調査 面積 

調査 の 概要 

上 記 の 事業 に 伴い 、 

た 。 そ の 成果 を も と に 関係 組織 と 協議 を 行い 、 

を 行い 記録 に よる 保存 を する こと と な っ た 。 

1・ 

分 布 調査 ・ 遺 跡 範囲 確認 調査 を 行っ た 結果 、 約 1.500m に 遺跡 の 埋蔵 が 確認 され 

事業 実施 に よっ て 遺跡 が 破壊 る れる こと か ら 、 本 格調 査 

検出 し た 遺構 は 掘 立柱 建物 、 机 列 、 土 塊 、 溝 、 不 明 土 垢 な ど で あ る 。 

掘 立柱 建物 は 大 きく 1 

皿 WV 類 (12C 後 13C 前 ) が 出土 し て いる こと か ら 12ー13 世 紀 頃 と な る 。 SB 2 

・6 に 分 か れる 。 前 者 は SD 1 を 伴い 、SD 1 より 白磁 dd 人 6 ・2・ 

・3 の 切り 合い 関係 は 、 

遺構 内 出土 遺物 で は 時 代 判 別 不可 能 で ある が 、 遺 物 包含 層 よ り 15 一 16C 前 半 の 美濃 天目 茶碗 片 や 備前 焼 

片 、 龍 泉 窯 系 青磁 無 文 枕 EE 類 が 出土 し て お り 、 土 玉 と の 立地 関係 を 考慮 する と SB 2 が 先行 する 

判明 し た 。 よ っ て 後者 の 掘 立柱 建物 群 は 15ー16 世 紀 頃 と 思わ れる 。 

こと が 

遺構 平面 図



SX1 約 4.3X4.5m 、 深 さ 10cm の 浅い くぼみ か ら 多 数 の 製塩 土器 ( 丸 底 駐 式 ) が 出土 し た 。 器 壁 
内 面 は ほとん ど が 縦 方 向 の ナ デ 調 整 で ある が 、 布 目 痕 の も の も 多く 出土 し た 。 丸 底 V 式 は 胎土 に 1 mm 前 

後 の 砂粒 を 多く 含む が 、 砂 粒 の か わり に 粉 や わら を 混入 する 場合 る あり 、 こ こ で も 教 点 粉 や わら 痕 の あ 
る 土器 片 を 確認 し て いる 。 こ れ ら の 製塩 土器 と と も に 8C 後 半 ー9C 

前 半 の 須恵 尋 杯 が 出土 し た 。 ま た 、 付 け 亡 が 炊 口 を 全 周 する タイ プ と 

思わ れる 息 形 土器 片 も 出土 し た 。 こ の 遺構 の 南側 に 隣接 し て 90X50em 

の 範囲 で 焼 土 を 確認 し た 。 

eo 土師 器 皿 が 17 枚 うつ 伏せ で 重なっ て 出土 し た 。 上 か ら 

11 枚 目 と 12 枚 目 の 間 か ら 元 豊 通 害 (1078 年 初 鋳 ) 

12 枚 目 と 13 枚 目 の 間 か ら 破 片 SX1 出土 製塩 土器 (S 三 1/4) 

13 枚 目 と 14 枚 目 の 間 か ら 祥 符 元 害 (1009 年 初 鋳 ) 

16 枚 目 と 17 枚 目 の 間 か ら 元 祐 通 (1086 年 初 鋳 ) が 出土 し 、 すべて 北 打 時代 の も の で ある 。 地 鎮 遺 

構 と 思わ れる 。 こ の 土師 器 皿 は 三原 町 安国 寺跡 出土 土師 器 皿 と の 類似 が 指摘 & さ れ て いる 。 

SK5 遺物 出土 状態 ( 東 よ り ) SK5 出 土 遺物 (古銭 S 三 1/2 安国 寺跡 出土 (S 三 1/4) 
土器 S 三 1/4) 

2. まとめ 
本 遺跡 は 平安 時 代 初期 ( 8 C 後 半 9 C 前 半 )、② 平 安 時 代 末 鎌倉 時 代 中 期 (1213C )、③ 室 町 
時 代 中 期 (15ー16C) と 3 時 期 に 活動 し て いた こと が 判明 し た 。 遺構 を 活動 時 期 別 に 観る と 、 
① SX1・2 

② SB1・2・7 SD1 涯 当 ー 
③ SB3・4・5・6 

と な る 。 
今回 の 調査 の 成果 で 注目 され る の は 多量 の 製塩 土器 ( 九 底 人 V 式 ) の 出土 で ある 。 現在 西 決 町 内 に お い 

て 九 底 V 式 が 確認 され た 遺跡 は 谷町 筋 遺 跡 ・ 雨 流 遺跡 ・ 久 田 遺 跡 、 淡 路 島内 で は 船 顕 内 遺跡 (東浦 町 ) 
・ 貴船 神社 遺跡 ( 北 淡 町 ) ・ 三 ツ 川 遺跡 ・ 里 池 遺 跡 ・ 下 内 膳 遺 跡 (洲本 市 ) ・ 岩 谷 遺 跡 ( 南 溢 町 ) で あ 
り 、 そ れ ら は 表面 採集 に よる も の や 、 少量 の 出土 量 で あっ た が 、 本 遺跡 で は 1 つの 遺構 の 中 か ら コ ン テ 
ナ 1 箱 分 の 製塩 土器 が 出土 し た 。 この 丸 底 V 式 は 焼き 塩 用 と & れ て お り 、 そ れ ら が 多量 に 出土 し た こと 
は な ん ら か の 分 業 が 行わ れ て いた の で は な いか と 推測 8 れる 。 
また 、 輸 入 青磁 も 多く 出土 し 、 三 足 香炉 や 花器 等 一 般 集落 か ら の 出土 と は 異な る 妖 種 構成 で あり 、 類 
似 す る 遺物 を 持つ 安国 寺跡 と の 関連 を 考慮 し な けれ ば な ら な い 。 

( 定 松 )



ー 2 次 調査 遺跡 

原町 市 新 字 高 田 外 一 原 郡 三 所 在 地 

志 知 難波 字 福 井上 外 

農業 生産 体制 強化 総合 推進 対策 事 業 名 事 業 

三原 町 教育 委員 会 調査 主体 

担当 者 _ 坂口 弘 貢 ・ 中 島 間 

種別 本 格調 査 

調査 期間 平成 7 年 10 月 4 日 ー 

平成 8 年 1 月 26 日 

調査 面積 約 400mr 
調査 の 位置 

調査 内 容 
本 調査 は 、 

結果 を 受け て 、 工事 に より 地下 に 掘 前 が お よぶ 排水 路 部 分 に 幅 2 mx 長き る 約 100m の 調査 区 を 2 ヶ (A 

地区 と B 地 区 ) 設定 し て 重機 ・ 人 力 併 用 で 進め て いっ た 。 

1 . 

ド まい 行っ た 。 調査 は 、 先 の 確認 調査 原平 野中 央 や や 西部 で 計画 され て いる 上 記 の 事業 に 人 

調査 に より 確認 し た 遺構 に は 、 明 確 で は な い が 、 建 物 を 構成 する と 思わ れる 柱 穴 や 土塊 、 溝 な ど が あっ 

た 。 出土 遣 物 は コン テ ナ に し て 約 8 箱 あ り 、 弥 生 土 器 、 土 師 質 土器 、 偏 平 片 丸石 稚 、 石 鱗 な ど が 出土 し 

て いる 。 

まとめ 

本 調査 に よっ て 、 本 遺 

跡 の 時 代 は 弥生 時 代 後 期 

と 中 世 の 2 時 期 で ある こ 

2. 

と が わか っ た 。 きら に 中 

ーー 世 の 遺 構 が B 地区 の 東部 

に 限定 きれ る こと や 出土 で て ドド 

遺物 の 9 割 以 上 が 弥生 時 

代 後 期 の ぉ の で 占め られ 

は 弥生
 . 

・ … 

中 心 

時 代 後 期 と 考え られ る 

ヽ る こと か ら 

GO 

ロ
 

補
 

調査 区 設定 図



A 地 区 10ー26 区 全景 (北西 より ) 

A 地 区 SX30 (北西 より ) 
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A 地 区 SD44 ( 南 よ り ) 
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B 地 区 1 10 区 全景 (南東 より ) 

B 地区 14ー16 区 全景 (南東 より ) 
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B 地 区 平面 図 

B 地 区 SD 2 (南東 より )
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8 外 か ち 遺 跡 ー 1 次 調査 一 

所 在 地 _ 三原 郡 三 原町 八木 寺内 字 前 ノ 土 井 外 

事業 名 _ 県営 集約 農業 地域 再編 総合 整備 事業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

担当 者 _ 中 島 薫 ・ 坂 口 弘 頁 

種別 _ 確認 調査 

調査 期間 平成 7 年 10 月 18ー24 日 

調査 面積 56m (14 ヶ 所 ) 

1 . 調査 の 概要 

本 調査 は 県 営 集 約 農 業 地 域 再編 総合 整備 事業 に 伴い 、 平 成 6 年 度 に 分 布 調査 を 実施 し た 結果 、 凹 基 無 

茎 式 石 鱗 を 含む 近世 以前 の 遺物 を 採集 し た た め 、 埋 蔵 文 化 財 確 認 調 査 を 行っ た 。 

調査 対象 地 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 三原 平野 の 南東 端 

に 位置 し 、 明 瞭 な 河岸 段丘 が み ら れ る 三原 川 の 右岸 段丘 上 

に あたる 。 標高 75m 前 後 の 当 地 か ら は 、 北 西方 向 に 播磨 灘 

が 望め る 。 

調査 は 追加 調査 も 併せ て 14 ヶ 所 行い 、 徴 高地 上 に 設定 し 

た No. 5 の 北西 壁面 の 遺構 か ら 土 師 皿 の 集積 を 確認 し た 。 

部 分 的 に 拡張 し た 結果 、 土 師 皿 は 3 枚 ・2 枚 ・1 枚 と 伏せ 

た 状態 で 3 つの 山 に 分 か れ 、 土 師 皿 の 聞か ら は 古銭 が バラ 

バラ に 5 枚 出土 し た 。 銭 種 は 祥 符 元 審 1 枚 ( 初 鋳 1009 年 ) ・ 

元 符 通 費 1 枚 ( 初 鋳 1098 年 )・ 永 楽 通 害 2 枚 ( 初 鋳 1408 年 )・ 

無 文 銭 1 枚 で あり 、 か な り 腐 食し て いる 。 土師 皿 は 全て 口 

径 が 11cem 余 り で 、 朱 切り 底 を 呈す る 。 この 調査 区 以外 で は 、 

No.12 か ら 近 世 の 溝 を 検出 し 、No. 5 と 同じ 田面 に 追加 し た 

No.14 で は 、 谷 状 の 落ち を 確認 し た 。 

2. まとめ 

今回 の 調査 で 、 微 高地 の 南西 部 に 位置 する No. 5 で 却 鎮 

遺構 を 確認 し た 。 出土 し た 古銭 の 中 で 、 最 新 銭 に あたる 永 

楽 通 の 初 鋳 年 が 1408 年 で ある こと か ら そ れ 以 前 に 遡る こ 

と は な く 、 大 凡 15 世 紀 中 葵 以後 の 室町 時 代 の 遺構 と 思わ れ 

る 。 懲 高地 は 今回 の 調査 対象 地 外 で ある 東方 向 に 頂部 を る も 

つた め 、No. 5 は 遺跡 の 縁辺 部 に あたり 、 そ の 中 心 は 東方 

向 に 広がっ て いる も の と 推測 する 。 

(中 高 ) 

T
0
 

10 NO 30cm 
+ | 

No 5 遺物 出土 状況



三原 郡 南 淡 町 賀集 野田 所 在 地 
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ー25 日 平成 7 年 1 月 20 調査 期間 

) 6 (1 ヶ所 調査 面積 
調査 の 位置 

調査 内 容 
本 調査 は 、 

に 伴い 実施 し た 。 調査 は 、 工 事 計 画 が 古墳 の 石室 に 直接 か か る も の で な い ヶ 

1 . 

原平 野 南 部 の 南 溢 町 賀集 野田 で 計画 され て いる 道路 改良 事業 に 付随 する 牛 の 放 牧場 拡張 

1X 6 mm の 調査 区 を 石 

調査 の 結果 、 

め ン 

室 の 開口 方 向 に 合わ せ て 事業 対象 地内 に 1 ヶ所 設定 し 、 人 力 で 進め て いっ た 。 

f 

5 cm あま 

り の 厚 さ で ほぼ 均一 で 堆積 し て いる 表土 の 下 は 、 岩盤 また は 粘土 層 と な り 、 遺構 ・ 遺 物 の 発見 は な か っ た 。 

以上 の 通り 、 事 業 対 象 地 内 に は 文化 財 が 確認 で き な か っ た が 、 地 権 者 の 許し を 得 て 、 石 室 の 実測 図 作 

成 と 写真 撮影 を 行っ た 。 測量 調査 に より 、 野 田山 古墳 は 北方 向 に 開口 する 横穴 式 石室 墳 で 、 石 室 の 規模 

が 内 法 で 最大 幅 1.7m、 長 さ 4.15m の 規模 を 測る こと が 分 か っ た 。 

まとめ 

確認 ・ 測 量 調査 や 現地 表面 の 観察 か ら 、 本 古墳 は 直径 12m 前 後 の 円 墳 が 想定 され る 。 

2 . 

(坂口 ) 

石室 全景 (北西 より ) 

野田 山 古 墳 石室 

石室 全景 (南東 より ) N 20 30M 10 

調査 区 設定 図
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調査 主体 _ 南 淡 町 教育 委員 会 

担当 者 山崎 裕司 ・ 中 島 薫 

種別 本 格調 査 

調査 期間 平成 8 年 2 月 21 日 一 

平成 8 年 9 月 18 日 

2.710mr 調査 面積 

調査 の 位置 

調査 の 概要 

調査 地 は 

1 . 

原平 野 の 南西 端 、 南 辺 寺 山 山 裾 の 微 高 地 で 、 三 
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を 行っ た 。 そ れ ら の 結果 に 基づき 、 建 物 部 分 を 中 心 に 発掘 調査 を 

行っ た 。 

平安 時 代 一 近世 にかけ て の 遺構 が ン 調査 の 結果 、 弥 生 時 代 後 期 

検出 され た 〇 

調査 地 遠 景 ( 北 か ら ) は 、A・EE・F 地 区 で 計 3 棟 の 堅 

住居 跡 を 検出 し た 。 平面 形 は すべ て 円 形 で 、 復 元 径 は SH 0 2 が 約 5m、SH03 は 約 6m の 大 き さ と 

( 弥生 時 代 後 期 の 遺構 と し て 

な る 。 SH0 1 は 住居 の 拡張 が 行わ れ て お り 、 拡 張 後 の 復元 径 が 約 7.3m 、 拡 張 前 の 復元 径 は 約 6 mm と 

な る 。 SH03 の 周囲 に は 、 住 居 内 へ の 水 の 進 和信 を 防ぐ た め に 掘ら れ た と 思わ れる 溝 が 検出 され た 。 

護国 寺 と 隣接 する D 地 区 で は 、 律 令 期 の 瓦 が 多く 出土 し て いる 。 淡路 国分 寺 出土 軒 平 瓦 25 型 式 (『 淡 

路 国 分 寺 』 

れ 

一 点 出土 し て お り 、 お よそ 10 世 紀 代 の も る の と 考え ら 原町 教育 委員 会 1993) と 同文 の も の が 

CO 

A 地 区 で は 鎌倉 時 代 の 掘 立柱 建物 が 5 棟 検出 で きた 。 最大 の 

SB0 4 は 梁 間 2 間 ・ 桁 行 3 間 の 身 舎 の 周囲 に 半 間 の 廊 が 付く 。 

SB 0 5 は これ より 一 回 り 規模 が 小さ い が 、 同 じ 様 な 構造 を る 

つ 。 C 地 区 の SB 0 2 は 鎌倉 時 代 未 か ら 室 町 時 代 頃 の 掘 立柱 建 
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2. まとめ 

弥生 時 代 後 期 後 半 頃 の 限定 され た 期間 に 小 規模 な 集落 が 営ま 

れ 、 廃 絶 し て いる こと が 特徴 的 で ある 。 眺望 の 良い 場所 に 立地 

し て お り 、 高 地 性 集落 的 な 性 格 を 持つ と 考え られ る 。 

護国 寺 は 寺 伝 で は 貞 観 年 間 (859ー877 年 ) に 創建 され た と い 

うこ と に な っ て いる が 、 こ れ ま で は 11 世 紀 後半 12 世 紀 頃 の 製 

作 と 考え られ て いる 仏像 が 寺 の 歴史 を 示す 最 古 の も の で あっ た 。 

今回 、 先 述 の 軒 平 瓦 が 出土 し た こと に より 、 寺 の 歴史 が 少な く 

と る 10 世紀 に まで 遡る こと が ほぼ 明らか に な っ た 。 

「 護 国 寺 文書 」 や 絵図 等 か ら 、 護 国 寺 は 室町 時 代 に は 多く の 。 

坊 が あり 、 栄 えて いた こと が うか が える 。C 地 区 、D 地 区 は 、 

絵図 で は 坊 が 建て られ て いた 場所 に あたり 、 石 列 は 坊 の 施設 の 

一 部 で あろ う 。 SB 0 2 や SB0 3 は これ より 時 代 的 に 遡る よ 

う で ある が 、 こ れる 坊 の 建物 の 可能 性 が 考え られ る 。 (山崎 ) 
石 列 0 1 ( 北 か ら ) 

区 

- 
『 航 

弥生 時 代 遺 構 平 面 図



10m 

剛 出 

SB01 

平安 時 代 一 近世 遺構 平面 図



ー1 次 ・2 次 調査 一 
きた さ 

11 北 佐 野 遺 跡 

原 郡 南 潤 町 阿 万 上 町 字 北 佐野 外 

事業 名 土地 改良 総合 整備 事業 

調査 主体 _ 南 淡 町 教育 委員 会 

担当 者 

所 在 地 

貢
 
弘
 

回
 
坂
 

重
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崎
 

山
 

薫
 

島
 
中
 

査
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平成 7 年 1 月 24・27 日 ・ 調査 期間 

平成 8 年 6 月 3 日 (1 次 ) 

平成 8 年 10 月 21ー24 日 (2 次 ) 

調査 面積 44m (1 次 ・11 ヶ 所 ) 

56m (2 次 ・14 ヶ 所 ) 
調査 の 位置 

調査 の 概要 

土地 改良 総合 整備 事業 施工 に 際 し て 、 平 成 6 年度 に 分 布 調査 を 行っ た 結果 、 サ ヌカ イト ・ 土 師 質 土 器 ・ 

須恵 器 ・ 陶 磁器 な ど が 採集 され た 。 こ れ を 基 に し て 埋蔵 文化 財 確 認 調 査 を 行う こと と な っ た が 、 農 作物 

の 関係 上 2 回 に 分 か れる こと に な っ た 。 

1. 

三方 を 山 調査 地 は 、 論 鶴羽 山系 か ら 阿 万 の 平野 部 へ と 蛇行 し な を が ら 南 流す る 塩屋 川 の 両 岸 に あたり 、 

で 囲ま れ た 北 か ら 南 へ の 組 斜 面 上 に 位置 する 。 

2X2m の 調査 区 を 1 次 ・2 次 あわ せ て 25 ヶ 所 調査 し た 。 塩屋 川 の 両 岸 で は 土壌 の 様相 が 大 きく 異な っ 

。 内 湾 す る 左岸 城 で は 不安 定 な 砂層 の 堆積 が み ら れ 、 生 活 に は 適し て いな か っ た よう だ が 、 安 定 

し た 黄色 系 粘 質 土 を も ゃ つ 右 岸 域 の 微 高 地 か ら は 遺構 また は 包含 層 を 確認 し た 。 し か し 微 高 地上 に 設け た 

ー (て > 

調査 区 は 、 後 世に お ける 田園 の 造成 に よっ て 削 平 を 受け て いる と ころ が 多く 、 そ の 削 平 は 遺構 面 に まで 

及 ん で いる 所 も あっ た 。 徴 高地 上 の 柱 穴 や 土塊 な どの 遺構 か ら は 、 土 師 質 の 土鍋 ・ 皿 ・ 提 鉢 、 瓦 器 、 瓦 

また 、 徴 高地 一 谷 部 に 設け た 調査 区 の 中 で 、 粘 土 採掘 

と 思わ れる 椿 円 形 を 呈す る 土 隊 や 落ち 状 の 遺構 を 検出 し た 。 

Oo る 質 土器 、 須 上 恵 棋 、 鉄 製品 な ど が 出土 し て い 

まとめ 

今回 の 調査 で 

か 包含 層 を 確認 し 

2 . 
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遺構 完 掘 状況



お お は た か た や ま ー 

12 大 畑 遺 跡 ・ 片 山 遺 跡 一 1 次 調査 - 

所 在 地 三原 郡 西 淡 町 松 帆 西 路 字 大 畑 

三原 郡 西 淡 町 松 帆 西 路 字 片山 

事業 名 県営 画 場 整 備 事 業 

調査 主体 _ 西 淡 町 教育 委員 会 

担当 者 定 松 佳 重 ・ 中 島 薫 

種別 _ 確認 調査 

調査 期間 平成 8 年 6 月 12 日 ー 

平成 8 年 7 月 27 日 

調査 面積 224m ザ (56 ヶ 所 ) 

1 . 調査 の 概要 

三原 平野 が 狭く な り 播 磨 灘 を 望む 開口 部 、 南 辺 寺山 塊 西 区 か ら 派生 する 丘陵 部 と その 前 面 に 広がる 組 

斜面 に 位置 する 。 谷 を 挟ん で 北 に は 中 世 集 落 跡 で ある 後山 遺跡 、 西 に は 三昧 ( 両 墓 制 の 埋 墓 ) の 敷地 内 

に 県 指定 重要 文化 財 で ある 貞治 三 (1364) 年 大 面 石 較 が ある 。 

【 大 畑 】 調査 区 の ほとん ど で 耕 作 土 直下 が 黄色 粘土 の 遺構 面 と な り 、 柱 穴 と 土 垢 を 確認 し た 。 遺物 包 

含 層 が な いた め 出 土 遺物 は 少な い が 、 中 世 の 範 購 に は いる 遺物 で ある 。 

【 片 山 】 舌 状 馬 地 の 上 で 遺構 を 確認 し た 。 特に 町 道 片 田 ・ 湊 線 に 近い 調査 区 で は 柱 穴 や 規模 の 大 き な 

洪 を 検出 し た 。 

2. まとめ 

大 畑地 区 で は 中 世 遺 跡 の 埋蔵 が 確認 で きた 。 北側 に 中 世 集 落 遺 跡 で ある 後山 遺跡 が 立地 する こと か ら 、 

関連 性 の ある 遺跡 と 思わ れる 。 

片山 地区 は 古墳 時 代 末期 と 平安 時 代 初 期 の 遺構 の 埋蔵 が 確認 で きた 。 遺跡 の 立地 する 台地 状 の 高まり 

は 今回 の 調査 対象 地 よ り ま だ 南 に 続い て お り 、 分 布 調査 で る 遺物 を 多く 採集 し て いる こと か ら 、 遺 跡 は 

南 に 続く と 思わ れる 。 ま た 台地 より 東側 は 常に 水 の 影 響 を 受け て お り 、 水 田 に 適し た 湿地 で あっ た よう 

で ある 。 ( 定 松 ) 

大 畑 遺 跡 遺構 完 掘 状 況 片山 遺跡 遺構 完 掘 状況
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三原 郡 三 原町 八木 

寺内 421 一 
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平成 8 年 7 月 10 日 

) 200m (50 ヶ 所 調査 面積 

調査 内 容 
本 調査 地 は 、 

1 . 

原川 中 流 か ら 上 流 に か け て 原川 中 流 右 岸 城 の 八木 寺内 に 位置 する 。 

の 地域 は 河岸 段丘 が 明瞭 に 発達 し て お り 、 調 査 地 も 河岸 段丘 が 明瞭 に 認め られ る 。 

原平 野 南 東部 

調査 は 2 X 2 mm の 調査 区 を 50 ヶ 設定 し 、 重機 ・ 人 力 併用 で 進め て いっ た 。 調査 の 結果 、 大 きく 2 つの 

地区 (No.26・31・48( 外 か ち 遺 跡 )、No. 9 ・12・22・28( 下 添 遣 跡 )) で 遺構 を 確認 し た 。 確認 し た 遺構 

に は 弥生 時 代 後期 と 中 世 の $ る の が ある 。 弥 生 時 代 後 期 の 遺構 は 、No.22・23 の 土塊 の み で 中 心 は 中 世 で 

突 (後期 ) や 中 世 の 底 部 外面 糸 切 の 土師 質 皿 や 羽 釜 、 丸 瓦 等 が ある 。 ある 。 出 土 遺物 は 弥生 

まとめ 

本 調査 に より 、 弥 生 時 代 後 期 と 中 世 の 遺 構 を 確認 し た 。 調査 面積 が 狭小 な た め 、 各 遺構 の 性 格 は 判別 

2 . 

(坂口 ) し が た い が 、 中 世 の 和 集落 跡 が 中 心 と 考え られ る 。 

No22 調査 区 全景 ( 西 よ り ) 

No26 調査 区 全景 (南西 より ) 調査 区 設定 図
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原 郡 西 淡 町 松 帆 西 路 字 大 畑 所 在 地 

事業 名 県 営 園 場 整備 事業 

調査 主体 _ 西 淡 町 教育 委員 会 

担当 者 定 松 佳 重 ・ 坂 口 弘 真 ・ 

中 島 薫 ・ 山 崎 裕 司 

種別 _ 本格 調査 

調査 期間 平成 8 年 7 月 15 日 ー 

平成 8 年 12 月 6 日 

2.350m 調査 面積 

調査 の 概要 

本 調査 対象 地 は 

1 . 

CO 

溝 は 調査 区 西南 陽 よ り 北 流し 、 調 査 区 中 央 で 東 流す る 。 

原平 野 北 西部 、 南 辺 寺山 塊 西 区 か ら 派生 し 標高 14.5m を 測る 丘 院 部 に 位置 する 

掘 立柱 建物 6 棟 、 溝 2 条 、 土 撤 を 検出 し た 。 

幅 約 1.2m、 深 さ 20 一 30cm を 測り 、SB 1 を 囲む お よう に 流れ て いる 。 SB 6 は 東西 3X2 間 の 席 付 総 柱 

建物 で ある 。S K441 は 直径 約 2.5m、 深 さ 約 58cem で 、 火 を 受け た 石 が 多数 入っ て いた が 焼 土 ・ 炭 化物 の 

混入 は な い 。S K75 は 墓 の 可能 性 が ある 。 

遺構 平面 図



2. まとめ 

大 畑 遣 跡 は 北 に 立地 する 後山 遺跡 と 同時 期 、13ー14 世 紀 と 15 世 紀 の 遺 跡 で ある こと が 判明 し た 。 遺構 

を 活動 時 期 別 に みる と 

① SB2・3・5 SK75 

② SB1・6 SD1・294 _SK441 

と な り 、 ① が 13ー14 世 紀 、② が 15 世 紀 に 活動 し て いる 。 

遺物 は 後山 遺跡 で る そう で あっ た が 、 一 般 集 落 か ら 出 土 す る よう な 輸入 青磁 の 器 種 構 成 で は な く 、 武 

家 階 級 の 居館 を 推測 させ る 。 ま た 、 生 活 雑 器 が 後山 遺跡 と 比べ る と 多く 、 焼 土 を 多く 検出 し た こと か ら 、 

私 的 性 格 が 強い 遺跡 と いえ る 。 ( 定 松 ) 

SB 6 ( 東 よ り ) 

SK441 ( 北 よ り ) 



えび すそ ぞ え . 
15 球 添 遺跡 一 2 次 調査 

所 在 地 _ 三原 郡 三原 町 八木 

寺内 392 外 字 表 添 外 

事業 名 県営 土 地 改良 総合 整備 事業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

担当 者” 坂口 弘 貢 ・ 山 崎 裕司 

種別 本 格調 査 

調査 期間 平成 8 年 10 月 7 日 

平成 8 年 11 月 29 日 

調査 面積 約 330m7 

1. 調査 内 容 

本 調査 は 上 記 の 事業 に 先立ち 、 地 下 の 遺 跡 が 破壊 され る 排水 路 部 分 の 調査 を 実施 し た 。 調査 は 先 の 確 
認 調査 を 補っ た うえ で 、 幅 約 2 m、 長 き 約 160m の 「 逆 し 字 」 型 の 調査 区 を 設定 し 、 重 機 ・ 人 力 併用 で 進 
め て いっ た 。 
調査 の 結果 、 弥 生 時 代 の 遺構 (SK1・3 ) や 中 世 の 遺 構 (SK26・37 等 )、 近 世 の 遺 構 (SD71 等 ) 

を 確認 し た 。SK 1 ・3 か ら は 細 片 下 し た 弥生 時 代 後期 の 遺物 が 出土 し て いる 。 中世 の 遺構 か ら は 土師 
質 皿 、 須 恵 器 、 瓦 器 等 が 出土 し て いる 。 土師 質 皿 は いずれ る $ 底 部 外面 が 回 転 糸 切り 技法 で ある 。 ま た 7 
ー 8 区 の 検出 作業 中 に 羽 口 状 の 遺物 に 伴っ て 鉄 津 や 炭 ・ 焼 土 が 出土 し て お り 、 周 辺 で 小 規模 な 鍛冶 的 作 
業 が 行わ れ て いた 可能 性 が 高い 。S ッ ン アン 
D71 は 埋 土 が 土 と いう まり むし ろ 直 ニニ ンカ 唐 、 マジ 多 
径 約 10qn の 礎 で 構成 され て お り 、 
周辺 の 水田 化 に 伴う 排水 的 機能 ( 暗 

楽 ) を 有 し て いた と 考え られ る 。 貴 
構内 か ら は 近世 の 土師 質 の 徐 竹 等 が 

出土 し て いる 。 

// 
S、 

2. まとめ 

本 調査 に より 、 弥 生 時 代 (後期 ) 

中 世 ・ 近 世 の 遺 構 を 確認 し た 。 出土 

遺物 量 や 遺構 数 か ら 中 世 が 中 心 の 集 

落 跡 と 考え られ る 。 

(坂口 ) 

調査 区 設定 図



SK26 遺物 出土 状況 ( 東 よ り ) 

SK26 

SK37 遺物 出土 状況 ( 北 よ り ) 

SK37 

SD71 遺物 出土 状況 (北東 より ) 

SD71 

(遺構 図 ) 0
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所 在 地 

山崎 裕司 

種別 _ 確認 調査 

担当 者 

平成 8 年 10 月 28 日 

16m (4 ヶ所 ) 

調査 期間 

調査 面積 

調査 の 位置 
調査 の 概要 

調査 地 は 洲本 川上 流 

跡 (弥生 時 代 後期 ) 

1 . 

初 尾川 左岸 の 小 規模 な 平野 部 に 立地 する 。 北 束 の 感応 寺山 山裾 に は 、 宮 の 脇 遺 ヽ 

成 福 寺原 遺跡 (弥生 ・ 奈 良 ・ 平 安 時 代 )、 成 福 寺原 東 遺 跡 (古墳 時 代 ・ 中 世 ) な ど 、 ヽ 

当 遺 跡 は 遺物 散布 地 と し て 周知 の 遺跡 で ある が 、 発 掘 調査 は 今回 が は Oo 各 時 代 に わた る 遺跡 が 見 られ る 

じ め て と な る CO 

・2 に お い が 確認 で きた 。 調査 区 1 か ら は 土師 器 ・ 須 恵 器 の 小片 が 多く 

丸 底 V 式 の 製塩 土器 $ 含 まれ る 

調査 区 4 で は 厚い 粘 質 の 堆積 填 が み ら れ 、 北 側 へ 傾斜 する 谷地 形 で あっ た と 考え られ る 。 

て 遺物 包含 層 ・ 遺 構 調査 区 1 

出土 し て お り ・4 で は 遺構 ・ 包 含 層 は 検出 され て いな い 。 。 調査 区 3 ン 

まとめ 

台地 状 の 地形 と な っ て いる 調査 区 1 周辺 か ら 南 側 の 

緑町 役場 に か け て 遺跡 が ひろ が っ て いる と 推定 され る 。 

2 . 

奈良 一 平安 時 代 前 半 頃 の 遺跡 と 考え られ る が 、 周 辺 の 

遺跡 分 布 か ら 複 合 遺跡 で ある 可能 性 も 考え られ る 。 

(山崎 ) 

調査 区 1 完 掘 状況 ( 束 か ら ) 

調査 区 2 完 掘 状況 ( 南 か ら ) 調査 区 位置 図



17 中原 遺 跡 

所 在 地 _ 三原 郡 三 原町 神代 社 家 字 上 中 原 

事業 名 農業 生産 体制 強化 総合 推進 対策 事業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

担当 者 中島 葵 ・ 山 崎 裕司 

種別 _ 確認 調査 

調査 期間 平成 8 年 10 月 28 日 一 

平成 8 年 11 月 7 ・22 日 

調査 面積 107m ザ (24 ヶ所) 

1 . 調査 の 概要 

農業 生産 体制 強化 総合 推進 対策 事業 に 伴っ て 、 平 成 7 年 度 に 分 布 調査 を 行い 、 石 鐘 ・ サ ヌカ イト 片 ・ 

土師 質 土 器 ・ 須 恵 代 ・ 陶 磁 問 を 僅か に 採集 し た 。 これ を 基 に 、 埋 蔵 文 化 財 確認 調査 を 実施 し た 。 

本 調査 地 は 論 鶴 羽山 の 北 麓 、 西 流す る 上 田川 が 北 流 する 論 鶴 羽川 と 合流 する 間 に 位 置 し 、 標 高 95 一 

101m を 測る 。 

調査 は 、 当 初 2X 2 m の 調査 区 22 ヶ 所 を 設定 し て いた が 、 

微 高 地上 の 調査 区 No.11 で 遺構 を 確認 し た た め 2 ヶ所 の 追加 

調査 を 行っ た 。No.11 か ら は 、 柱 穴 3 基 と 土 玉 1 基 を 検出 し 、 

土師 質 土 右 皿 片 が 出土 し た 。 ま た 、 同 じ 田 面 に 追加 し た 3 x 

5 m の 調査 区 人 か ら る 多く の 遺構 を 検出 し た 。 基本 層 序 は 主 

に [エーM 層 で 構成 し 、 中 で る も 遺構 面 の 上 層 に あたる 還 層 が 淡 

褐 灰色 粘 質 土 ( 四 a 層 ) と 黒褐色 粘 質 土 ( 箇 b 層 ) の 2 つ に 

細分 され る 。 調査 区 A で は 四 a 層 と 四 b 層 の 境界 に 位置 し 、 

四 a 層 の 下 に は 遺構 が 存在 する こと が 判明 し た 。 甘 a 層 は こ 

の 2 つの 調査 区 の み 確 認 で き 、 周 辺 で は 四 b 層 が 堆積 され て 

いた 調査 区 配置 図 

2. まとめ 

調査 地 に は 、 分 布 調査 で あま り 遺 物 を 採集 し て いな い 

に る か か わら ず 、No.11 と 調査 区 人 A の 四 a 層 を 包 蔵 する 

狭い 範囲 に お いて 遺跡 が 立地 し て いる こと が 今回 の 調査 

で 判っ た 。 遺跡 の 時 代 は 、 土 師 質 土 器 が 僅か に 出土 し て 

いる だ け な の で 詳し い 年 代 は 不明 だ が 、 恐 らく 中 世 頃 と 

考え られ る 。 

(中 鳥 ) 

|



ー1 次 ・2 次 調査 - 

三原 郡 三 原町 八木 島 井 字 内 御堂 田 

団体 営 土地 改良 総合 整備 事業 

所 在 地 

事業 名 

原町 教育 委員 会 

山崎 裕司 ・ 中 島 薫 

調査 主体 

担当 者 

種別 _ 確認 調査 

調査 期間 19 日 平成 8 年 11 月 11 

平成 9 年 6 月 2 一 6 日 ・1620 日 

調査 面積 228m ザ (57 ヶ所) 
調査 の 位置 

調査 の 概要 

上 記事 業 に 伴い 平成 7 年 度 に 分 布 調査 を 行い 、 

調査 対象 地 は 

北西 方 向 に 流れ る 成 相 川 に 商 っ て 緩やか な 傾斜 を も る もつ 地形 で ある 。 

1 . 

その 結果 を 受け て 確認 調査 を 行う こと に な っ た 。 

原平 野 の 東部 、 成 相川 と 河岸 段丘 に 挟ま れ た 自然 堤防 お よび 後背 地 で ある 。 南 束 か ら 

調査 区 の ほとん ど は 、 耕 土 層 の すぐ 下 が 渦 洛 原 の 砂 礎 層 と な る 。 遺 構 が 検出 され た 調査 区 18・26・28 

周辺 は 、 礎 を 含ま な い 砂 層 が 堆積 し て お り 、 成 相川 の 直接 的 な 影響 を 受け に くい 場所 で あっ た と 推定 さ 

れる 。 

調査 区 18 の 土塊 か ら は 、 律 令 期 の 者 炊 具 と 思わ れる 厚手 の 土師 質 土器 片 が 出土 し て いる 。 調査 区 28 か 

ら も $ 土 撤 状 の 遺構 が 検出 され て お り 、 調 査 区 26 で は 面 で 遺構 を 確認 し た 。 包含 層 か ら の 出土 遺物 る 少 

量 で 小片 ば か り で ある が 、 須 恵 突 ・ 土 師 器 ・ 黒 色 土 器 片 が 含ま れる 。 
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調査 区 位置 図



2 . 

出土 遺物 が 少な く 遺 跡 の 時 期 が や や 不明 瞭 で ある が 、 黒 色 土 器 片 が 含ま れる こと か ら 、 平 安 時 代 で る 

まとめ 

お そら く 中 頃 以 降 の 遺跡 と 思わ れる 。 遺跡 は 調査 区 18・26・28 を 含む 幅 70m 程 の 小さ な 範囲 に 収まる 。 

た だ し 段丘 直下 に 位置 する の で 、 よ り 条 件 の 良い 段丘 上 に 遺跡 の 中 心 が あ る 可能 性 も 大 きい 。 こ れ は 三 

大畑 遺跡 ・ 青 田 道 遺跡 ・ 南 原 遺 跡 な ど 、 対 岸 の 段丘 上 に 平安 時 代 の 遺跡 が ひろ が っ て いる こと か ら る も る 類 

推 さ れる 。 (山崎 ) 

49. 60 

- 調査 区 18 

灰色 粘 微 砂 質 土 

淡 青 灰色 粘 微 砂 質 土 

枯 色 粘 微 砂 質 土 (Fe、Mn 沈着 する ) 
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黄土 褐色 微 砂 (上 面 に 遺構 面 、 地 山 ) 

黄土 色 微 砂 ( 地 山 ) 

灰 褐色 砂 礎 土 ( 地 山 ) 
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。 調査 区 28 

耕 土 

枯 色 粘 微 砂 質 土 ( 床 土 ) 

枯 灰 褐色 微 砂 質 土 (Fe 沈着 する ) 

灰 褐 色 微 砂 質 土 (遺物 含む ) 

淡 黄 灰 褐色 懲 砂 質 土 (遺物 含む ) 

黄 灰 褐色 微 砂 質 土 (遺構 埋 士 ) 

黄 灰 色 細 砂 (上 面 に 遺構 面 、 地 山 ) ー
ー
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19 片山 遺跡 一 2 次 調査 - 

所 在 地 _ 三原 郡 西 淡 町 松 帆 西 路 字 片 山 

事業 名 県営 画 場 整備 事業 

調査 主体 _ 西 淡 町 教育 委員 会 

担当 者 定 松 佳 重 ・ 坂 口 弘 貢 ・ 

中 島 薫 ・ 山 崎 裕司 

種別 本 格調 査 

調査 期間 平成 9 年 1 月 1 日 

平成 9 年 3 月 14 日 

調査 面積 1.180 

1 . 調査 の 概要 

標高 3.0ー5.4m を 測る 組 斜 面 上 に 位置 する 。 

【A 地 区 】 

標高 4.9 一 5.4m を 測る 、 調 査 地 内 で は 最も 高い 調査 区 で 

ある 。 

掘 立柱 建物 5 棟 、 橋 列 を 検出 し た 。SB 1 ・3 は 東 流す 

る SD 1 が 数 回 に お よぶ 急激 な 水流 に よっ て 埋没 し た 後に 

建て られ て いる 。 

【B 地区 】 

掘 立柱 建物 3 棟 、 溝 2 条 確 認 し た 。 う ち SD 6 は 幅 約 10 

m、 深 さ 1m 以 上 と な り 、 埋 没後 小 規模 の 溝 が 流れ る 。 

土師 器 ・ 須 恵 器 類 が 完 形 で 出土 し 、 用途 不明 の 金銅 製品 (一 部 金 残 存 ) も 出土 し た 。 

舌 状 台 地 の 下 に 堆積 し た 遺物 包含 層 よ り 、 礁 模 令 品 と 思わ れる 須恵 器 製 品 が 出土 し た 。 最大 幅 8.6em、 

高 さ 3.9cm、 近 身 の 上 面 を 塞い だ 形 を し た 中 空 円 面 春 で ある が 、 す っ た 墨 を 溜め る 海 が まっ た く な く 、 

未 使用 品 で ある 。 

【C 地 区 】 

掘 立 柱 建 物 1 棟 確認 し た 。 こ の 地区 が 遺跡 束 端 に な る 。 

【D 地 区 】 

掘 立柱 建物 1 棟 確認 し た 。 遺存 状態 は 悪い が 柱 根 が 残存 し て お り 、 丸 木 で は な く 角 材 で ある 。 

【E 地区 】 

潮 1 条 と 柱 根 の 残る 柱 穴 を 検出 し た 。 こ の 柱 穴 は 溝 が 埋没 し て か ら の る も る の で ある 。 

ング | 、 

[ 避 理 | レア 
7 

に と \ 

内 ヽ 、 / RR ミミ 、、 5 \、 ヽ \ \ \ 
い 1 アノ ョ 内 ノン 、 

調査 区 設定 図 

2. まとめ 

本 遺跡 は 5 世紀 末期 ・7 世紀 前 期 ・7 世紀 後期 一 8 世紀 初期 ・ 中 世 の 4 時 期 に 活動 し て いた こと が 判 

明 し た 。 



5 世紀 末期 の 遺構 は 確認 で き て お ら ず 、SD 6 出土 遺物 の み で ある が 、 遺 物 出土 量 を 考え る と 周辺 に 同 

時 代 の 遺構 が 埋没 し て いる の は 確実 で ある 。 出土 遺物 を 観る と 、 約 1.5km 束 に 立地 する 雨 流 遺 跡 と 同様 

原平 野 に お ける 地形 的 立地 状況 や 掘 立柱 建物 の の 様相 を 呈し て お り 両 遺跡 は な ん ら か の 関連 が あり 、 

( 定 松 ) 一 般 集落 で は な く 公 的 性 格 を 帯び る も の と 思わ れる 。 規模 や 出土 遺物 より 、 

20M 15 10 

A 地 区 遺構 平面 図 

出土 遺物 (S 三 1/4) 

1 へ 3. A 地 区 SP85 

4ー6.B 地 区 包含 層 

B 地 区 SD6 上 層 

8…12.B 地区 SD6 中 層 

13 へ 15.B 地区 SD6 下 層 

16 へ 18.D 地 区 包含 層 

7. @ 
ノ / 

E 地区 包含 層 19. 
6 

も 

ププ ヘ _」./, 
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3) 平成 9 (19 97) 年 度 

ー 3 次 調査 一 遺跡 

ま
 

や
 

が
 

( 定 松 ) 

調査 の 位置 

況
 
状
 
出
 

検
 

潮
 

る と 思わ れ て いた が 、 幅 約 2 m の 農道 で 南限 と な る よ 

思わ れ て いた が 、 山 側 斜 面 に ある 西 路 大 池 と 片田 大 池 

、 そ れ ら が 合流 し 東 下 する の が 片山 遺跡 と 接する 部 分 で ある た め 遺 

に 

分 布 調査 で 遺物 を 多数 採取 し て いる こと か ら 、2 つの 合 筋 

の 影響 を 受け な い 調 査 対象 地 南 側 の 緩 斜 面 に 遺跡 が 埋蔵 され て いる 可能 性 が 高い 。 

て 

う 

ゝ 

く よ 

し か し 

平成 9 年 5 月 20 日 

三原 郡 西 淡 町 松 帆 西 路 字 片山 外 

県 営 還 場 整備 事業 

平成 9 年 5 月 12 日 一 

平成 9 年 7 月 23 日 

平成 9 年 10 月 14ー22 日 

調査 面積 204m (51 ヶ 所) 

調査 の 概要 

標高 0.5ー12m を 測る 東 面 す る 斜面 で あり 、 寒 所 を 嫌う レタ ス 栽 培 が 雇 ん に 行わ れ て いる 。 

まとめ 

平成 8 年 度 に 調査 を 行っ た 片山 遺跡 が 続い て い 

検出 遺構 は 溝 1 条 の み で ある 。 こ の 溝 は 平成 7 年度 に 今回 の 調査 対象 地内 で 淡路 未 活 断 層 発 掘 調査 に 

で ある 。 地形 的 に は まだ 南 に 続い て い 

伴っ て 確認 され た 溝 と 近く 、 埋 士 も よく 似 て いる こと か ら 同 一 遺構 の 可能 性 が ある 。 

遺物 は 出土 数 が 少な く 、 全 体 的 に 摩耗 し て いる 。 遺物 包含 層 か ら は 7 世紀 後半 ー 8 世紀 末期 の 須恵 器 

が 出土 する 。 ま た 、 初 殻 痕 の ある 丸 底 四 式 や MV 式 の 製塩 土器 が 確認 され た 。 

調査 主体 _ 西 淡 町 教育 委員 会 

担当 者 定 松 佳 重 ・ 中 島 薫 ・ 坂 口 弘 貢 

種別 _ 確認 調査 

調査 期間 

は 谷 筋 が 向かい 合っ た 形 を し て お り 

跡 の 立地 は 難し か っ た の で あろ う 。 

所 在 地 

事業 名 

1 . 

2 . 

う



わか みや 
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三原 郡 三原 町 榎 列 上 幡多 字 若 宮 外 

県 営 土 地 改良 総合 整備 事業 

所 在 地 

事業 名 

原町 教育 委員 会 

中 島 薫 ・ 坂 口 弘 貢 ・ 定 松 佳 重 ・ 山 崎 裕 

種別 _ 確認 調査 

調査 期間 

調査 主体 

本
 担当 者 

平成 9 年 5 月 26 日 平成 9 年 6 月 1 日 ・ 

平成 9 年 6 月 80 日 平成 9 年 7 月 29 日 ・ 

平成 9 年 8 月 20 日 

340mf (85 ヶ 所 ) 調査 面積 
調査 の 位置 

調査 の 概要 

幡多 地区 で は 、 土 地 改 良 総合 整備 事業 が 計画 ・ 実 施さ れる の に 際 し 、 平成 7 

た 結果 、 広 範囲 で 大 量 の 弥生 土器 ・ 

1 . 

・8 年度 に 分 布 調査 を 行っ 

師 質 土 右 ・ 須 恵 器 ・ 陶 磁器 な ど を 採集 し た 。 地 形 や 小字 名 な どか 

ら る 埋蔵 文化 財 が 包 蔵 され て いる 可能 性 が 非常 に 高い と 考え 、 今 回 の 確認 調査 に 至っ た 。 

原平 野 の 北東 端 、 北 西 に 流れ る 成 相 川中 流 の 左岸 域 に 位置 し 、 標 高 20 一 27m の 緩やか 

な 田園 地帯 で ある 。 

調査 対象 地 は 

2X 2 mm の 調査 区 85 ヶ 所 を 調査 し 、 基 本 的 に は 遺跡 が 形成 され る 安定 し た 土壌 と 成 相川 の 江 藻 を 受け 

た 砂 科 層 に 大 別 で きる 。 遺構 は 32 ヶ 所 の 

調査 区 で 主 に 黒褐色 粘 質 土 上 に 平安 時 代 

ーー 鎌倉 時 代 、 黄 色 粘 質 土 上 に 弥生 時 代 後 

期 一 古墳 時 代 が 確認 で きた 。 前 者 の 遺構 

は 調査 地 の ほ ば ぼ 全 域 に 広がり 、 人 後者 は 緩 

や か な 徴 高 地上 で 認め られ た 。 主 な 遺構 

は 、 弥 生 時 代 後 期末 の 住居 跡 ・ 溝 ・ 土 

玩 、 古 墳 時 代 の 柱 穴 、 平 安 時 代 の 柱 療 、 

鎌倉 時 代 の 柱 穴 ・ 土 塊 な ど で あ る 。 

遺構 や 遺物 が 顕著 で あっ た 調査 区 を あ 

げ る と 、No.12 で は 鎌倉 時 代 の 遺構 が わ 

ず か 4 の 調査 区 で 16 基 検出 し 、 土 師 質 

土 右 ・ 須 恵 稚 ・ 紀 右 ・ 紋 ・ 白 磁 ・ 鉄 深 な 

1W 

| 
遺構 面 で ある ど 多 く の 遺 物 が 出土 し た 。 

黒褐色 粘 質 土 に は 黒色 土器 や 東 阿 波 型 系 

土 礁 広口 電 な ど 弥 生 時 代 後 期 平 安 時 代 
用 ・ 

| 
下っ 

区 御中 
操 に pH っ の 遺物 が 含ま れ て いた 。No.20・66・74 る 

調査 区 配置 図 で は 弥生 時 代 後 期 ー 終 末 の 区 僚 住居 跡 を



確認 し 、No.32・40 の 包含 層 、No.64・73 の 溝 ま た は 土 琉 か ら 

は 大 量 の 弥生 時 代 後 期 一 終末 の 土器 が 出土 し 、 ほ ぼ 完 形 に 復 

元 で きる も の る ある 。 

まとめ 

今回 の 調査 で 、 幡多 地区 に 弥生 時 代 後 期 一 終 未 と 鎌倉 時 代 

の 2 時期 を 中 心 

2 

こと が 部 v 
f と し た 大 規模 な 遺跡 が 包 蔵 され て い ナ 

No12 遺構 完 掘 状況 
中 で る 弥生 時 代 の 遺構 や 包含 層 か ら は 遺物 が 大 量 o 判明 し た 
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No74 遺構 完 掘 状 況 中高) 

174 S 7…12 _ No73 1ー6 No64 出土 遺物 実測 図
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事
 

三原 町 教育 委員 会 調査 主体 

担当 者 _ 坂口 弘 貢 

確認 調査 列 種 

平成 9 年 6 月 16 日 ー 調査 期間 

平成 9 年 7 月 16 日 

220mr (55 ヶ 所 ) 
調査 の 位置 

調査 面積 

調査 内 容 
本 調査 は 

1 . 

調査 は 2 X 2 m CO る 上 記 の 事業 に 伴い 実施 し た 原平 野 東部 の 八木 寺内 地区 で 計画 され て い 

の 調査 区 44 ヶ 所 を 設定 し (11 ヶ 追加 )、 重 機 ・ 人 力 併 用 で 進め て いっ た 。 調査 の 結果 No.83 調 査 区 に 

お いて 柱 穴 状 の 遺構 を 確認 し た (④)。 柱 穴 状 の 遺構 は 直径 40aqm の 円 形 を な し 、 深 さ 36am を 測る 。 遺構 

内 か ら は 土師 質 の 土器 片 が 極少 量 出 

ン 

し て いる 。 

まとめ 

本 調査 に より 、 柱 穴 状 の 遺構 を 確認 し た も の の 、 調 査 面積 が 狭小 な た め 、 正 確 は 判別 し が た い が 、 小 

2 . 

(坂口 ) 規模 な 中 世 頃 の 集落 が 想定 され る 。 

2M 

No33 調査 区 平面 図 

No33 完 掘 状況 ( 南 よ り ) 調査 区 設定 図
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所 在 地 

中 島 薫 ・ 定 松 佳 重 

種別 本 格調 査 

担当 者 

調査 期間 平成 9 年 6 月 17ー27 日 

調査 面積 76m 
調査 の 位置 

調査 の 概要 

本 調査 は 、 事 業 に 先立っ て 行わ れ た 1ー 3 次 の 確認 調査 成果 を も と に 、 遺 跡 範 囲 内 で 掘 前 の 行わ れる 

1. 

幅 2 mX 長 さき 38m 排水 路 部 分 の 本 格調 査 を 行っ た も の で ある 。 調査 区 は 現況 の 田 画 2 筆 を 横切る 形 で 、 

で ある 。 吐 畔 を 境 に し て 東 区 と 西区 に 大 別 す る 。 

東 区 は 微 高地 上 に 位置 し 、 包 含 層 だ け で な く 遺 構 面 まで 後世 の 田 寺 の 造成 時 に 前 平 さ れ て いる た め 、 

床 土 直 下 に 地 山 で ある 安定 し た 明 黄 褐色 粘土 の 遺構 面 が 広がる 。 この 面 で 遺構 の 切り 合い が み ら れ た た 

め 、 2 時期 の 遺構 で 構成 され て いる こと が 判っ た 。 上 部 の 遺構 は 浅い 溝 が 2 条 あ り 、 土 師 質 の 土鍋 片 が 

出土 し て いる 。 下部 の 遺構 に は 柱 穴 ・ 土 撤 ・ 幅 約 3 m の 溝 状 の 遺構 が あり 、 土 師 質 土器 ・ 須 恵 器 ・ 製 塩 

土器 片 な ど が 出土 し た 。 

西区 は 、 徐 々 に 谷 部 の 湿地 層 へ と 変化 し て いく 場所 に あたり 、 遺 構 面 も 粘 質 の 強い 粘土 へ と 変化 し て 

いく 。 そ の た め に 暗 困 が 5 条 る 敷設 し て いた 。 遺構 は 1 時 期 

で あり 、 柱 穴 ・ 溝 ・ 土 塊 を 確認 し た 。 土塊 は 直径 1 2 m の 

大 き さ を し た 不定 形 な る の が 4 基 あ り 、 埋 士 の 堆積 な どか ら 

みて 粘土 採掘 了 玉 で ある 可能 性 が 高い 。 東 区 に る 同じ 様 な 土 撤 

を 西区 寄り に 1 基 検 出し て いる 。 遺物 は 土塊 か ら 土 師 質 土 器 

片 が 出土 し て いる 。 

まとめ 

今回 行っ た 調査 で 年 代 を 判別 で きる 遺物 が ほとん ど 出 土 し 

2 . 

め 、 明 確 な 時 代 を 示す の は 困難 で ある 。 東 区 に お 

いて み ら れ た 遺構 の 切り 合い に つい て も 大幅 な 時 期 差 は な い 

ご て いな い ヶ た 

と 考え る が 時 代 を 押さ えら れ な か っ た 。 確認 調査 で は 13 世 紀 

後半 ー14 世 紀 頃 の 遺物 が 出土 し て いる こと か ら 、 概 ね 同時 代 

で ある と 想定 で きる 。 
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平成 10 年 5 月 6 日 ーー ヘン 平成 9 年 8 月 25 日 調査 期間 

調査 面積 約 3 400mr に 

調査 の 位置 

調査 の 概要 

土地 改良 総合 整備 事業 実施 に 際 し て 、 埋 蔵 文 

化 財 確認 調査 を 行っ た 結果 、 広 範囲 に わた っ て 

1 . 

【e】 鎌倉 時 代 の 遺構 が 確認 され た 

この 調査 結果 か ら 判 っ た 遺跡 範囲 内 で 

弥生 時 代 後 期 一 

や 排水 路 ・ 道 路 の , 

画 場面 

イプ 管 設置 な どじ に よっ て 遣 ケッ 
跡 に 影響 が 及ぶ 場所 の み 本 格調 査 を 行 アー 
な っ た 。 

ヽ 

こと と う 

U 地 区 に 大 別して いる 。 

・N・0・S 地 区 に お いて 

調査 区 は A 一 

その 中 で F・H・ 

Oo 主 な 遺構 を 検出 し た 

【F 地区 】 

廃棄 され た と 思わ 

れる 弥生 時 代 終末 の 土器 が 大 量 に 出土 し た 

ヽ F 地区 か ら は 表土 直下 に 
に 
トー Oo 

阿波 や 讃岐 地 

方 か ら 運 ば れ て きた 土器 が 数 点 含 まれ る 

【H 地区 】 

ン の 土器 溜まり の 中 に は 石 鑑 の 他 

Oo 

調査 区 配置 図 

H 地 区 は 後世 の 削 平 を 受け て いる た め 、 表 土 

直下 に 中 世 の 遺 構 と 弥生 時 代 終 末 一 古墳 時 代 初 

頭 の 堅 穴 住居 跡 (SHO02) が 広がる 

下層 の 弥生 時 代 終末 期 

構 面 が あり 

そし て その Oo 

後期 後半 の 間 で 4 面 遺 )( 

、 結 果 6 時 期 を 数 える 。SHO2 は 中 央 

推定 規 ヽ に 浅い 土塊 を る もつ 人 歪ん だ 方 形 プ ラン で 

模 は 短 辺 3.7mX 長 辺 4.7m 主 柱 穴 は 4ー5 本 ン 
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H 地 区 SD 0 0 遺物 出土 状況 た 。 5 面目 に は 弥生 時 代 後 期 後半 の 一 辺 約 10m



を 測る 腎 穴 住居 跡 と 皿 わ れる 遺構 を 確認 し た 。 

【 丁 地区 】 

この 地区 は 徴 高地 の 頂部 に あたる た め 、 後 世 の 削 平 が 遺構 面 ま で 到達 し 、 耕 作 土 直下 に 確認 で きた 遺 

構 も か な り 削 平 を 受け て いる 。 遺構 は 直径 60 一 70am 大 の 柱 穴 が 1 間 3.8mー4.0m 間 隔 で 1X 2 間 以 上 の 

規模 で 並ぶ 大 型 建物 (SB01) で ある 。 周辺 の 柱 穴 も SB01 に 平行 し て いる こと か ら 同 時 期 に 隣接 し て 存 

在 し た 可能 性 が ある 。 遺物 は 少な い が 、12ー13 世 紀 の 瓦 器 や 土師 質 土 器 が 出土 し て いる 。 

【N 地 区 】 
N 地 区 で は 2 面 調査 を 行い 、 4 時 期 の 生活 面 を 確認 し た 。 中 世 の 建 物 跡 は 同一 面 で 検出 し 、 遺 構 埋 十 

や 遺物 か ら 13 世 紀 後 半 頃 の 建物 跡 (SB03・04) と 14 世 紀 頃 の 建物 跡 (SB01・02) が あり 、 建 て 替え が 

行わ れ た も る の と 思わ れる 。SB01 は 2 x 3 間 、SB02 は 2 X 3 間 の 南部 に 席 が 付く 建物 で ある 。 ま た SBO03 

は 1Xx 2 間 以 上 、SB04 は 2 x 3 間 の 建物 で ある 。 東端 か ら る 1X 2 間 の 底 付 建物 (SB05) を 検出 し た 

が 詳細 な 年 代 は 不明 で ある 。 

第 2 遺構 面 で は 7 世紀 初頭 の 井戸 と 溝 を 検出 し た 。 井戸 は 上 部 が 2.7m の 方 形 、 下 部 が 直径 1.3ー1.5mm 

の 椿 円 形 を 呈す る 二 段 掘り に な っ て お り 、 一 度 埋 沈 し た が 人 為 的 に 掘り 直し を 行っ て いる こと が 断面 観 

窯 か ら 確 認 で きた 。 遺物 は 須恵 器 ( 二 蓋 ・ 討 ・ 高 捧 ・ 台 ) ・ 土 師 器 ( 故 ・ 長 胴 左 ・ 棋 ) が 出土 し 、7 世 

紀 初 頭 頃 で ある 。 土師 器 の 中 に は 韓 式 土器 を 模 優し て 作ら れ た と 思わ れる 半 や 内 面 に 須恵 韻 製作 の 成形 

技法 に 使わ れる 同心 円 文 を 施し て いる 葵 も 見 られ た 。 ま た この 面 で は 、 弥 生 時 代 後 期 後半 の 堅 六 住居 跡 

周 溝 が 井戸 を 囲む 形 で 検出 し た 。6 X 7 m の 方 形 プ ラン で ある 。 

【O 地 区 】 
ここ で は 、 遺 構 面 が 4 枚 存在 する が 、 時 代 が 明確 に わか る の は 第 2 遺構 面 の み で ある 。 こ の 面 で は 、 

幅 7 m・ 深 さ 1.2m の 南北 に 流れ る 大 溝 が 確認 され 、 上 ・ 中 層 か ら 弥 生 時 代 後 期 後半 の 夫 ・ 葬 ・ 高 款 ・ 

鉢 な ど が 廃棄 され た 状態 で 大 量 に 出土 し た 。 下層 か ら は 遺物 は 出土 し な か っ た 。 

【S 地区 】 

S 地区 は 道路 の パイ プ 管 設置 に よる 調査 で あっ た た め 幅 80cmX 長 さ 112m と いう 限ら れ た 調査 範囲 で 

あっ た が 、 ま と まっ た 遺構 が 第 2 ・ 第 5 遺構 面 で み ら れ た 。 第 2 遺構 面 は 、 調 査 区 の ほぼ 全域 で 黒褐色 

系 粘 質 土 を ベー ス に し て 柱 穴 や 溝 ・ 土 塊 を 検出 し た 。 黒色 土器 な どか ら 10 世 紀 頃 と 思わ れる 。 第 5 遺構 

面 も は ほぼ 全 域 に 遺構 の 広がり を みせ 、 柱 穴 と 多く の 溝 が 横切る 形 で み ら れ た 。SD79 か ら は ほ ば 完 形 に 

復元 で きる 弥生 時 代 後 期初 頭 の 広口 夫 ・ 高 款 ・ 把 手付 装 が 廃棄 され た 状態 で 出土 し た 。 

N 地 区 第 1 遺構 面 平面 図 



【 そ の 他 の 地区 】 

A 地 区 で は 近世 の 溝 と それ 以前 の 柱 穴 、B 地区 は 中 世 の 遺 構 面 が 2 面 あ り 、 柱 穴 ・ 土 ・ 溝 を 確認 し 

た 。C 地区 で は 南部 で 18 世 紀 頃 の 鑑 蓮 弁 文 青 磁 碗 を 含む 土 了 や 柱 穴 が 、 北 部 で は 11 一 12 世 紀 の 遺 物 を 含 

む 柱 穴 や 土塊 が み ら れ た 。D 地区 は 遺構 か ら の 遺物 が 少な い が 、C 地 区 北部 に 続く 調査 区 な の で 11ー12 

世紀 と 思わ れる 。 EE 地区 で は 13 世 紀 頃 の 瓦 器 な ど を 含ん だ 柱 穴 や 土 玉 を 確認 し た 。G 地区 で は 、 中 世 の 

遺物 を 含む 柱 穴 や 近世 の 溝 が み ら れ た 。 1 地区 は 遺構 面 が 4 面 あ る が 、12 一 13 世 紀 の 面 以外 は 遺物 が 少 

な いた め 不 明 で ある 。K 地区 は 1314 世 紀 の 柱 穴 や 土塊 、L 地区 で は 2 面 の 遺構 面 を 確認 し た が 、 ほ と 

ん ど 時 期 差 が な く 12 世 紀 代 で ある 。 こ こ で は 土師 質 土 器 皿 を 集積 し た 地 鎮 遺構 や 貫 の 羽 口 が 出土 し た 。 

P 地区 は 弥生 時 代 後 期 と 古墳 時 代 の 遺構 面 を 検出 し た 。R 地区 で は 3 時 期 の 遺構 面 の 存在 を 確認 し た が 、 

平面 で 検出 で きた の は 丈 生 時 代 後 期初 頭 頃 の 遺構 面 だ け で ある 。M・Q・T・ り 地区 で は 、 包 含 層 の み 

の 確認 や 後世 に 削 平 が 行わ れ た た め 遺 構 は 確認 で き な か っ た 。 

2. まとめ 

幡多 遺跡 若宮 地区 は 、 確 認 調 査 で 考え られ て いた 区 生 時 代 後 期 ー 鎌 倉 時 代 の 遺跡 で は な く 弥 生 時 代 後 

期初 頭 一 室町 時 代 に か け て の 複合 集落 遺跡 で ある こと が 判っ た 。 ま た 流れ 込み と み ら れ る 縄文 土器 が 出 

土 し て いる こと か ら 周 辺 に 縄文 時 代 の 遺跡 が 存在 し て いる 可能 性 が ある 。 本 遺跡 で は 弥生 時 代 後 期 一 終 

末 頃 に は 南 の 方 の 微 高 地上 に 居住 し て いた が 、 古 墳 時 代 に 入る と 少し 北 へ 移動 し た と 思わ れる 。 平 安 一 

室町 時 代 に は 遺跡 全域 に 居住 し て いた と 考え られ る 。 この 地区 に は 、 契 ノ 内 ・ 殿 ノ 門 ・ 庵 ノ 土 井 ・ 城 家 

院 な ど 中 世 居 館 を 示す 小字 が 多く 残っ て いる 。 中 で も 城 家 院 は 、 郷土 誌 「 味 地 草 」 に 記さ れ て いる 細川 

氏 の 家臣 で ある 安田 氏 の 居館 で あっ た 和光 均 土居 が 変化 し た も の と 推測 され る 。 この 城 家 院 は ちょ うど N 

地区 に あたる が 、SBO01ー04 は 時 代 が 古く これ に 該当 し な か っ た 。 今後 、 周 辺 の 調査 が 行わ れ た と き に 

史実 を 立証 で きる 遺物 や 遺構 の 確認 を 期待 する 。 
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人 25 楠 谷 遺跡 

在 地 _ 三原 郡 南 淡 町 賀集 

野田 705ー1 外 字 楠 谷 外 

事業 名 町 道 賀集 野田 牛 内 線 道路 改良 事業 

調査 主体 _ 南 淡 町 教育 委員 会 

担当 者 坂口 弘 頁 ・ 山 崎 裕司 

種別 _ 確認 調査 ・ 測 量 調査 

調査 期間 平成 9 年 10 月 22 日 一 

平成 9 年 11 月 4 日 

調査 面積 42m (11 ヶ 所 ) 

1 . 調査 内 容 

本 調査 は 三原 平野 南部 の 賀集 野田 で 計画 され て いる 上 記 の 事業 に 伴い 実施 し た 。 

調査 は 道路 拡幅 部 分 に 追加 も 含め て 2 メ X 2 m の 調査 区 を 基本 に 11 ヶ 所 設定 し 重機 ・ 人 力 併 用 で 行っ た 。 

調査 の 結果 、 明 確 な 歴史 的 遺構 は 確認 で き な か っ た が 、No. 4 調査 区 の 礎 混 黄土 色 粘 質 土 (5 層 ) か ら 

有 舌 失 頭 器 が 出土 し た 。 有 舌 失 頭 器 は サ ヌ カ イト 製 で 長 さ 8.2am、 幅 2.4cm、 重 さ 15 g を 測る 。 

さら に 地権 者 の 許し を 得 て 、 調 査 地 に 隣接 する 小山 古墳 の 石室 の 実測 図 作 成 と 写真 撮影 を 行っ た 。 

測量 調査 に より 、 古 墳 は 西方 向 に 開口 する 右 片 袖 式 の 横穴 式 石室 墳 と 推定 され 、 内 法 で 幅 1.55m、 長 さ 

2.85m の 規模 を 測る こと が 分 か っ た 。 

2. まとめ 

本 調査 に より 、 こ れ ま で 三原 郡 内 の 発掘 調査 で 弥生 時 代 以 降 の 遺構 を 確認 し て きた ベー ス と 考え られ 

る 土 層 か ら 有 舌 和 失 頭 器 が 出土 し た こと は 、 三 原 郡 内 の 遺跡 立地 を 再考 させ る 下 重 な 資料 と いえ よう 。 

(坂口 ) 

No 4 調査 区 有 舌 失 頭 器 出土 状況 ( 西 よ り ) Mo 4 調査 区 出土 有 舌 失 頭 器 小山 古墳 全景 ( 東 よ り )



26 幡多 遺跡 下 内 田 ・ 野 水 地区 一 1 次 調査 

所 在 地 _ 三原 郡 三原 町 榎 列 上 幡多 字 下 内 田 ・ 野 水 

事業 名 県営 土 地 改良 総合 整備 事業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

担当 者 __ 定 松 佳 重 ・ 坂 口 弘 真 

種別 _ 確認 調査 

調査 期間 平成 9 年 10 月 27 日 ー 

平成 9 年 11 月 10 日 

調査 面積 192mf (48 ヶ 所 ) 

1 . 調査 の 概要 

本 調査 対象 地 は 淡路 島内 最大 の 平野 で ある 三原 平野 北東 辺 に 位置 し 、 北 流す る 成 相川 と 三原 川 に は さ 

まれ た 組 斜 面 に 野 水 地 区 が 、 成 相川 左岸 に 下 内 田地 区 が 立地 する 。 

周辺 の 歴史 的 環境 は 、 北 部 に 条 里 型 地 割 に 基づい た 水田 区 画 が 現在 も 踏襲 され て いる 。 ま た 、 西 に は 

「 続 日 本 紀 」 に ある 南海 道 の 駅 家 の 1 つ で ある “ 神 本 駅 ” と 推定 され る 神 本 寺 が 鎮座 する 。 

野 水 地区 は 今回 は 排水 路 部 分 の み の 調 査 で ある 。 町 道 を 挟ん だ 東側 に は 弥生 時 代 後期 中 世 の 集 落 跡 

(幡多 遺跡 若宮 地区 ) が 確認 され て いる 。 

耕作 土 直 下 が 三 原平 野 特有 の 礎 層 の 調査 区 と 遺構 面 や 遺物 包含 層 (黒褐色 土 ) の ある 調査 区 が 複雑 に 

入り 交じっ て いる 。 遺構 は 溝 ・ 土 塊 ・ 柱 穴 を 確認 し た 。 

下 内 田地 区 は 条 里 型 地 割 が 明瞭 に 残っ て お り 、 方 向 は 北 よ り 30ー40* 東 に 振れ る 。 この 方 向 の 条 里 型 

地 割 は 三原 平野 内 で は 中 世 の 地 割り と 考え られ て いる 。 

成 相 川 が すぐ 東 を 流れ て いる た め 、 調 査 区 の ほとん ど が 渦 藻 原 も る もしくは その 影響 を 受け た 土壌 堆積 で 

あっ た が 一 部 で 柱 穴 を 確認 し た 。 

2. まとめ 

野 水 地区 で は ほ ば 全域 に 遺跡 が 埋蔵 され て いる こと が 判っ た 。 弥生 時 代 後 期中 世 の 集 落 跡 で ある 若 

宮地 区 の 続き と 思わ れる 。 

下 内 田地 区 は 成 相川 池 港 原 と その 後背 湿地 で ある が 、 遺 構 を 検出 し た 黄色 系 粘土 は 中 州 状 の 徴 高 地 と 

な っ て いる 。 ま た 、 集 落 周 辺 調査 区 か ら 土 師 器 (平安 時 代 中 期 頃 ) や 高 坪 ( 布 留 式 土器 ) の 出土 か ら 、 

現在 人 家 の 審 集 地 帯 に は 古墳 時 代 一 平安 時 代 の 遺跡 が 埋蔵 され て いる 可能 性 が ある 。 

( 定 松 ) 
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27 幡多 遺 跡 

原町 榎 列 上 幡多 字 下 内 田 原 郡 三 所 在 地 
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調査 主体 

平成 9 年 11 月 11 日 調査 期間 

調査 の 位置 
調査 面積 20m (5 ヶ所 ) 

調査 の 概要 

本 調査 対象 地 は 

1 . 

原平 野 北 東部 を 北 流 する 成 相川 左岸 に 立地 する 。 

ほとん ど が 成 相川 の 江 藻 原 も る し く は 影響 を 受け た 土壌 堆積 で あっ た が 、1 ケ所 で 柱 穴 を 確認 し た 。 弥 

生 時 代 中 期 の 土器 が 出土 し た 。 

まとめ 

調査 区 の ほとん ど が 成 相川 の 江 藻 原 で ある が 、 

い 南 西 に 隣接 する 田 で 実施 し た 遺跡 範囲 確認 調査 で 確認 し た 埋没 微 高 地 の 続 き で ある 。 遺物 は 弥生 土器 

MV 様式 が 出土 し 、 賠 場 整備 事業 に 伴う 確認 調査 結果 と 一 致す る 。 

2 . 

埋没 微 高地 が あっ た 。 こ れ は 園 場 整 備 事 業 に 伴 ーー | 大 

( 定 松 ) 

柱 穴 検出 状況



原町 榎 列 小 榎 列 字 床 ノ 子 外 原 郡 三 所 在 地 

事業 名 小 榎 列 農道 3 路線 改良 事業 

調査 主体 原町 教育 委員 会 

担当 者 定 松 佳 重 ・ 坂 口 弘 黄 

種別 確認 調査 

調査 期間 平成 9 年 12 月 9 日 

調査 の 位置 調査 面積 ”~ 36m (9 ヶ所 ) 

調査 の 概要 

淡路 島内 最大 の 平野 で ある 

1 . 

原平 野 北 西 に 位置 し 、 北 流す る 大 日 川 右岸 に 立地 する 。 

水田 区 画 が 現在 も 踏襲 され て お 

り 、 本 調査 地 も この 地 割 内 に 位置 する 。 ま た 、 北 に は 雨 流 遺 跡 (弥生 時 代 前 期 ー 江 戸 時 代 ) や 志 知 川 沖 

田 南 遺跡 (弥生 時 代 後期 古墳 時 代 前 期 ) 等 の 水田 遺跡 が 立地 する 。 

ーー 周辺 の 歴史 的 環境 は 、 中 世 の 条 里 型 地 割 (N30* 到 方 向 ) に 基づい ヵ 

ほとん ど が 大 日 川 の 池 藻 原 で あり 、 遺 構 の 立地 する 土壌 で は な い 。 No. 2 で は 下層 の 濃 灰 色 粘 土 が 急 

に 落ち 込ん で いる の を 確認 し た 。 落 差 約 30amm で 上 部 は 幅 30am 以 上 平坦 で ある 。 こ れ は 北 に 立地 する 志 知 

川 沖 田 南 遺跡 で も る 確認 され て いる 大 吐 畔 の 続き と 思わ れる 。 

まとめ 

本 調査 対象 地内 は 生活 遺構 は な く 、 水 田 と 思わ れる 
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南 遺 跡 の 大 星 畔 は 東西 方 向 を 検出 し て いる が 、 本 調査 

これ は 現在 の 地 割 り に 踏襲 され で は 南北 方 向 で あり ヽ 

て いる 。 

現在 、 調 査 対 象 地 周 辺 は 人 家 が な く 、 後 背 湿 地 で あっ 

) 高橋 学 1987 ( 

生産 域 で ある 水田 が どこ まで 広がる か 今後 周辺 の 開発 

た と 微 地 形 分 類 さ れ て いる 

( 定 松 ) に は 注意 を 要する 。 
1/5,000) 調査 区 設定 図 (S
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県
 

原 郡 三 所 在 地 

事 業 名 

会
 
中
 
委
 

育
 

教
 

町
 
原
 調査 主体 

担当 者 定 松 佳 重 ・ 坂 口 弘 頁 ・ 山 崎 裕司 

種別 本 格調 査 

調査 期間 平成 10 年 1 月 12 日 ー 

平成 10 年 3 月 18 日 

oo 調査 面積 
調査 の 位置 

調査 の 概要 

本 調査 対象 地 は 淡路 島内 最大 の 平野 で ある 

野 北 束 辺 に 位置 し 、 北 流す る 成 相川 左岸 に 立地 する 。 

1 . 

三原 平 

周辺 の 歴史 的 環境 は 、 北 部 に 条 里 型 地 割 に 基づい 

た 水田 区 画 が 現在 $ 踏 胃 さ れ て いる 。 

遺跡 範囲 確認 調査 を 行っ た 結果 、 事 業 予定 地内 に 

遺跡 が 埋蔵 され て いる こと が 判明 し た 。 調査 成果 を 

盛土 と 設計 変更 に よ 

る 地下 保存 する こと と な っ た が 、 工 法 的 に 地下 保存 

が 不可 能 な 水路 部 分 の み 記 録 保 存する こと と な っ た 。 

る と に 関係 組織 と 協議 を 行い 、 

【A ト レン チ 】 

調査 区 設定 図 (S 三 1/4.000) 

南端 部 は 成 相 川 洪 水 に よる 砂 奏 層 が 基本 で ある が 、 そ の 砂 奉 層 の 上 層 に 黒 灰 色 系 シル ト が 堆積 し 、 布 

留 式 前 半 の 土器 を 多く 含む 。 そ れ ら は 形態 が 容易 に 判る ほど 大 き な 破 片 で あっ た り 完 形 に ちか く 、 川 に 

よっ て 運ば れ た の で は な く 、 沼 地 状 に な っ た と ころ に 廃棄 され た も る の と 思わ れる 。 遺物 は 小型 丸 底 二 が 

先 形 ・ 破 片 を 含め 50 点 、 高 款 も 多く 観 ら れ 、 生 活 雑 器 は 見 あたら な い 。 

幅 4m、 深 さ 約 0.7m の SD 1 か ら は 管 玉 1 点 が 出土 し 、 こ の 溝 よ り 北 に 遺構 は 展開 する 。 

SH 1 か ら は 完 形 の 様式 の 直 口 礁 が 横倒し 状態 で 出土 し た 。 SH 2 よ 腎 人 住居 が 3 棟 確認 で きた 。 

り 北 は 小 土 群 が あり 、 微 高地 は 終わ る 。 北端 部 は 後背 湿地 で 、 黒 色 シ ルト に WM 様式 の 土器 や 板 状 、 赤 

エー ムー 
ov 

A ト レン チ 遺構 平面 図



色 顔 料 が 塗ら れ た 梅 の 歯 状 の も の な ど 木 製品 や 植物 遺体 を 多く 含む 。 

【B ト レン チ 】 

わずか で ある が 微 高地 の 続き を 確認 し た 。 し か し 、 こ れ ら の 徴 高地 は 洪水 砂 礎 に 覆 わ れ て お り 、 成 相 

川 の 影響 を 強く 受け て いた よう で ある 。 

【C ト レン チ 】 

B ト レン チ と 直交 する 水路 で ある 。 ここ も B ト レン チ と 同じ 状況 で 、 わずか な 徴 高地 が 洪水 砂 礎 に 覆 

われ て いる 。 

2. まとめ 

本 調査 地 は 成 相 川 池 港 原 と その 後背 湿地 、 埋 没 微 高地 で ある こと が 判っ た 。 

調査 地 南端 部 に は 古墳 時 代 初頭 、 中 央 の 徴 高地 か ら 北 端 部 に か け て は 弥生 時 代 中 期 の 遺物 ・ 遺 構 が 埋 

沈 し て いた 。 

聖 穴 住居 は 本 調査 で 3 棟 、 す ぐ 東 隣 の 下水 道 処理 場 建設 事業 に 伴う 遺跡 範囲 確認 調査 で 1 棟 確認 し て 

いる の で 、 少 な く と る 4 棟 は 存在 する 。 微 高 地 の 範 囲 は 小さ いた め 、 規 模 の 小さ な 集落 で あろ う 。 

国分 寺 や 差 宜 館 を 代表 と する 奈良 時 代 一 中 世 の 遺 跡 は 三原 町 内 で も る 多々 確認 され て いる が 、 弥 生 ー 古 

墳 時 代 の 遺跡 、 特 に 三原 平野 を 形成 する 重要 河川 の 1 つ で ある 成 相 川 と 遺跡 の 立地 関係 は ほとんど 不 明 

で あっ た こと から 、 今回 の 発見 は 遺跡 立地 状況 を 知る 上 で 重要 な 資料 と な っ た 。 

また 、 三 原平 野 を 形成 する 三原 川 ・ 成 相川 周辺 に は まだ 未確認 の 埋没 徴 高 地 が 多く 存在 する と 思わ れ 、 

今後 周辺 の 開発 に は 十分 な 注意 を 要する 。 ( 定 松 ) 

SH1 (北東 より ) 

土器 溜 出土 状況 (北東 より ) 
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4) 平成 10(1998) 年 度 

30 淡路 国分 寺跡 一 11 炊 調査 

所 在 地 三原 郡 三原 町 八木 国分 321 一 4 字 屋 敷き と これ 森 舌 
事業 名 _ 町 道 八 木 73 号 線 道路 改良 

(排水 路 設置 ) 事業 
調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 
担当 者 坂口 弘 貢 
種別 本 格調 査 
調査 期間 。 平成 10 年 5 月 20 日 ー 

平成 10 年 6 月 3 日 
調査 面積 27m 

1 . 調査 内 容 

本 調査 は 、 三 原平 野中 央 部 の 三原 町 八木 国分 で 計画 され て いる 上 記 の 

事業 に 伴い 行っ た 。 調査 に よっ て 、 ベ ー ス 上 面 の 断面 形 が 台形 や 蒲 錠 状 

に 変化 する の を 確認 し た が 、 い ずれ る も その 上 に は 、 近 世 一 現代 の 遺物 が 

混ざる こと か ら 、 創 建 当 初 の ら の と は 考え に くい 。 

出土 遺物 は 、 コ ン テ ナ に し て 22 箱 あり 、 古 代 に 位置 付け で きる 平 ・ 刀 

瓦 が 大 半 を 占め る 。 出土 遺物 の 中 で 特に 注目 され る $ る の に 軒 丸 瓦 1 点 が 

ある ( 軒 丸 瓦 30 型 式 )。 軒 丸 瓦 は 平安 時 代 中 期 頃 の 瓦 当 部 を 中 心 と する 資料 で ある 。 比 当 全体 か ら 見 た 

残存 率 は 約 1/ ノ 5 。 花弁 は 復元 すれ ば 、12 弁 の 単 弁 で 、 周囲 が わずか に 和 窪 む 。 花弁 同 士 は お 互い に 接し 

て 凸 線 に よっ て 区 画 さ れ 、 中 房 は 一 邊 低く な る こと に よっ て 、 花 弁 と 区 別 し 、 さ ら に 内 部 を 凸 線 に よっ 

て 、 内 外 を 区 画 し 、 蓮 子 を 配置 する 。 上 瓦 当 面 の 復元 直径 は 約 16qm、 厚 る 1.9cm を 測り 、 瓦 当面 の 凹凸 は 

非常 に 少な い 。 色調 は 灰色 で 須恵 質 を な し 、 胎 土 に 直径 5 mm 以下 の 礎 の 混入 が 目立つ 。 

出土 軒 丸 瓦 30 型式 ) 

2. まとめ 

本 調査 に より 、 中 門 を は じ め と する 創建 期 の 歴史 的 遺構 は 確認 で き な か っ た が 、 古 代 に 位置 付け で き 

る 上 紀 が 多量 に 出土 し た こと は 、 周 辺 に 瓦 茸 き の 建 物 が 存在 する も の と 想定 され る 。 (坂口 ) 

軒 丸 瓦 26 型式 軒 丸 瓦 30 型式 

軒 丸 瓦 変 遷 案
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調査 地 は 

整備 事業 に 伴い 、 

1 . 

原平 野 の 北東 部 、 成 相川 左岸 の 段丘 化し た 扇状 地上 に 立地 する 。 す で に 県 営 土 地 改 良 総 合 

平成 7 年度 に 分 布 調査 、 平 成 9 一 10 年 度 に 確認 ・ 本 格調 査 が 行わ れ て お り 、 そ の 事業 

範囲 内 の 町 道 部 分 に つい て 今回 調査 を 行う こと に な っ た 。 

調査 区 は 東 区 と 西区 に 分 か れる 。 調査 の 結果 、 費 文 時 代 後 期 、 弥 生 時 代 後 期 後半 か ら 古 墳 時 代 初 頭 、 

中 世 の 遺 構 が 検出 され た 。 

【 西 区 】 

第 1 遺構 面 は 近世 、 第 2 遺構 面 は 中 世 の 遺 構 面 で ある 。S D0103 で 方 形 に 区 画 さ れ た 敷地 内 に 、3 

棟 の 掘 立柱 建物 が 検出 され た 。S D01 と 02 は 2 m 程 の 間隔 を あけ て 平行 し 、 間 部 分 は 道路 で あっ た こと 

る 考え られ る 。 建 物 群 は 柱 筋 を あわ せ て 建て られ て お り 、 同 時 期 に 存在 し た と 思わ れる 。 建 物 群 の 南北 

方 向 の 柱 筋 は 約 N15" EE、SD01・02 は 約 N10* E と 、 若 干 方 向 に 違い を 見 せる 。 良好 な 出土 遺物 に 恵 

まれ ず 遺 構 の 時 期 は 明らか で な い が 、 

19 世 紀 後 半 以 降 と 思わ れる 。 

SB02 東 側 の 土塊 か ら 高 台 の 退化 し た 瓦 器 桃 片 が 出土 し て お り 、 

5m 
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第 3 遺構 面 は 弥生 時 代 終 末期 古墳 時 代 初 頭 の 遺構 面 で ある が 、 

S K02 の み 費 文 時 代 の 遺構 で ある 。S K02 は 植物 遺体 層 な ど は 確認 

で き な か っ た が 、 底 が ひろ が る 形態 か ら 貯 蔵 穴 と 思わ れる 。 台 石 お 

よび 縄文 に 沈 線 を 施し た 土器 片 が 出土 し て お り 、 中 期末 後期 前 葵 

に 収まる で あろ う 。SH01 は 約 3.2X2.7m の 隅 丸 方 形 の 堅 僚 住居 跡 

で 、 庄 内 式 併行 期 頃 の 土器 が 数 点 出 土 し た 。S X01 は SD04 の 周囲 

を 平坦 に 削っ て つく られ た よう で 、 庄 内 式 併行 期 の 土器 が 多量 に 出 SK02 完 掘 状況 ( 南 より ) 

土 し て いる 。 焼 土 部 分 が 見 られ 、S HO01 に 比べ 土器 が 集中 し て いる こと か ら 、 住居 に 付随 する 作業 場 的 

な 場所 で あっ た こと ゃ $ る 考え られ る 。 

q 
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【 束 区 】 
第 1 遺構 面 は 近世 お よび 中 世 の 遺 構 面 で ある 。 調査 区 東側 か ら は 、 建 て 替え の 行わ れ た 2 X 2 間 の 損 
立柱 建物 2 棟 と 、1 X 2 な いし 3 間 の 掘 立柱 建物 1 棟 が 検出 され て いる 。 柱 穴 か ら 瓦 器 板 片 が 出土 し て 
お り 、13 一 14 世 紀 頃 の 遺構 と 思わ れる 。 第 2 遺構 面 か ら は 平安 時 代 と 思わ れる 柱 穴 状 の 遺構 が いく つか 
検出 され た 。 
第 3 遺構 面 は 弥生 時 代 終 末期 古墳 時 代 初頭 、 第 4 遺構 面 は 弥生 時 代 後期 後半 頃 の 遺構 面 と 思わ れる 。 

第 3 遺構 面 か ら は 3 棟 の 方 形 の 堅 穴 住居 跡 が 検出 され た 。 SH03、SH04、S D06 は 、 埋 土 が 黒色 の 同 
色 同質 の 土 で ある た め 切 り 合い が 確認 で きず 、 遺 物 も 一 部 混在 し て 取り 上 げ ざ る を 得 な か っ た 。SH03 
は 幅 約 5.6m の 堅 穴 住居 跡 で 、4 本 の 柱 穴 、 中 央 と 
南 束 壁 際 の 土塊 を 内 部 施設 と する 。 中 央 の 土 孤 は 浅 | 
く 掘り 窪 め て あり 、 火 を 受け た 痕跡 か ら 炉 跡 と 考え 
られ る 。 こ の 南西 側 に 床 面 に 据え 置い た と 思わ れる 
台 石 が 出土 し て いる 。 南東 壁際 の 土塊 は 一 部 を 柱 穴 
状 に 深く 掘り 衝 め 、 東 方 向 に 浅い 溝 が 伸び る 。S H 
03 か ら は 目 内 式 の 新しい 段階 か ら 布 留 式 前 後 頃 の 土 
器 が 多く 出土 し 、 そ の 中 に は 脚 台 付 四 式 の 製塩 土器 
が 含ま れる 。 ま た ウメ 等 の 核 の 炭化 物 が 数 個体 出土 
し て いる 。 SH04 は 南北 幅 約 4.8m の 隅 丸 方 形 の 堅 S H03・04 完 掘 状況 ( 西 よ り ) 



穴 住 居 跡 と 思わ れる 。 内 部 は 浅い 窪み が 見 られ る だ け で 、 明 確 な 柱 穴 ・ 土 等 は 確認 で き な か っ た 。S 

H03 と 比べ て SH04 は 出土 遺物 が 少な い 。 こ の 東側 の S X02 か ら は 、 庄 内 式 併行 期 の 土器 が 多く 出土 し 

て いる 。 数 カ所 の 焼 土 部 分 が 見 られ 、 火 を 受け て 割れ た 台 石 等 も 出土 し て いる た め 、 西 区 の S X01 と 同 

様 、 作 業 場 的 な 遺構 と 思わ れる 。 
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2. まとめ 

縄文 時 代 の 遺構 の 検出 は 、 郡 内 で は 谷町 筋 遺 跡 に 次 いで お そら く 2 例 目 と な る 。 

弥生 時 代 後 期 後半 古墳 時 代 初頭 の 堅 僚 住居 跡 に つい て は 、 方 形 も しく は 隅 丸 方 形 の 平面 形 を も つ $ も 

の ば か り で ある こと が 注目 され る 。 郡 内 で 当 遺 跡 以 外 で は 、 谷 町 筋 遣 跡 で 方 形 の 堅 穴 住居 跡 が 比較 的 ま 

と まっ て 検出 され て お り 、 上 庄内 式 か ら 布 留 式 併行 期 に 位置 づけ られ て いる 。 郡 内 の 他 遺 跡 の 弥生 時 代 後 

期 の 堅 穴 住居 跡 は すべ て 円 形 で あり 、 お そら く 弥 生 時 代 後 期 後半 か ら 終 末期 に か け て 堅 穴 住居 の 方 形 化 

が 進ん で いっ た る の と 思わ れる 。 ま た SH03 や 平成 9 年 度 調 査 で 検出 され た SH02 は 、 四 本 柱 で 中 央 に 

炉 と 思わ れる 浅い 土 芝 を も ち 、 島 外 で も 見 られ る 定型 化し た 方 形 堅 僚 住居 と 言え る だ ろう 。「 玉 津田 中 

遺跡 」 (兵庫 県 教育 委員 会 1996) で は 、 浅 い 中 央 焼 土 塊 の 出現 を の 丸 底 化 と 関連 ブ け て いる が 、 三 原 

郡 に お いて る も 遅れ て 進行 し つつ ある 土器 の 変化 と 対応 する よう に 、 こ の よう な 方 形 堅 穴 住 居 が 成立 する 

と 考え て お きた い 。 この 時 期 に 関し て 、 四国 系 の 土器 に 加え 、 吉 備 系 の 土器 が 散見 する こと ゃ も 付け 加え 

て お く 。 ま た SH04 や 西区 の SH01 は 、 住居 跡 内 か ら の 出土 遺物 が 少な い が 、 上 庄内 式 併行 期 で る も お そら 

く SH03 よ り 古 い 段 階 に 位置 づけ られ る 。 近辺 に 焼 土 面 を も つ 平 坦 面 が あり 、 遺 物 出土 量 も 多い た め 、 

住居 近く に 煮 炊 等 の 作業 を 行う 場所 を つく っ て いた こと る $ る 考え うる 。 

中 世 の 建 物 等 の 方 向 が 、 画 場 整 備前 の 土地 区 画 の 方 向 と 良く 一 致す る こと か ら 、 お そら く 現 在 の 土地 

区 画 の 原型 は 中 世に 遡る と 考え られ る 。 出土 遺物 が 少な い の が 残念 で ある が 、 大 規模 な 土地 開発 が 行わ 

れ た の は 19ー15 世 紀 に 収まる で あろ う 。1223 年 の 「 淡 路 国 大 田 文 」 に は 、「 八 太 村 」 は 公 領 と 記さ れ て 

いる の で 、13 世 紀 後 半 以 降 、 お そら く 非 園 化 な どの 要因 を 背景 に 開発 が 進ん だ も の と 思わ れる 。 こ れ と 

併せ て 西区 周辺 は 中 世 居 館 の 伝承 地 で あり 、 西 区 の 小字 名 は 「 敷 地 」、 西 区 北側 に は 「 城 家 院 」、「 殿 ノ 

内 」、「 威 ノ 門 」、「 庵 の 土井 」、「 伊 介 土 井 」 等 の 小字 名 が 残る 。 今回 検出 し た 建物 群 は 規模 も 小さ く 、 居 

館 の 中 心 と な る よう な 建物 で は な い が 、 平成 9 年 度 に 西区 の 北 60m 程 の 場所 で 検出 され た 建物 群 も 同じ 

よう な 方 向 を 示し て お り 、 周 辺 で 計画 的 な 開発 が 行わ れ た 可能 性 を 示唆 し て いる 。 (山崎 ) 
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種別 確認 調査 

調査 期間 ー29 日 平成 10 年 6 月 11 

220mf (55 ヶ 所 ) 調査 面積 

調査 の 位置 

調査 の 概要 

周辺 の 歴史 的 環境 は 、 本 調査 対象 地 に は 条 里 型 地 割 に 基づい た 水田 区 画 が 現在 も 踏 胃 さ れ て お り 、N 

30" 凶 方向 の それ は 12 世 紀 代 の 施行 と いわ れ て いる 。 

1. 

原平 野 に は 正方 位 の 条 里 型 地 割 も あり 、 淡 路 国 

分 寺 の 遺構 と 同一 方 向 で ある こと か ら 律 令 期 の の と いわ れ て いる 。 

遺構 は 上 幡多 集落 寄り で 黄色 系 粘土 を 遺構 面 と する 柱 穴 や 溝 を 確認 し た 。 ま た 、 西 ノ 池 の すぐ 西 の 調 

査 区 で は シル ト の 堆積 で 上 層 に 遺物 が 多く 含ま れる 。 最 下層 で は 水生 植物 遺体 が 残存 し て し 西 ノ 池 io 

東側 は 表土 直下 が 遺構 面 と な る 。 遺構 は 大 き な 溝 状 で 、 西 ノ 池 に 向かっ て いる 。 幅 1.6m 以 上 ・ 深 さ 64 

cm と な る 。 最初 に 速い 水流 に よっ て 人 砂 礎 が 堆積 し 、 半 分 の 深 さ まで 水流 に よっ て 埋まる と 溝 と し て の 機 

能 は 終わ り 、 埋 没 し た よう で ある 。 埋 士 中 すべ て の 遺物 が は ほぼ 7 C 後 半 ー 8 C 前 半 の 範 購 に 入る 

ら 、 潮 が 機能 し 始め て か ら 完 全 に 埋没 する まで の 時 間 差 は あま りな いと 思わ れる 。 

と か ーー 
に 

一 部 の 調査 区 は 坪 境 の 状況 を 知る た め 畔 を 断ち 切る 形 に 1 X 4 m の トレ ンチ を 設定 し 、 幅 1m・ 高 さ 

よる 農作物 の 搬出 ーー 

うま みち 

6 cm の 高まり を 確認 し た 。 こ の 畔 は 現在 は 細い が 、 近 年 まで “ 馬 道 "と 呼ば れ て 馬 ! 

に 使用 され た 。 微 高 地 を 外れ た 北西 部 の 調査 区 で は 湿地 状 を 呈す る 土壌 堆積 で ある 。 表土 下 約 1.2m で 

水流 の 影響 を 受け た 砂層 に な る が 、 こ の 砂層 と 上 層 の 墨色 シル ト の 境 付 近 に は 流木 が 多く 、 

(32 メ 19.5am の 檜 円 形 ) が 弥生 時 代 中 期 の 土器 と と る に 出土 し た 。 

木製 容器 

1/4.000) (の 条 里 型 地 割 と 遺構 の 分 布



2. まとめ 

全体 的 に は 成 相 川 の 池 江 に よる 砂 礎 層 と 条 濡 型 地 割 施行 以前 と 思わ れる 旧 耕 作 土 、 そ の 混合 の 土壌 堆 

積 で あっ た 。 し か し 、 成 相川 か ら は 200m ほ ど 離 れ て いた た めか 影響 を 受け つつ $ も 水田 化 は 早かっ た よ 

う で ある 。 西 ノ 池 の 北西 に は 池 に よる 湿地 帯 が 形成 され 、 西 ノ 池 と 下 幡 多 池 の 狭い 聞 を ぬけ て 北西 方 向 

に 遺構 の 立地 する 土壌 が 舌 状 に 延び る 。 遺構 は 主 に 7C 末 ー8C 初 頭頂 の も の で ある が 、 弥 生 時 代 中 期 

の 遺物 る 出土 し て お り 、 上 幡多 集落 の 周辺 に 幡多 遺跡 下 内 田地 区 と は 別 の 弥生 時 代 中 期 の 遺跡 が 埋蔵 き 

れ て いる 可能 性 が ある 。 

本 調査 対象 地 に は 現在 も N30" E 方 向 の 条 里 型 地 割 が 明瞭 に 残っ て お り 、 地 籍 図 と の 比較 で 1 町 が 

100ー110m で ある こと が 判っ た 。 ほ と ん ど が 長 地 型 と 半 折 型 で あり 、 長 地 型 の 場合 田 7 筆 で 1 町 と な っ 

て いる 。 坪 境 と 思わ れる 畔 を 断ち 割っ た 結果 、 わ ず か な が ら の 高まり が あり 、 幅 も あっ た こと が 判っ た 。 

また 、 坪 境 と 思わ れる 他 の 畔 は コン クリ ー ト 吐 畔 の た め 調 査 区 設定 は し な か っ た が 、 や や 大 きめ の 水路 

が 走っ て お り 地 籍 図 の 坪 境 を ほぼ 踏襲 し て いる 。 

この N30* EE の 地 割 り は 12 世 紀 代 の も る もの と いわ れ て いる (「 雨 流 遺 跡 」 兵庫 県 教育 委員 会 1990) 

が 、 今 回 の 確認 調査 で は 12 世 紀 代 の 明確 な 遺物 は 確認 で き な か っ た 。 

10C 前 半 以 降 の 水田 は 現存 条 里 型 地 割 と まっ た く 同 一 の 形態 を 呈す る と いわ れ て いる 。 下層 に は 7 C 

末 ー8 CC 初頭 の 遺物 が 出土 する 黒色 系 粘 質 土 の 旧 耕 作 土 と 思わ れる 土壌 堆積 が あり 、 ま た 、 大 吐 畔 は 検 

出し た が 条 里 型 地 割 に 基づく 小 軒 畔 は 確認 で き な か っ た こと か ら 、 律令 期 の 水田 が 成 相 川 の 池 藻 を 受け 

て 現存 条 里 型 地 割 に な っ た と 推測 され る 。 

本 地区 名 の 時 は 「 味 地 章 」 に “ 行 常 寺 廃 寺 上 八 太 村 の 西南 隅 、 自 泌 島 に 近 き 貢 号 " と 

あり 、 “ 行 常 寺 " が 転化 し て “ 行 堂 地 ” に な っ た と 思わ れる 。 し か し 、 字 行 堂 地内 で は 寺院 遺構 は お ろ 

か 瓦 す ら 出 土 し な か っ た 。 

町 道 を 挟ん で 北 束 に 立地 する 幡多 遺跡 下 内 田地 区 で は 成 相 川 の 池 藻 原 で あっ た が 、 わ ず か な 彼 高 地 に 

弥生 時 代 中 期 の 小 規模 な 集落 が 営ま れ て お り 、 本 遺跡 も 同様 に 成 相 川 の 影響 を 受け つつ る $ も 微 高 地 で 生活 

を 営ん で いた 。 西 に は 同じ よう な 組 斜 面 が 広がり 、 分布 調査 で も 多量 の 遺物 を 採集 し て いる こと か ら 、 

遺跡 の 立地 する 小 規模 な 埋没 微 高 地 が 点 在 する と 思わ れる 。 

( 定 松 ) 

出土 遺物 (S 三 1/4) 

1. No 22 遺構 内 トト 

2. No39 木製 容器 | 

きこ 
kN) 

木製 容器 実測 図



33 う と の 口 遺 跡 ー 1 次 調査 一 

所 在 地 三原 郡 三 原町 八木 鳥井 字 程 原 外 

事業 名 集約 農業 地域 再編 総合 整備 事業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

担当 者 _ 中 島 薫 ・ 定 松 佳 重 

種別 確認 調査 

調査 期間 平成 10 年 6 月 15ー29 日 ・ 

平成 10 年 7 月 15 日 

調査 面積 144m (36 ヶ 所 ) 

1. 調査 の 概要 

八木 鳥井 地区 で 計画 ・ 実 施さ れ て いる 集約 農業 地域 再編 総合 整備 事業 に お いて 、 平 成 8・9 年 度 に 引 

き 続 き 確認 調査 を 行っ た も の で ある 。 

調査 地 は 三原 平野 中 央 部 束 寄 り に 位置 し 、 標 高 約 434-50m の 北西 に 向かっ て 緩やか に 傾斜 する 田園 地 

淀 で ある 。 平成 8・9 年 度 に 行っ た 確認 調査 で は 約 450m 南 束 で 平安 時 代 の 遺構 を 確認 し て いる 内 御堂 

田 遺 跡 や 成 相川 を 挟ん だ 対岸 に は 平安 時 代 の 遺物 散布 地 が 審 集 し て いる 。 ま た 、 約 500m 西 に は 淡路 国 

分 寺 が 鎮座 する 。 

2X 2mm の 調査 区 を 27 ヶ 所 設定 し た が 、 明 確 な 遺跡 範囲 を 捉え る た め に 追加 調査 行っ た た め 、 最 終 的 

に 36 ヶ 所 と な っ た 。 遺構 や 包含 層 は 調査 地 の 北 部 に ある No. 1 ・31・33ー36 で 確認 し 、 遺 構 は 地 山 で あ 

る 黄色 系 粘土 一 礎 混 黄 土 褐色 系 粘 質 土 に 掘り 込ま れ て いる 。 後世 の 削 平 を 受け て いる た め 、 耕 作 土 直下 

に 遺構 を 検出 する 調査 区 も あっ た 。 主 な 遺構 は 土塊 と 柱 穴 で 、9 10 世紀 頃 の 黒色 土器 や 土師 質 高 台 皿 

な ど が 出土 し た 。 

2. まとめ 

今回 行っ た 調査 の 結果 、 調 査 区 836 ヶ所 

中 6 ヶ所 で 遺構 か 包含 層 を 確認 し 、9 一 

10 世 紀 頃 に この 周辺 で 集落 が 営ま れ て い 

た こと が 判明 し た 。 調査 対象 地内 で の 遺 

跡 範囲 は 田園 3 筆 、 約 1700 補 ほど に あ た 

る と 考え られ る が 、 今 回 対象 地 外 で あっ 

た 東 に $ 広 が っ て いる 可能 性 が 高い 。 

(中 島 ) 

調査 区 配置 図 



34 う と の 口 遺 跡 ー 2 次 調査 一 

所 在 地 _ 三原 郡 三原 町 八木 鳥井 字 程 原 

事業 名 集約 農業 地域 再編 総合 整備 事業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

担当 者 _ 中島 薫 ・ 定 松 佳 重 

種別 本格 調査 

調査 期間 平成 10 年 8 月 17ー27 日 ペー 
調査 面積 192mr 少 ペ トム 

調査 の 位置 

1 . 調査 の 概要 
事業 施工 に 際 し て 埋蔵 文化 財 確 認 調査 を 行っ た 結果 、 狭 い 範 囲 で は ある が 遺構 を 確認 し た た め 、 遺 跡 

内 で 掘 前 が 行わ れる 幅 2.7m X 長 さ 71m の 排水 路 部 分 を 本 格調 査 す る こと と な っ た 。 確認 調査 で は 平安 

時 代 の 遺構 面 の み と 思 われ て いた た め 、 地 山 で ある 暗 オ リー ブ 宰 色 粘 粗 砂 質 土 で 遺構 検出 を 行っ た が 、 

上 面 か ら 中 世 の 遺 構 が 掘 込 まれ て いる こと が 判っ た 。 

平安 時 代 の 遺構 は 2 一 11 区 で 柱 穴 と 土 を 検出 し た 。 今回 の 調査 で は 遺物 が 土師 質 土 器 し か 出土 し て 

いな いた め 明 確 な 時 代 は 不明 で ある が 、 確 認 調 査 で は 9 一 10 世 紀 の 遺 物 が 出土 し て いる た め 、 同 時 代 と 

考え る 。 

中 世 の 遺 構 は 7 10 区 で 溝 状 の 遺構 と 6 基 の 土壌 墓 が あり 、 土 壊 募 は いずれ も $ 床 面 が は ほほ は 平坦 で 璧 は 

垂直 に 近い 形 を 呈す る 。 大 き さ は 長き 約 1.4 一 1.8m 、 幅 約 0.7ー1.2m、 深 さ 約 0.5ー-0.8m で ある 。 土 才 墓 

か ら は 埋葬 品 と 呼べ る る の は な く 、 埋 土 中 に 瓦 器 ・ 土 師 質 土 器 ・ 黒 色 土 器 片 が 含ま れ て いた 。 浅い 溝 状 

遺構 か ら は 瓦 質 の 三 足 鍋 脚 部 が 出土 し て いる 。 こ の 中 世 の 遺 構 は 14 世 紀 よ り 新 し いと 思わ れる 。 

2. まとめ 

以上 の こと か ら 、 今回 の 調査 で 遺構 面 が 2 面 存 

在 し て いた こと が 判っ た 。 調査 地 は 平安 時 代 に は 

居住 区 域 で あっ た る の の 、 中 世 以 降 に は 共同 埋 葬 

墓地 で ある 墓 域 へ と 変化 し た も の と 思わ れる 。 今 

後 は 周辺 に お いて 中 世 集落 の 存在 が 確認 され る こ 

と を 期待 する 。 

(中 鳥 ) 
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調査 区 設定 図 (S 三 1/4.000) 
【A 地 区 】 

調査 区 内 の 東部 と 西部 で は 遺構 面 の 土質 が 異な り 、 東 部 で は 黄色 系 粘土 、 西 部 は 黒褐色 系 粘 質 土 と な 

遺構 は 土壌 の 違い に よっ て 異な る 性 質 の 立地 を し て いる 。 東 部 の 黄色 系 粘土 で は 楓 列 や 小 土塊 な ど 、 Oo る 

桶 列 は 5 列 検出 し 、 そ の うち 3 列 は 約 55cm の 間隔 で 並ん 

方 向 を 向き 、 遺 物 は 奈良 時 代 後半 の 須恵 器 ・ 土 師 器 を 含む 。 

Oo 西部 の 黒褐色 系 粘 質 土 で は 畑 の 献 を 検出 し た 

替 は 現在 の 田 の 区 画 と 同一 る 。 

【D 地区 】 

で い 

弥生 時 代 中 期 の 遺物 を 含む 土塊 を 検出 し た 。 ヽ 掘 立柱 建物 3 棟 

【H 地 区 】 

一 部 で あっ た こと を 示す 黒色 シル ト が 堆積 し 、 そ の 中 より 弥生 時 代 中 期 の 土器 が 大 量 

に 廃棄 され た 状態 で 出土 し た 。 口径 約 40cm、 復 原 高 約 80cm、 口 縁 か ら 頸 部 に か け て 幅 ・ 厚 る 1 em の 大 き 

か つて 西 ノ 池 の 

な 凸 帯 を 持つ 大 型 二 が 多い 。 生活 雑 器 は 見 あたら な い 。 ま た 、 サ ヌカ イト の 大 きい 刑 片 が 総量 310.3 g 

溝 状 遺 構 よ り 出土 し た 。 溝 か ら は 奈良 時 代 前 半 の 須恵 器 る 出土 し 、 弥 生 時 代 中 期 の 間 だ け で 埋没 し て し 

まっ た E 到 地区 と は 異な る 。



【K 地区 】 

遺構 は 弥生 時 代 中 期 の 堅 僚 住居 跡 、 土 玉 、 欄 列 、 

急激 な 水流 に よっ て で きた 溝 な ど が ある 。 

堅 穴 住 居 跡 は 2 棟 確認 で き 、2 棟 と も 削 平 の た 

め 周 壁 は 残っ て お ら ず 、 建 て 替え が 行わ れ て いる 

が 切り 合い は 不明 で ある 。 SH 1 周辺 の 遺構 面 よ 

り サ ヌカ イト の チッ プ が 多く 出土 する 。 

長径 1.5m 短 径 0.9m の 椿 円 形 の S K70 よ り 大 阪 

浴 型 銅 区 が 破片 で 出土 し た 。 この 土 垢 は 埋 士 が 2 

つ に 分 層 で き 、 上 層 は 粗 砂 質 土 、 下 層 は シル ト 質 K 地 区 SK70 遺物 出土 状況 (北西 より ) 

土 で この 2 層 の 境 付近 より 散ら ば っ て 出土 し た 。 破片 点数 は 約 20 点 を 数 える 。 大阪 湾 型 銅 区 は 文様 より 

最低 2 個体 あり 、1 個体 は 全体 に きゃ し ゃ で 薄い 造り で ある c 類 、 る う 1 個体 は 、 本 来 軸 の 両側 を 一 段 

低く し 複合 鮨 歯 紋 を 施す と ころ を 凸 状 の 高まり で る っ て 段 を 省略 し て いる と いう 、 今 まで に は 観 ら れ な 

い 文 様 の 造り を し て いる 。 

【L 地区 】 

西 ノ 池 に 向かっ て いる 幅 約 3 m の 溝 7 を 検出 し た 。 こ の 溝 か ら は 奈良 時 代 前 半 の 須恵 器 ・ 土 師 器 が 出 

土 し 、 須 恵 器 蓋 を 転用 し た 太 2 点 と 須恵 器 蓋 の 扇 平 な 宝珠 部 分 に 「 家 」 と 書か れ た 墨書 土器 が 見 つか っ 

た 。 

2. まとめ 

本 遺跡 は 弥生 時 代 中 期 、 奈 良 時 代 の 遺跡 で ある こと が 判っ た 。 西 ノ 池 を 中 心 に 弥生 時 代 中 期 は 池 の 側 

に 、 奈 良 時 代 は 池 よ りや や 離れ た 集落 より の と ころ の 徴 高 地上 に 立地 する 。 

本 遺跡 が 弥生 時 代 中 期 の 拠点 集落 で あっ た こと は 、 大 阪 湾 型 銅 欧 の 出土 か らい える 。 ま た 、 了 H 地 区 出 

土 の よ うな 大 型 の 加 飾 が 激しい 土器 は 淡路 島 島内 で は 出土 し て お ら ず 、 一 般 集 落 か ら の 出土 と は 考え に 

くい 。 

大 阪 善 型 銅 区 は 下層 (様式 一 3 後 4 前) と 上 層 (MV 様 式 一 4 ) に は さま れ て 出土 し 、 神 戸 市 保 入 

良 神社 な どの c 類 出現 時 期 に 有力 な 資料 と な っ た 。 ま た 、 大 阪 湾 型 銅 区 は 従来 3 分 類 さ きれ て いた が 未知 

の タイ プ の 文様 が 確認 され 、4 つ 目 の 分 類 「d 類 」 が ある こと が 判っ た 。 本来 樋 部 分 は 側 刃 よ り 一 段 低 

く な る が 、d 類 は 段 が な くわ ず か な 凸 線 で 表現 し て お り 、c 類 より さら に 省略 化 が 進ん で いる 。 

青銅 祭 器 は 銅 氏 の 埋 納 例 が 代表 する よう に 丁寧 か つ 重 要 な 扱い を 受け て きた 。 し か し 、 本 遺跡 で は 破 

片 で 出土 し て いる 。 本 品 は 鋳造 時 に 生じ る は み 出 し (バリ ) が どこ に る も $ 見 当たら な いこ と か ら 成 品 と し 

て の 処理 を 受け て いる こと が 判る 。 よっ て 鋳造 が 原因 で 破片 に な っ た わけ で は な い 。 破片 で ある こと が 

故意 か 過失 か 現 段 階 で は 判ら な い が 、 ど ちら に し て る 青銅 祭 器 ・ 青 銅 祭 祀 の 終わ り 方 、 集 団 祭 祀 の 変化 

な ど 様 々 な 問題 を 投げ か ける 重要 な 資料 で ある と いえ る 。 

奈良 時 代 の 遺物 が まとまっ て 出土 し た の は L 地 区 SD 7 で ある 。 奈良 時 代 前 半 の 遺物 の 中 に 須恵 器 蓋 

の 転用 太 や 「 家 」 の 墨書 土器 が ある こと 、 幡 多 地 区 は 新羅 系 渡来 人 秦 氏 が いた と 言わ れ て いる こと 、 幡 

多 郷 の 設置 な どか ら 周 辺 に 官 衛 的 性 格 を 持つ 遺構 が 埋没 し て いる 可能 性 が 非常 に 高い 。 

( 定 松 )



/8) ( H 地 区 出土 遺物 HH 地区 弥生 土器 出土 状況 ( 北 よ り ) 

1/4) 

J 地 区 包含 層 

O 地 区 包含 層 

L 地 区 SD7 

4・5.L 地 区 SD7 

出土 遺物 (S 

1. 

2 . 

転用 倍 3 . 

K 地区 遺構 平面 図 

d 類 2. 1・3・4. c 類 K 地 区 SK70 出 土 大 阪 湾 型 銅 菊 (S 三 1/4)



な か 

36 中 田 遺 

い
ま
 1 外字 中 田 外 

土地 区 画 整 理事 業 (中 田地 区 ) 

調査 主体 _ 緑町 教育 委員 会 

担当 者 坂口 弘 頁 ・ 山 崎 裕司 

種別 _ 確認 調査 

調査 期間 

三原 郡 緑町 広田 広田 840 所 在 地 

事業 名 

平成 10 年 10 月 19 日 ー 

平成 10 年 11 月 16 日 

204m (31 ヶ 所 ) 
調査 の 位置 

調査 面積 

調査 内 容 
本 調査 は 

2X 2m の 調査 区 を 26 ヶ 設定 し 、 重機 ・ 人 力 併用 で 進め て いき 、 遺 構 を 確認 し た 調査 区 の 拡張 や 周辺 部 

の 調査 区 追加 を 行っ て いっ た 。 確認 し た 遺構 に は 、 柱 穴 状 の 遺構 や 溝 状 の 遺構 な ど が あっ た 。 拡張 前 は 

柱 穴 状 の 遺構 は 建物 を 構成 する る の と 考え られ た が 、 拡 張 し た 調査 区 内 で は 、 明 確 に 建物 と し て 復元 す 

る こと は で き な か っ た 。 出土 遺物 に は 、 土 師 質 土器 や 瓦 器 な ど が あり 、 時 期 的 に は 中 世 が 想定 され る 。 

1. 

調査 は 当初 CO る 区 画 整 理事 業 に 伴い 実施 し た 緑町 広田 の 初 尾川 中 流 左岸 域 で 計画 され て い ヽ 

まとめ 

本 調査 に より 、 中 世 の 遺 跡 を 確認 し た 。 調査 面積 の 関係 か ら 遺 跡 の 性 格 は 不明 確 な 部 分 が 多く 、 

は 今後 の 調査 課題 と し た い 。 

2. 

半 細 計 

(坂口 ) 

No16 調査 区 全景 (拡張 前 、 北 西 よ り ) 

No16 調査 区 全景 (拡張 後 、 北 西 よ り ) 調査 区 設定 図



原 郡 三原 町 八木 

国分 326 一 1 外字 屋敷 

町 道 八 木 78 号 線 道 路 改 良 

所 在 地 

事業 名 

業
 
事
 

軒
 

設
 

トド 
ト
 

ー ク ン コ 
計
 

由
 

会
 
員
 
委
 
育
 

教
 
町
 
原
 

徹
夫
 

弘
 
調 

ロロ 
格 

坂
本
 

者
 別 

で
 
三
 

担
 種 

調査 主体 

平成 11 年 2 月 17 日 ー 調査 期間 

平成 1 年 3 月 1 日 

調査 の 位置 
調査 面積 43 志 

調査 内 容 
本 調査 は 、 

1 . 

原平 野中 央 部 の 淡路 国分 寺 の 寺 

域内 で 計画 され て いる 上 記 の 事業 に 伴い 行っ た 。 

工事 の 掘削 幅 が 狭小 な た め 立 会 と い 意見 る あ う 

っ た が 、 事 前 の 発掘 調査 で 対応 する こと で ま と 

まっ た 。 

ヽ 調査 は 幅 1 mx メ x 長 さ 43m の 調査 区 を 設定 し 

重機 ・ 人 力 併用 で 進め て いっ た 。 調査 の 結果 、 
⑪⑱・ 遺構 (②) や 土 取 り 跡 

⑯)、 中 世 頃 の 柱 穴 (⑤・⑥・①・⑧⑱) な ど を 

近世 頃 の 瓦 溜め 状 の 

確認 し た が 、 明 確 に 創建 期 に 位置 付け で きる 中 

構 は 確認 で き な か っ た 。 

まとめ 

以上 の 通り 

2 . 

明確 に 国分 寺 創建 期 の 遺構 は 確 

認 で き な か っ た る も る の の 

ン 

特に 中 門 推定 地 に 近い ヽ 

調査 区 西端 か ら 古 代 瓦 の 出土 が 顕著 で あっ た こ 

) (坂口 と が 注意 され る 。 
調査 区 設定 図 

41.610. 

十 
Y 

調査 区 平面 図



5) 平成 11(19 99) 年 度 

KG 
ケ
 
由
 
字
 

田
 
入
 
木
 

八
 
町
 
原
 

業
 

事
 

備
 

整
 
設
 

施
 

光
 

御
 

弄
 
っ
 

ギ
ー
 

農
 

原 郡 三 所 在 地 

事業 名 

司
 
容
 
崎
 

山
 

上
 

会
 
弘
 

員
 
品
 

委
 
坂
 

育
 

・ 
教
 
重
 

町
 
佳
 

原
 
松
 
定
 

者
 

上
 

揚
 

査
 
調
 

格
 
本
 

別
 

種
 

調査 主体 

平成 11 年 5 月 6 日 調査 期間 

平成 1 年 6 月 10 日 

調査 面積 299mr 調査 の 位置 

調査 の 概要 

本 調査 対象 地 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 

東端 、 成 相川 の 支流 で ある 差 宜 川 右 岸 に 位置 する 。 周 

囲 に は 大 池 ・ 徳 ケ 池 ・ 大 池尻 な ど た め 池 が 多い 。 由 ケ 

谷 古墳 の すぐ 南 で 完 形 の 凸 基 有 茎 式 石 鉄 が 採集 され て 

いる 。 

1 . 

原平 野 北 

由 

ケ 谷 古墳 が 2 基 で ある こと が 判明 し た 。 し か し 、 両 古 

f 平成 10 年 度 の 分 布 調査 で 本 来 1 基 と 思わ れ て い ヶ 

墳 と る 後世 の 破壊 を 大 きく 受け て お り 、 墳丘 は お ろか 

横穴 式 石室 だ っ た と 思わ せる 石材 が 周辺 に 散乱 し て い 

る の み で あっ た 。 

る が 分 布 破壊 は 受け て い 

思わ れる 付近 か ら 須 恵 器 片 を 採集 し て 

いる こと か ら 、 記 録 保 存 と 周辺 に 散乱 し て いる で あろ 

関係 事業 課 と 協議 を 行い 、 

調査 時 に 玄 室 と 

石室 検出 前 
うこ と と な っ た 。 う 遺 物 の 採取 を 行 

【 1 号 填 】 

規則 性 が 部 分 的 に 観 ら れ 、 こ れ が 玄 室 両 壁 の 基 う 石 の 平坦 面 を 揃え る と い ゝ 40cam 前 後 の 砂岩 が 散乱 し 

底部 石 で あっ た 。 幅 約 1.1m、 残 存 長 約 1.4m 、 主 軸 は 南北 で 地形 か ら 開口 部 は 南 に 向い て いた と 思わ れ 

る 。 遺 存 状態 の 良かっ た 左 壁 側 に は ほぼ 完 形 の 須恵 器 款 身 ・ 蓋 が 6 点 出 土 し た 。 

【 2 号 墳 】 

50em 前 後 の 砂岩 が 散乱 し 、 規 則 性 は 観 ら れ な い 。 墳丘 と 思わ れる 土 の 削除 後 、 地 山 で ある 黄 白 色 系 粘 

質 土 に は 雨水 の 流れ た 溝 が あっ た 。



2. まとめ 

由 ケ 谷 1・2 号 墳 は 立地 する 丘陵 を 大 きく 削 平 され お り 、 現 状 で は 地 山 が 露出 し て 雨水 に よる 溝 が 多 

く 刻 まれ て いる 。 2 号 墳 下 の 地 山 に も この 溝 が ある こと か ら 、42 号 墳 は る と も る と 古墳 が あっ て 破壊 を 受 

けた の で は な く 、1 号 墳 の 盛土 や 石材 を 移動 きせ た も の と 考え られ る 。 

1 号 墳 は 三原 郡 内 に 多い 小型 横穴 式 石 室 で あっ た と 思わ れる 。 石材 は 砂岩 で あり 、 石 室内 に 平坦 な 河 

原石 が 計 4 点 確認 され て いる こと か ら 、 木 格 で あっ た と 思わ れる 。 鉄 製品 は 確認 で き て いな い 。 出土 須 

恵 器 は 7 世紀 前 半 で ある 。 

本 調査 地 で 石 錦 2 点 、 サ ヌカ イト 片 る 多く 出土 し て いる 。 背 後に は 600m 弱 の 山 が 連なり 、 三 原平 野 

を 一 望 で きる 立地 か ら 、 古 墳 築造 以前 に は 弥生 遺跡 が 存在 し て いた 可能 性 が ある 。 

( 定 松 ) 

1 号 墳 石室 内 遺物 出土 状況 

( 南 よ り ) 

1 号 墳 石室 内 出土 遺物 



39 幡多 遺跡 野 水 地区 ー 2 次 調査 一 

所 在 地 _ 三原 郡 三原 町 榎 列 上 幡多 字 野 水 外 

事業 名 県営 土 地 改 良 総合 整備 事業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

担当 者 山崎 裕司 

種別 確認 調査 

調査 期間 平成 1 年 6 月 14 日 一 

平成 11 年 7 月 15 日 

調査 面積 540m (134 ヶ 所 ) 

1. 調査 の 概要 

調査 地 は 三原 平野 の 北東 部 、 段 丘 化 し た 扇状 地 の 未 端 に 位置 し 、 南 束 か ら 北 西 に か け て 緩やか に 傾斜 

する 地形 で ある 。 調査 地 の 東側 は 幡多 遺跡 の 若宮 地区 、 北 側 は 幡多 遺跡 の 行 常 地 地区 と な る 。 ま た 西側 

の 神 本 寺 は 「 神 本 駅 家 」 と の 関わ り が 指 描 &8 れ て いる 。 

上 記事 業 に 伴い 平成 8 年 度 に 分 布 調査 を 行い 、 平成 9 年 度 に 北 半 部 の 確認 調査 を 行っ た 。 そ れ ら の 結 

呆 に も と づき 、 確 認 調 査 を 実施 する こと に な っ た 。 

耕作 土 直 下 が 磁 層 の 場所 は 遺構 ・ 包 含 層 は 確認 され て お ら ず 、 南 側 の 調査 区 に 多い 。 遺構 ・ 包 含 層 が 

見 られ る の は 黒色 系 の 砂 質 土 が 堆積 し て いる 場所 で ある 。 た だ し 、 こ の 黒色 系 の 砂 質 土 が 遺構 面 と な っ 

て いる 場所 で は 、 遺 構 埋 士 と の 判別 が 極め て 難し い 。 

調査 の 結果 、 弥 生 時 代 中 期 後半 、 弥 生 時 代 後期 、 律 令 期 か ら 中 世に か け て の 遺構 が 検出 され て いる 。 

調査 区 18 か ら は 幅 約 1.6m の 溝 が 検出 され て お り 、 本 格調 査 で 弥生 時 代 中 期 後半 の 方 形 周 溝 募 の 周 溝部 

分 で ある こと が わか っ た 。 調査 範囲 の 北 束 部 、 調 査 区 48・49・51・53・58 か ら は 、 弥 生 時 代 後 期 の 遺構 

が 検出 され て お り 、 調 査 区 49・58 は 堅 公 住居 跡 の 一 部 と 思わ れる 。 調査 区 2 の 溝 状 の 遺構 、 調 査 区 99・ 

103 の 柱 穴 状 の 遺構 な ど 、 北 西部 で は 律令 期 と 思わ れる 遺構 が 検出 され て いる 。 調査 区 64・67・88・96 

な ど で 検 出さ れ た 柱 穴 状 の 遺構 も 律令 期 と 思わ れる 。 中 世 の 遺 構 は 遺跡 範囲 の 全域 で 検出 され て お り 、 

黒色 系 の 埋 士 を る つも の の 他 、 黄 一 灰 褐 色 系 の 溝 状 の 遺構 が 東北 部 で 多く 見 られ 、 耕 地区 画 の 方 向 と 一 

致す る も の が 多く 見 られ る 。 

2. まとめ 

複合 遺跡 で あり 、 時 代 に よっ て 場所 的 な 偏り が 見 られ る 。 弥生 時 代 中 期 後 千 に つい て は 調査 区 18 を 中 

心 と し た 範囲 で 、 本 格調 査 の 項 で 述べ る が 墓 域 的 な 要素 が 強い 。 弥生 時 代 後 期 の 遺物 は 北 半 部 全体 で 出 

土 す る が 、 遺 構 の 検出 は 北東 部 に 偏る 。 律令 期 は 北西 部 と 南東 部 に 見 られ る が 、 前 者 は 7 8 世紀 頃 が 

中 心 で あり 、 北 方 向 に 帯状 に 分 布 し 、 お そら く 行 営 地 地区 と つなが る と 思わ れる 。 人 後者 は 9 一 10 世 紀 頃 

が 中 心 で あり 、 遺 跡 範囲 南側 の 突出 し た 範囲 周辺 で ある 。 中 世 は 全域 に 見 られ る が 北東 部 に つい て は 居 

住 城 的 な 性 格 は うす く 、 耕 地 を 中 心 と する 生産 域 と 忠 わ れる 。 ま た 神 本 寺 正 面 の 調査 区 131 周 辺 で は 、 

中 世 で る 後半 の 遺構 ・ 包 含 層 が 確認 され て お り 、 南 西側 の 別 の 地区 に つなが る と 思わ れる 。 (山崎 ) 



粘 細 砂 質 土 

粘 細 砂 質 土 

褐色 粘 細 砂 
褐色 粘 細 砂 質 土 

10YR3/2 黒 
10YR3/1 黒 

(遺構 埋 士 ) 

3 が 混じる 
3 10YR3/2 黒 褐色 粘 細 砂 質 土 

2 10YR5/4 に ぶ い 黄 褐 色 砂 質 土 に 

T さ らら . 人 ら 

1 床 土 

10YR3/3 暗 褐色 細 れ 

(上 面 に 道 構 面 、 地 山 ) 

5 
(遺構 埋 土 ) 

4 10YR3/3 嗜 褐色 細 砂 質 土 

(上 面 に 遺 椿 面 、 地 山 ) 

調査 区 位置 図
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41 儲 田 遺跡 

所 在 地 三原 郡 西 淡 町 志 知 南 字 大 塚 外 

事業 名 __ 陸 の 港 建設 整備 事業 

調査 主体 _ 西 淡 町 教育 委員 会 

担当 者 __ 定 松 佳 重 

種別 _ 確認 調査 

調査 期間 平成 11 年 10 月 4 一 5 日 

調査 面積 28 (7 ヶ所 ) 

1 . 調査 の 概要 

本 事業 は 明石 海峡 大 橋 の 完成 に よっ て 阪神 間 と の 交通 が 容易 に な り 、 町 内 で の 定住 促進 と パー ク 上 バ 

スラ イド 方 式 を 目的 と し て 計画 され た 。 淡路 縦貫 道 建設 に 伴い 昭和 58 年 に 兵庫 県 教育 委員 会 に よっ て 発 

掘 調査 が 行わ れ た 錠 田 遺跡 に 隣接 する た め 、 遺 跡 の 範囲 ・ 種 類 等 を 把握 し 事業 の 円 滑 を 計る た め 、 遺 跡 

範囲 確認 調査 を 行っ た 。 

周辺 に は 昭和 57 年 に 淡路 縦貫 道 に 伴い 兵庫 県 教育 委員 会 に よっ て 発掘 調査 が 行わ れ た 谷町 筋 遺 跡 や 三 

原平 野 に お ける 古墳 時 代 後期 の 有力 首長 の 募 で ある ハバ 古墳 、 石 逢 採 集 地 で ある 志 知 高 所 遺跡 等 が 立地 

する 。 

現在 既に 淡路 縦貫 道志 知 バ ス 停 駐車 場 と し て 使用 され て いる 東部 分 は 旧 耕 作 土 ・ 床 土 の 下 層 は シル ト 

質 で あり 、 す ぐ 東 を 北 流す る 新川 の 影響 を 受け て いた と 思わ れる 。 南部 で は 黄色 の 地 山 の 上 に 黒褐色 の 

遺物 包含 層 が 堆積 する 。 遺構 は 柱 穴 と 壁面 で 浅い 落ち 状 ・ 小 土 を 確認 し た 。 遺物 は 土師 器 皿 ・ 析 な ど 

で 平安 時 代 の も の で ある 。 西 部 調査 区 で は 古墳 時 代 に 入る と 思わ れる 土師 器 電 が 出土 し た 。 こ れ は ハバ 

古墳 と の 関連 が 考え られ る 。 北 部 調査 区 で は 水田 と 思わ れる 灰色 有機 質 土 壌 が 堆積 する 。 

2. まとめ 

本 調査 地内 に は 平安 時 代 の 遺跡 が 埋蔵 され て い 

る こと が 判っ た 。 そ れ ら は 兵庫 県 教育 委員 会 に よ 

る 調査 結果 と 一 致す る 。 

遺構 は 西 淡 志 知 小学 校 を 中 心 と する 台地 の 先端 

部 で 検出 し て お り 、 東 限 を 確認 し た 。 谷町 筋 遺 跡 

の 場合 で も る 、 台 地 の 先 端 部 分 か ら 生 活 痕 が 確認 さ 

れ 、 今 回 の 結果 と 同様 で ある 。 

( 定 松 ) 

遺構 完 掘 状況 



42 幡多 遺跡 野 水 地区 ー 3 次 調査 一 

所 在 地 三原 郡 三原 町 榎 列 上 幡多 字 野 水 外 

事業 名 県営 土 地 改 良 総合 整備 事業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

担当 者 山崎 裕司 ・ 坂 口 弘 貢 

種別” 本 格調 査 

調査 期間 平成 11 年 10 月 12 日 一 

平成 12 年 3 月 1 日 

調査 面積 “os 

1. 調査 の 概要 

調査 地 は 三原 平野 の 北 束 部 、 段丘 化し た 扇状 地 の 末 端 に 位置 し 、 南東 か ら 北 西 に か け て 緩やか に 傾斜 

する 地形 で ある 。A 地 区 か ら 北 西側 は 低 平 な 三角 州 地 形 へ と 変わ っ て いく 。 

上 記事 業 に 伴い 平成 8 年 度 に 分 布 調査 を 行い 、 平成 9 ・11 年 度 に 確認 調査 を 行っ た 。 そ れ ら の 結果 に 

6 る と づき 、 工 事 の 影響 が 及ぶ と 考え られ る 画 場面 ・ 排 水路 部 分 に お いて 、 発 掘 調査 を 実施 する こと に な 

っ た 。 

調査 の 結果 、 弥 生 時 代 中 期 後半 、 弥 生 時 代 後期 、 律 令 期 か ら 中 世に か け て の 遺構 が 検出 され た 。 

スク 人 
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調査 区 位置 図 



弥生 時 代 中 期 後半 の 遺構 と し て は 、B 地区 の 方 形 周 溝 募 群 が あげ られ る 。1,146m の 調査 区 か ら 計 8 

基 の 方 形 周 溝 募 が 検出 され た 。 主 体 部 は 検出 で き な か っ た が 、 主 体 部 を 含む 盛土 部 が 削 平 を 受け た た め 

と 考え られ る 。 周 溝 の 残り は 比較 的 良く 、 基 本 的 に は 周 溝 の 四 隅 が 切れ る 平面 形態 を る も つが 、 周 溝 の 1 、 

2 辺 が 欠落 する 場合 る も ある 。 周 溝 が 欠落 する 場所 は 堅い 奏 層 が 露出 し て お り 、 掘 削 が 困難 な た め 周 溝 を 

省略 し た か 、 あ る い は 極め て 浅い 溝 し か 掘ら な か っ た と 考え られ る 。 

方 形 周 溝 募 1ー 6 は 同じ よう な 方 向 を 示し て お り 、 最 大 の 方 形 周 溝 募 1 を 中 心 と し 

た ーー つの 群 と 捉え る こと が で きる 。 方 形 周 溝 募 3 と 5 、2 と 4 は 長 辺 の 長 さ が 近似 し 

て お り 、 同 一 規模 で あっ た 可能 性 も 考え られ る 。 そ う で あれ ば 方 形 周 溝 募 1 の 東側 と 

南側 で 、 さ ら に 小さ な 群 に 分 か れん て いた こと $ る 考え られ よう 。 

周 潮 から 出土 し た 土器 は 、 底 部 に 窪 孔 し た も の が お よそ 半数 以上 を 占め る 。 

ニー テー 

方 形 周 溝 幕 6 

方 形 周 溝 墓 1 
ご 7.0m | 7.8m | 6.8m? 
PoB 不明 | 5.4m | 不明 
N 15"E * 'E | N13'E 

B 地区 弥生 時 代 遺構 平面 図



C 地 区 と D 地 区 の 周 溝 募 群 が あげ られ る 。C 地区 は 排水 路 に 伴う 幅 約 弥生 時 代 後期 の 遺構 と し て は 、 

3 m の 調査 区 の た め 部 分 的 な 検出 で ある が 、 円 形 周 溝 募 の 周 溝 と 、 そ の 西側 か ら 方 形 周 溝 募 の 周 溝 の 一 

部 と 思わ れる 直線 的 な 溝 が 検出 され た 。 円 形 周 溝 募 (遺構 124) の 復元 外 径 は 約 15m と な る 。 周 溝 内 か 

ら は 四国 系 の 土器 ( 東 阿波 型 土 器 ) が 出土 し て いる 。 D 地 区 は 円 形 周 溝 募 の 周 溝 の 約 半 分 を 検出 し て お 

Oo る この 西側 に も る 溝 の 一 部 が 検出 され て い り 、 復 元 外 径 は 約 6.1m、 周 溝 の 最 深 で 約 30cm を 測る 。 
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平安 時 代 の 遺構 は 包 地 区 で まとまっ て 検出 され 

た 。 建物 4 は 桁 行 5 間 ・ 数 間 2 間 、 建 物 5 は 桁 行 

3 間 ・ 間 2 間 で 、 柱 穴 か ら は 9 世紀 末 か ら 10 世 

紀 頃 の 遺物 が 出土 し て いる 。 建 物 の 棟 軸 は ほぼ 正 

南北 を と る 。 建物 4 の 北側 柱 列 周辺 お よび 建物 5 

の 北側 か ら は 、 和 完 形 に 近い 土器 が 集中 し て 出土 し 

て いる 。 土師 器 の 珠 ・ 栃 ・ 皿 を 中 心 と し て 暑 色 土 

突 栃 、 瓦 、 緑 莉 陶 器 等 が 出土 し 、「 正 月 九 」 ある 

い は 「 正 月 丸 」 と 読め る 刻 書 土器 (土師 器 ) も 出 

土 し た 。 時 代 は 9 世紀 末 か ら 10 世 紀 頃 で ある 。S 

K78 か ら は ほとん ど 和 完 形 の 須恵 傘 20 個 体 分 が 出土 

し 、 地 鎮 遺構 の 可能 性 が ある 。 時 期 は 9 世紀 中 頃 

で ある 。 

2. まとめ 

弥生 時 代 中 期 後半 ・ 後 期 と も 、 周 溝 募 は 三原 郡 

内 で 初め て の 検出 例 と な る 。 特 に 円 形 周 溝 募 に つ 

いて は 部 分 的 な 検出 で は ある が 、 淡 路 島内 で 初め 

て の 検出 例 と な る 。 

集落 の 位置 に つい て は 、 弥 生 時 代 中 期 と 後期 で 

は 変化 が 見 られ る 。 今回 の 調査 で は 、B 地区 以外 

の 場所 で の 中 期 の 遺構 ・ 包 含 層 は 確認 され て いな 

い 。 野 水 遺 跡 が 立地 する 段丘 上 は 、 中 期 に お いて 

は 墓 域 と し て の 利用 に 限ら れ て いた 可能 性 が ある 。 

弥生 時 代 中 期 の 居住 城 は 、 三 角 州 上 の 行 常 地 地区 

ある い は 下 内 田地 区 周辺 に 求め る こと が で きる 。 

弥生 時 代 後期 に な る と 、 段 丘 上 の 野 水 地 区 や 東側 

の 若宮 地区 に 居住 城 が 移動 する 。 古墳 時 代 初 頭 以 

降 、 居 住 城 は 再び 三角 州 の 方 に 移動 する と 考え られ る 。 お そら く 丈 生 時 代 後 期 に 居住 城 を 段丘 上 の 徴 高 

地 に 移さ ざる を 得 な い 理 由 が あっ た の で あり 、 高 地 性 集落 の 動向 と も 関係 する の で は な か ろう か 。 

F 地区 西側 の 神 本 寺 付近 は 、 南海 道 「 神 本 駅 家 」 の 候補 地 と 考え られ て いる 。 これ と 関係 する と は 必 

ず し る 言い きれ な い が 、 刻 書 土 器 の 出土 は この 遺跡 の 官 衛 的 な 性 格 を 示唆 する も の で あろ う 。 

律令 期 の 遺構 は EE 地区 以外 で は A 地 区 付近 に 分 布 し て いる 。 た だ し 律令 期 の 遺構 の 分 布 は 比較 的 限ら 

れ て お り 、A 地 区 付近 は 7ー 8 世紀 頃 、EE 地 区 付近 は 9 ーー10 世 紀 頃 と 時 代 も 違う 。 律令 期 の 集落 は 段丘 

上 に それ は ほど 広く 展開 する こと は な く 、 開 発 は 水利 等 の 条件 の 恵まれ た 場所 に 限ら れ て いた と 思わ れる 。 

中 世 の 柱 穴 ・ 溝 等 の 遺構 は は ほとん どの 地区 で 確認 され て お り 、 中 世 以 降 広範 囲 に 段丘 上 の 開発 が すす ん 

で いっ た こと が 推定 され る 。 (山崎 ) 

E 地区 11C 区 遺物 出土 状況 (北西 より ) 



三原 郡 南 淡 町 阿 万 調査 地 

外
 原 中 下 
字
 

を ミ 町 上 

一 般 型 ) 事業 名 _ 基盤 整備 促進 事業 ( 

調査 主体 _ 南 淡 町 教育 委員 会 

担当 者 坂口 弘 頁 

種別 _ 確認 調査 

調査 期間 平成 11 年 10 月 18ー29 日 

52m (13 ヶ 所 ) 調査 面積 

調査 の 位置 

調査 内 容 

本 調査 地 は 、 

1 . 

原平 野 と 阿 万 の 平野 部 の 接点 付近 で 計画 され て いる 上 記 の 較 場 整備 事業 に 伴い 実施 し 

た 。 調査 は 2 X 2 m の 調査 区 13 ヶ を 設定 し 重機 ・ 人 力 併 用 で 行っ た 。 

調査 の 結果 、No. 1 、No. 3 の 2 ヶ所 で 柱 穴 状 の 遺構 を 確認 し た 。 ま た この 両 調査 区 の 間 に 設 定 し た 調 

査 区 No. 3 は 谷地 形 を 示す 土壌 堆積 と な る 。 

出土 遺物 は 非常 に 少な く 土 師 質 土器 、 瓦 器 な ど が ある 。 ま た 特殊 な 遺物 と し て No. 3 調査 区 の 3 層 か 

ら 平 面 形 が な す び 型 を し た 消 石 製 の 石 製 品 が 出土 し て いる 。 石 製品 は 長 さ 12cnm、 幅 6 cm、 厚 る さ 3 cm、 

重 さ 360g を 計測 する 。 上 方 に は 直径 4 mm の 円 形 の 穴 が 貫通 し 、 さ ら に 縦 方 向 に 両側 が 溝 状 に 窪 む 。 

まとめ 

本 調査 の 出土 遺物 は 非常 に 少な く 、 年 代 決 定 や 性 格 の 判断 は 難し い が 、 中 世 頃 の 比較 的 小 規模 な 集落 

2 . 

(坂口 ) が 想定 され る 。 

調査 区 設定 図 
No 3 調査 区 出土 石 製品



ー 4 次 調査 一 44 幡多 遺跡 野 水 地区 
た は 

光 六 の 
上 輸 多 /、 

呈
 

角
 / 所 在 地 _ 三原 郡 三原 町 榎 列 下 幡 多 字 東 裏 外 

事業 名 町 道 幡多 山 線 道路 改良 事業 

調査 主体 原町 教育 委員 会 

担当 者 __ 定 松 佳 重 ・ 的 崎 瓶 

種 本 格調 査 別 

平成 11 年 11 月 22 日 一 調査 期間 

平成 12 年 3 月 2 日 

2,200m 調査 面積 

調査 の 位置 

調査 の 概要 

上 記 の 事業 に 伴い 確認 調査 を 実施 し た 結果 、 遺 跡 の 埋蔵 が 確認 され た 。 関 係 課 と 協議 を 行い 、 

査 に よる 記録 保存 を する こと と な っ た 。 

1. 

本 格調 

ぎょ うと う 

堂 地 地区 、400m 東 に 遺跡 
みわ も と の うま や 

周辺 に は 下 幡多 池 を 挟ん で 200m 北 に 大 阪 湾 型 鋼 到 の 破片 が 出土 し た 幡多 
じん ぽん じ 

推定 地 で ある 神 本 寺 が 
た は 

弥生 時 代 後期 一 室町 時 代 の 集落 跡 で ある 幡多 遺跡 若宮 地区 、200m 南 に 

鎮座 する 。 

調査 期間 と 周辺 で 行わ れ て いる 画 場 整 備 の 関係 か ら 、 調 査 区 を 道路 セン ター ライ ン で 2 分 し 、 西 側 を 

来年 度 調査 と し た 。 

【A 地 区 】 

下 幡 多 池 の すぐ 南 脇 に 位置 する 。 

耕作 土 直 下 に 、 第 1 遺構 面 で あり 平安 時 代 の 遺物 包含 層 で ある 黒褐色 シル ト 質 土 が 堆積 する 。 第 1 遺 

構 面 で は 幅 約 3 mm の SD 1 を 検出 し た 。 弥 生 時 代 後期 の 遺物 る 含む が 、 主 に 13C 前 半 頃 に 機能 し て + 

と 思わ れる 。 

ーー 

2 次 SK35 は SD 1 に よっ て 一 部 前 られ て いる 。 深 さ 約 60am で 、 底 部 付近 は 火 を 受け た 痕跡 が あり 、 

焼成 を 受け 剥 離 が ひど い 土 師 器 片 が 集中 し て 出土 し た 。 

・5 は それ ぞ れ 同一 方 向 に 建物 軸 を と る こと か 

・2 は B 地 区 で 検出 され た 大 型 柱 穴 の 掘 立 柱 建 物 と 軸 を 

SB3・4 ・2、 掘 立 柱 建物 は 5 棟 確 認 し た 。 SB 1 

ら 2 時期 の 遺構 が ある こと が 判る 。 

同じ くす る 。 

特に SB 1 

遺構 平面 図 A 地 区



【B 地区 】 

数 間 2 間 、 桁 間 4 間 以 上 の SB 6 を 検出 し た 。 柱 穴 は 大 型 で 約 0.9X1.2m、 深 さき 約 40emm で ある 。 心 々 

距離 は 数 聞 が 1.8m、 桁 間 が 2.1m で ある 。 平面 は 方 形 を 呈し て いる が 不 整 形 で 、 建 て 替え が 考え られ た 

が 検出 は 出来 な か っ た 。 柱 痕 は 不明 で ある 。 

地 山の上 層 で ある 墨 褐色 シル ト 質 土 よ り 完 形 に 近い 弥生 時 代 中 期 (V 様 式 ) の 二 が 6 点 横倒し 状態 で 

出土 し て いる 。 この こと を 層 位 的 に 考え る と 大 型 柱 穴 は 地 山 より 掘り 込ま れ た の で は な く 黒 褐色 シル ト 

質 土 より 掘り 込ま れ て いる と 思わ れる 。 黒色 系 の 遺構 理 士 で あっ た た め 検 出 出来 な か っ た の で あろ う 。 

また 、 こ の 掘 立柱 建物 と 平行 し た 柱 列 ( 柱 列 2 ) を 確認 し た 。 この 柱 穴 は 大 きく 削 平 を 受け 5 am ほど 

の 深 さ し か 残っ て いな い 。 

SB 6 を 切る 形 で 大 型 和 土塊 (S K33) を 検出 し た 。 調査 区 外 に 続き 約 3.3m の 隅 丸 方 形 で ある 。 最 下 

層 は 非常 に 堅く し まっ て いる 。 この 土塊 か ら は 7 C 後 半 ー 8 C 初 頭 の 遺物 が 出土 する 。 スラ ッ グ $ 出 土 

し 、 周 辺 の 遺構 面 で 焼 土 面 や 遺物 包含 層 か ら 焼 土塊 を 確認 し て いる こと か ら 鍛 冶 炉 が あっ た 可能 性 が あ 

る 。 

また 、 製 塩 土 右 の 丸 底 式 の 破片 が 大 量 に 密集 し て いた 部 分 が あっ た 。 消費 後 廃棄 で 遺構 内 出土 と 思 

われ る が SB 6 の 東側 柱 周辺 で あり 、 掘 立柱 建物 と の 関連 は 不明 で ある 。 

遺物 包含 層 か ら る 7C 後 半 8C 初 頭 の 遺物 が 出土 し 、 須 恵 器 葬 胴 部 に 刻 書 され た 破片 が 出土 し た 。 

文字 は 「 物 」 と 思わ れる 。 

SD 2・3 は 壁面 で 2 つの 溝 が 切り 合っ 

て いる こと が 判っ た 。 最初 に 北側 の S D 

2 が あっ た が 溝 と し て は 機能 し て お ら ず 

空 質 で あっ た と ころ を 人 為 的 に 埋め 戻さ 

れ 、 そ れ を 切る 形 で SD 3 が 流れ た 。 時 

期 差 は は ほとん ど な く 7C 後 半 ー8 で 前半 

の 完 形 に 近い 遺物 が 出土 し た 。 

この 溝 は 近代 携 乱 を 受け て いる た め 続 

き が 不明 で ある が 、 出 土 遺物 か ら 観る と 

SD 4 と つなが る よう で ある 。 この SD 

4 より 円 面 碗 が 出土 し た 。 脚 部 は 幅広 の 

に の ーー 



透かし が 入る が 失わ れ て 無く 、 上 部 も 1 ノ 4 の 残存 で ある 。 ま た 、 古 代 と 観 ら れる 縄 旧 タタ キ の 平 瓦 も 

出土 し て いる 。 

遺構 が 立地 する の は 北部 の み で 中 央 部 ・ 南 部 は 明治 時 代 初 期 と 思わ れる 失 乱 近 ば か り で ある 。 

【C 地 区 】 

駅 家 推定 地 で ある 神 本 寺 に 最も 近い 調査 区 で 、 寺 より 東 に 約 90m の 位置 に ある 。 

遺構 は 直径 15cm に 満た な い 小 土 折 を 検出 し た が 、 建 物 は 構成 し な い 。 幅 約 50cm の 溝 か ら る 遺物 は 出 

土 し な か っ た 。 

2. まとめ 

本 遺跡 は 弥生 時 代 中 期 室 町 時 代 ま で の 集落 跡 で ある こと が 判っ た 。 

出土 し た 弥生 土器 は 幡多 遺跡 下 内 田地 区 や 行 堂 地 地区 、 若 宮地 区 と 同じ 形態 を し て お り 、 頸 部 に 刻み 

目 を 施し た 幅広 突 帯 を 持つ 広口 剖 、 幅 厚 & 共 に 1 am 以上 の 突 帯 を 頸 部 か ら 口 縁 に か け て 3 条 施 し た 大 型 

広口 宣 (中 期 ) や 口 縁 内 外面 を 縦 方 向 の ハケ 調整 を 行っ た まま の 小型 講 (後期 ) で ある 。 これら は 黒 補 

色 の 遺物 包含 層 か ら の 出土 で ある と 判断 し て いた が 、 後世 の 地面 削 平 に よっ て 上 半分 は 無い が 完 形 で あ 

る こと か ら 遺 構内 出土 で ある と 見 た 方 が よい で あろ う 。 

次 に 大 型 柱 穴 を 持つ S B 6 で ある が 、 柱 穴 か ら の 出土 遺物 は 7 C 前 半 の 須恵 器 片 と 弥生 土器 片 で ある 。 

この こと か ら ぃ 所 立 柱 建物 は 黒褐色 の 遺物 包含 層 を 遺構 面 と する こと が 判る 。 棟 軸 は N38" E に 向い て 

いる が これ は 幡多 遺跡 行 営 地 地区 周辺 に あっ た N30* EE 方 向 の 条 里 型 地 割 と 一 致す る 。 この 条 里 型 地 割 

は 12 世 紀 代 と いわ れ て いる が 、 現在 の 南 と 同一 方 向 の 行 堂 地 地区 検出 の 夫 か ら は 奈良 時 代 後半 の 遺物 が 

確認 され て お り 、 条 里 型 地 割 は もう 少し 古い も の と な る 可能 性 が 高い 。 

この 大 型 柱 穴 の 掘 立 柱 建物 は 、① 駅 家 推定 地 に 近い ② 円 面 夏 の 出土 ③ 行 営 地 地区 墨書 土器 (「 家 」) 

出土 ④ 刻 書 須 上 恵 器 出土 か ら 神 本 駅 家 関連 遺跡 を 発見 し た 可能 性 は 非常 に 高い 。 し か し 、1 棟 の み の 検 

出 で あ り 、「 馬 」「 駅 」 等 の 木簡 や 墨書 土器 は 出土 し て お ら ず 、 神 本 寺 周 辺 の 南海 道 も 不明 で ある た め 豪 

族 の 居館 で ある 可能 性 も 否め な い 。 今後 周辺 の 調査 に 期待 が か か る 。 

この 周辺 は 弥生 時 代 中 期 の 幡多 遺跡 下 内 田地 区 、 弥 生 時 代 中 期 ・ 平 安 時 代 の 行 堂 地 地区 、 弥 生 時 代 後 

期 ・ 中 世 の 若 宮地 区 、 そ し て 弥生 時 代 中 期 ・ 中 世 の 野 水 地 区 が 広がっ て お り 、 連 綿 と 人 々 の 生活 が 営ま 

れ て いた こと が 判っ た 。 三原 平野 内 で これ ほど の 長期 に 渡る 集落 は 現在 の と ころ まだ 確認 され て いな い 。 

これ ら の 遺跡 は 三原 平野 内 で る 有数 の 遺跡 と な る で あろ う 。 ( 定 松 ) 

ーー コン ペン ニン 
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第 3 草 資 料 紹 介 

1 . 緑町 成 福 寺原 遺跡 出土 須恵 器 (緑町 教育 委員 会 所 蔵 ) 

本 資料 は 緑町 が 所 蔵 す る 成 福 寺原 遺跡 か ら 出 土 

し た 須恵 器 短 医 電 の 身 と 蓋 で ある 。 遺跡 は 緑町 広 

田 の 感応 寺山 東側 の 山裾 に 立地 し て いる 。 詳し い 

遺物 の 出土 状況 は 不明 で ある が 、 昭 和 48 年 11 月 に 

宅地 造成 中 に 出土 し た と され る 。 

蓋 の 残存 率 約 1/ ノ 6 。 口径 18.2cm、 如 高 2.9cm 

を 測る 。 つ まみ 部 分 は 欠損 し て お り 、 写 真 の つま 。 

み 部 分 は 復元 に よる も の で ある 。 天井 部 は 平ら で 、 

外面 は ヘラ 削り 、 内 面 は 回 転 ナ デ 調 整 が 施さ れる 。 

身 の 残 存 率 は 約 1/ ノ 3 。 口径 14.7am、 底 径 15.4 

cm、 容 高 17.5aen を 測る 。 体 部 最大 径 は 24.2acm で 

上 半 部 1 ノ 3 前 後に あり 、 高 台 は 付き され て いな い 。 色調 は いずれ る 灰色 で 、 焼 成 は 良好 で ある 。 口 縁 部 

は や や 外側 に 屈曲 し 、 肩 部 の 張り は 少な い 。 調整 は 内 外面 と も 回 転 ナ デ で ある 。 これら の 特徴 か ら 8 世 

紀 後半 か ら 9 世紀 頃 の 資料 と 考え られ る 。 

他 地 域 で は これ ら の 須恵 器 に 高台 が 付い た 身 と 蓋 に 伴っ て 人 骨 や 古銭 な ど が 出土 する 場合 が 多く 、 胸 

衣 堆 や 地 鎮 跡 、 火 葬 募 ( 骨 蔵 器 ) と し て 報告 され て いる 。 本 資料 の 場合 、 供 伴 資料 が 不明 な た め 遺 跡 の 

性 格 の 判断 は 難し い が 、 奈 良 県 の 平城 京 や 藤原 京 で は 居住 城 か ら や や 離れ た 京 周 辺 の 山麓 に 葬 地 が 求め 

られ て お り 、 本 遺跡 の 立地 が 感応 寺山 の 山裾 と いう こと を 考慮 すれ ば 、 火 葬 墓 ( 骨 蔵 回 ) と 考え る の が 

婦 当 で あろ う 。 (坂口 ) 

= スー 2 

成 福 寺原 遺跡 位置 図 

参考 文献 「 緑 町 風土 記 」 緑 町 教育 委員 会 1977 

時 崎 直 「 近 畿 に お ける 8 ・49 世紀 の 墳 募 」『 研 究 論集 VJ』 奈良 国立 文化 財 研 究 所 お は 

『 古 墳 時 代 か ら 古代 に お ける 地域 社会 」 埋 蔵 文化 財 研究 会 1996 



寺 採 集 軒 丸 瓦 (三宅 進 氏 所 蔵 ) 
や まそ う は い 

原町 

本 資料 は 、 西 淡 町 在住 の 三宅 進 氏 が 保管 きれ て 

いる 山 惣 廃寺 か ら 採 集 され た 素 弁 蓮華 文 軒 丸 瓦 で は ミミ. = 

ある 。 

原町 神代 地頭 方 の 平野 部 に > 多 

位置 し て お り 、 遺 跡 西方 を 国府 か ら 福 良 駅 家 に 通 旗 、 
原 郡 三 山 物 廃寺 は 

原 線 が 南 
遺跡 は これ まで 発掘 調査 が 実施 

れ て いな い が 、 地 元 研究 者 な ど が 多数 瓦 を 採集 し 記 一 

じ る 推定 南海 道 と され る 県 道 津 名 五色 

北 に 通過 する 。 

て お り 、 今 回 紹介 する 資料 の 他 に も 淡路 国分 寺跡 ペ 
と 同 邊 資料 で ある 平安 時 代 の 軒 丸 ・ 軒 平戸 な ど が 

採集 され て いる 。 
山 惣 廃寺 位置 図 

軒 丸 瓦 は 瓦 当 部 分 を 中 心 と する 資料 で 、 瓦 当 全体 か ら み た 残存 率 は 約 1/ 5 。 復元 直径 14.6cm、 残 存 

高 5.1cm を 測る 。 色調 は 灰色 で 須恵 質 を な す 。 子葉 の 数 を 復元 すれ ば 8 弁 6 も し く は 9 弁 で 、 凸 線 で 区 画 

され る 。 外 区 に は や や 粗 め の 線 氏 歯 文 が 回 る 。 中 房 部 分 が 大 きく 欠損 する た め 、 蓮 子 の 配置 状況 は 不明 

で ある 。 

め 、 時 代 判 定 は 難し い が 、 淡 路 国分 寺 

跡 や 国分 尼寺 跡 か ら 出土 し て いる 資料 (付録 淡路 国分 尼寺 ・ 国 分 寺跡 軒 瓦 型式 一 覧 1999 年 度 版 ) を 参 

考 に する と 外 区 に 線 角 歯 文 が 巡る も の は 、 軒 丸 瓦 01 型 式 な どの 創建 期 の 資料 に 限ら れる こと か ら 、 本 次 

料 も 国分 寺 ・ 尼 寺 の 創建 期 と 同時 期 又は それ 以前 に 遡る 可能 性 が ある 資料 と いえ よう 。 

f 本 資料 と 同時 に 採集 され て いる 土器 な ど が 報告 され て いな い ヶ ヵ 

(坂口 ) 

山 惣 廃寺 採集 軒 丸 瓦 
10CM 

1964 参考 文献 岡本 稔 「 淡 路 古 瓦 集 成 」『 淡 路地 方 紙 研究 会 会 誌 」 

三原 町 教育 委員 会 1993 『 淡 路 国分 寺跡 』



か し ゅ う 

3 . 南 淡 町 賀集 採集 和 同 開 珠 (三原 郡 青少年 育成 セン ター 所 蔵 ) 

原 郡 青少年 育成 セン ター で 大 切 に 保管 され て いる 和 同 開 珠 
じ や 

本 資料 は 南 淡 町 賀集 鍛冶 屋 で 採集 され 、 

で ある 。 保管 さき れ て いる 和 同 開 丈 は 、 縦 方 向 の 長き 2.34cm、 横 方 向 の 長 さ 2.38cm、 厚 る さ 1.67mm、 重 さ 

か 

5.1g を 測り 、 色 調 が 銀色 を な す 。 中 央 の 四角 の 穴 の 周り に 「 和 同 開 球 」 の 文字 が 時 計 周 り に 配 さ れ 、 

「 同 」 と 「 開 」 の 間 と 「 球 」 と 「 和 」 の 文字 の 聞 で 割れ 、2 分 され る が 完 形 品 で ある 。 ま た 「 開 」 の 字 は 不 

隷 開 で 「 開 ] と な る 。 さ ら に 注目 され る こと に 、 本 資料 は 色 な どか ら 銀 銭 で ある 可能 性 が 非常 に 高い 。 

和 同 開 球 は 708 (和銅 元 ) 年 5 月 に 銀 銭 が 、 そ の 翌年 の 709 (和銅 2 ) 年 2 月 に 銅 銭 が それ ぞ れ 発行 さ 

れる が 、 同 年 8 月 に は 銀 銭 が 廃止 され た こと が 「 続 日 本 紀 」 に 見 える 。 ま た 銀 銭 に 限っ て いえ ば 、1996 

年 現在 全国 で 27 遺 跡 、44 例 が 知ら れ て いる 。 

現在 まで の と ころ 、 本 資料 の 正確 な 採集 場所 や 採集 時 期 は 確定 され て お ら ず 、 中世 の 古銭 な ど に 混じっ 

、 又 は 律令 期 の 遺跡 に 伴う の か 全く 不明 で ある 。 た だ し 現在 まで の と ころ 南 淡 町 賀集 て 出土 し た も ゃ も の か 

(坂口 ) 鍛冶 屋 地 区 で は 律令 期 の 遺跡 は いま だ 確認 で き て いな い 。 

3cm 

1998 上 立 孝 「 古 代 銀 銭 の 再 検 討 」『 出 土 銭 貨 第 9 号 』 参考 文献 

1998 阿部 義平 「 大 川 天 顕 堂 コ レク ショ ン の 古代 銀 銭 」 『 出 土 銭 貨 第 9 号 』



4 . 南 淡 町 灘 城 方 山 ノ 神 出土 大 量 銭 

紹介 する 出土 銭 は 、 南 溢 町 灘 城 方 と いう 淡路 島 ・ ン レン 
で も 市 端 に 位置 する 海岸 地帯 か ら 不 時 発 見 され た ヘリ ンク ツリ ーー 
も の で ある 。 出土 地 周 辺 は 古来 まり 地滑り が 多発 リ 人 人 
レ し て いた な た 土地 で あり 、 出 土地 点 を 残し た 左右 両 域 / そい 
で も 地滑り が 起こ っ て いる 。 発見 の 経 疑 は 土地 所 
有 者 で ある 中 尾 福 夫 氏 が 菊 畑 を 耕作 中 、10 年 ほど 
前 か ら 古 銭 が 出土 し て いた 。 平成 8 年頃 に 農作業 
を 行っ て いた と ころ 、 堅 いも の を 引っ か けた た め 
掘り 起こ し て みる と 堆 と 古銭 が 出土 し た 。 

ロロ 縁 部 か ら 肩 部 が 欠損 し て いた 詞 は 備前 焼 と 思わ れ 、 中 に 収まっ て いた 古銭 は 絹 状 の 塊 に 固まっ た 状 
態 に あっ た らし い 。 こ の よう に 古銭 が 大 量 に 出土 し た の は 島内 で 5 例 目 で ある が 、 残念 な こと に 現在 そ 
の 多く は 散逸 し て し まっ て いる 。 

出土 し た 古銭 は 現在 まで に 1.220 枚 を 数 えて いる が 、 長 年 の 耕作 作業 に よっ て 携 挫 が 行わ れ て いる た 
め 、 未 だ 土 中 に 残っ て いる 可能 性 が ある 。 最 古銭 は 開元 通 客 ( 初 鋳 年 621 年 唐 ) で 、 最 新 銭 は 水 楽 通 
審 ( 初 鋳 年 1408 年 明 ) で ある こと か ら 15 世 紀 中 華 頃 に 埋蔵 きれ た と 考え られ る 。 出土 銭 の 傾向 は 全国 
的 に みて も 一 般 的 で 、 埋 蔵 行為 が 最も 雇 ん だ っ た 時 期 に あたる 。 加工 が 施さ れ た 古銭 が 数 枚 含 まれ 、 そ 
の ほとん ど が 独 孔 を 行っ た も の で あっ た が 、1 枚 だ け は 文字 を 削っ た “削り 銭 "” で あっ た 。 この 前 り 氏 
は 開元 通 害 の 開 と 通 を 削っ た も の で ある が 、 何 の 目的 で 文字 を 削っ た か は 不明 で ある 。 古銭 を 埋蔵 し た 
理由 に つい て は 、 発 掘 調査 を 行っ て いな いこ と ゃ 文献 資料 が 残っ て いな いた め 備 菩 の た めか 埋 納 き れ た 
の か は 不明 で ある 。 (的 崎 ) 

大 量 銭 出土 位置 図 

@ 淡路 島内 大 量 出 土 銭 一 覧 馬 



1/1 

王朝 名 | 初 鋳 年 | 枚数 

北 打 | 1078 | 134 

削り 銭 の 

二 銭 

銭 貨 名 

24 | 元 豊 通 頃 

1/4 

32 | 宣 和 通 旨 折 

34 | 淳司 元 寅 

出土 容器 の 

王朝 名 | 初 鋳 年 | 枚数 銭 貨 名 

3 | 開元 通 頃 紀 地 銭 

4 | 宋 通 元 寅 

%
 
率
 

比
 

数
 

枚
 

名
 
朝
 

王
 

$ 山 ノ 神 出土 銭 一 覧 馬 

23 | 竹 密 元 客 

る $ 拒 貨 の 王朝 別 割 合 参



1999 年 度 版 
に 

ーー 軸 淡路 国分 尼寺 ・ 国 分 寺跡 軒 瓦 型式 付録 

淡路 国分 寺 の 寺 域 内 に お いて 平成 10 年 度 に 2 回 、 淡路 国分 尼寺 に つい て は 平成 11 年 度 に 1 回 それ ぞ れ 

発掘 調査 を する 機会 が 与え られ 、 内 容 に つい て は 先 の 報告 の 中 で 紹介 し て きた 。 国分 寺 出土 の 軒 瓦 に つ 

報告 され て 

いる が 、 今 回 の 調査 や 採集 資料 の 中 に 新しい 資料 が 確認 で きた の で 、 こ こ で 合わ せ て 両 寺 院 の 軒 瓦 を 紹 

ビ コ 
ーー 半 細 ! 原町 教育 委員 会 が 平成 5 年 度 に 発行 し た 『 淡 路 国分 寺 発 掘 調査 報告 書 」 で いて は 、 

(坂口 ) 介し た い 。 
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あ と が さき 

よう や く 5 ヶ年 分 の 年 報 が 完成 し た 。 毎 年 未 報告 の 調査 成果 が 山積 み に な っ て いく 中 で 、 な ん と か し 

な けれ ば と 思い つつ 、 た だ 月 日 だ けが 流れ て し まっ た 。 

第 1 章 の 三原 郡 内 の 埋蔵 文化 財 事業 の 動向 は 、 事 務 所 開設 か ら の 10 ヶ 年 分 を 対象 と し た た め 、 調 査 量 

の 集計 に は 、 お も いる も よら ず 手 間 取 っ て し まっ た 。 過去 の デー タ を 忘れ て し まっ た も の 、 簡 易 な 報告 は 

口頭 で 済ま し て いる も の が 多々 あり 、 実 績 報告 書 ・ 協 議 人 資料 な ど を 一 つ ず つ あ た る 作業 と な っ た 。 実 績 

報告 書 に 添付 し て ある 写真 や 本 文 を 見 返す た びに 、 こ ん な 成果 が あっ た の か と 、 あ ら た な 発見 が あっ た 

り 、 調 査 方 法 を 反省 し た り 、 調 査 当 時 の 作業 の ハプニング や 思い 出 が 懐か し く よ み が えっ て きた 。 

ーー 方 、 そ の 思い 出 以 上 に 、 そ れ ぞ れ の 遺跡 に 残さ れ た 何 百 年 、 年 千年 の 歴史 の 重み に る も 痛感 し た 。 特 

に 平成 11 年 度 に 実施 し た 淡路 国分 尼寺 跡 推 定 地 で の 調査 は 、 不 時 発見 の 短い 調査 期間 中 、 台 風 が きた り 

地元 地区 へ の 説明 等 、 非 常に 慌しい 毎日 が 続い た 。 出土 し た 瓦 の 洗浄 が 進む に つれ 、 国 分 寺 と 同文 の 軒 

瓦 が 多数 含ま れ て いる こと が わか り 、 版 築 状 の 整地 層 な ど と 合わ せ て 考え える と 、 国 分 寺 と 対 に な る 国 

分 尼寺 跡 で ある こと が 確定 的 と な り 、 身 の 引き 締まる 思い で 

あっ た 。 

また 、 平 成 10 年 度 か ら 兵 庫 県 下 の 中 学校 で 始ま っ た トラ イ 

や る ウイ ー ク は 事務 所 所 在 町 内 の 三原 中 学校 の 生徒 が 毎年 数 

名 発掘 調査 や 遺物 の 整理 作業 を 体験 し て いっ た 。 作業 自体 は 

比較 的 簡単 な 事 か ら 進 め て も ら っ た が 、 いざ 教え る と な る と 

結構 難し いも の で 、 ト ライ や る ウイ ー ク 期間 中 は 心地 よい 緊 

張 感 の 中 、 初 心 に 還っ て 自分 自身 が 勉強 する いい 機会 に な っ 

た と 思う 。 平成 10 年 度 トラ イ や る ウィ ー ク 風景 

今回 の 年 報 は 5 年 分 し か 報告 で きず 、 ま た その 内 容 も 紙面 

の 都合 上 決し て 十分 と いえ る 内 容 で は な い が 、 ま ず は 年 報 の 完成 を よし と し て 、 事務 所 開設 の 平成 2 年 

度 か ら 6 年度 の 残り 5 ヶ年 分 の 報告 を 次 年 度 の 宿題 と し た い 。 

最後 に な り ま し た が 、 各 遺跡 の 調査 な ら び に 本 書 作成 に ご 協力 ・ ご 指導 いた だ いた 方 々 に 対し 、 改め 

て お 礼 申 し 上 げ ま す 。 

(坂口 弘 頁 ) 
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